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　登場人物紹介




アリシア・ライセン

通称『死神姫』。金で買われた花嫁。




カシュヴァーン・ライセン

『アズベルグの暴君』と悪名高い成り上がり貴族。
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ライセン家メイド兼カシュヴァーンの愛人（？）。
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名家・レイデン家当主の少年。




ルアーク
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トレイス

カシュヴァーンの幼馴染兼執事。
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　序章







　老おいた枝の剪せん定ていを終えた薔ば薇らの木々が、月明かりの中に規則正しく立ち並んでいる。

　新たな芽め吹ぶきを待つためとはいえ、アズベルグ地方の冷たい夜や気きに切断面をさらしたその姿は、どこか痛々しい。

「まあでも、切らないと仕方がないよな。美しい花を咲かせるためには、犠ぎ牲せいは必要だ」

　アズベルグ家二階にある客間から窓の外を眺ながめながら、黒髪の青年はそう言ってあっけらかんと笑った。子供のように屈くつ託たくのない笑みにつられ、額ひたいから右眼をとおって頰ほおへと走る傷が醜みにくく歪ゆがむ。

「……王子？　何をおっしゃっているのですか」

　王子ゼオルディスのつぶやきを聞き留とめ、近きん侍じのフロリアンは嫌いやな顔をした。不ふ吉きつな内容もさることながら、ついさっきまで自分が行っていた報告が、完全に無視されたように感じられたからだ。

　フロリアンは元々右眼の下の泣きぼくろが浮いて見えるほど、人形のように整った顔立ちの美青年である。険けんを漂ただよわせた表情には独特の凄すごみがあった。その身を包んだ銀の甲かつ冑ちゆうを構成する金属板が触れ合い、がしゃんと耳みみ障ざわりな音を立てる。

「お兄様……」

　普ふ段だんほとんど感情を表おもてに出さない兄の怒いかりに、ゼオルディスのすぐ側そばに立っていたミューゼが怯おびえた顔をした。フロリアンと同じ銀の髪と水色の瞳ひとみを持つ、はかなげな雰ふん囲い気きのこの美少女には、こういう表情がよく似合う。

　だがゼオルディスは兄妹どちらの反応も意に介かいした風ふうなく、片手でミューゼを抱だき寄せながらあっさり話を元に戻した。

「いやいや、報告ご苦労、我が友よ。しかしふうん、そんな気はしていたが、グラネウスおじさまはやっぱりカーシュについたか。いや、カーシュに、というよりライセン夫妻にと言うべきか？」

　グラネウス・フィラル・ド・ガーゼット侯こう爵しやく。このシルディーン王国において、ゼオルディスと同じく数少ない王位継けい承しよう権けん保持者のひとり。

「悪あく食じき大たい公こう」の異い名みようをとる彼が、「アズベルグの暴君」として悪あく名みよう高たかい〈強〉公こう爵しやくカシュヴァーン・ライセンへの協力を承しよう諾だくした。現在の状況を考えれば、これの意味するところは明白だ。

「人付き合いも政治も嫌きらいなはずのあのおじさまが、玉ぎよく座ざにつくことを決意するとはね。正直ちょっと予定外だったな……エル姉様かジス義に兄い様さまが関係していそうだが」

　現王ランドレイが弱気で臆おく病びよう、その上「永遠の命」を求め怪あやしげな錬れん金きん術じゆつ師しの出入りを許すなどといった愚おろかな振る舞いをしていることは、国内外で有名だ。ランドレイを立派な王にしようと腐ふ心しんしていた宰さい相しようイーダルが、愛あい想そを尽かしかけていることも周知の事実。

　だがシルディーン王家は代々子が生まれにくく、直系の王位継承権保持者は長く王女がひとりだけ。対照的に宰相家は多産であるため、「宰相閣かつ下かは王の教育係であらせられるのに、子作りの秘ひ訣けつまでは伝授できなかったのか」などと下世話な冗談の種にされてきた。

　そこへ長く存在を秘されていた王子、という触れ込みで、イーダルの計はからいによりゼオルディスが王宮に「戻った」。

　ランドレイがかなりの高齢であることを考えると、王の交代は時間の問題。そしてイーダルの望む〈強い王〉としてゼオルディスが即位すれば、小国の王がごとく振る舞う各地の領りよう主しゆたちを押さえつけ、国王の権けん威いを取り戻すために動き出すのは間違いない。

　カシュヴァーン自身に、シルディーン旧貴族たちがささやき合うような王位への野心がないことを、ゼオルディスは知っていた。

　だが自分に〈強い王〉として頭の上に君くん臨りんされるのも御ご免めんこうむると、彼が思っていることも知っていた。

「やれやれ、俺はグラネウスおじさまもエル姉様もジス義兄様もカーシュも好きなのに……なあフロリアン、どうして俺は好きな人に好かれないんだろうな？」

　姉であり、オーデル家へ降こう嫁かした元王女エルティーナ・オーデルや、彼女の夫であるジスカルド・オーデルの名を挙あげながら、ゼオルディスはくすくす笑った。

「……これからどうなさるおつもりです」

　噓うそがつけない性格のフロリアンである。挑ちよう発はつ的てきな問いには答えず、代わりに別の問いをぶつけた。

「もちろん王宮に戻るさ。あちこち寄り道をしてしまったからな、イーダルが早く戻れとうるさい」

「王宮に戻った後は、どうなさるのです」

　簡かん潔けつすぎる答えに満足せず、フロリアンは追及した。

「ラグラドール人や〈翼つばさの祈いのり〉教団と手を組み、宰相閣下のご希望どおり〈強い王〉として玉座につくのですか。……それが本当に、あなたの望みなのですか」

　押し殺したような低い声で質問をする、フロリアンの表情は先の比にならないほど険けわしい。

　ミューゼはますます怯えた顔になるが、ゼオルディスは震ふるえる婚約者の肩を抱いたまま飄ひよう々ひようと尋たずね返した。

「聖女アーシェルは、どうして最後まで神様を裏切らなかったんだと思う？」

　聖女アーシェル。

　はるか遠い昔、誰もが神を信じなくなっていたその時に、ただひとり最後まで信しん仰こうを貫つらぬき通したという伝説の少女。彼女の存在が、国教〈翼の祈り〉教の根こん幹かんを成なしている。

　また急に話題を変えられたことにより、フロリアンは一瞬射い殺ころしそうな眼で主君を睨にらんだ。だが王子の腕に抱かれた妹の存在を思い出し、努つとめて平静を装よそおう。

「……それだけ強い信仰心を持っていたからでしょう」

「ちょっと違うな。正解は神様とできていたから。きっとアーシェルは神様の女だったのさ」

「……なっ」

　いくら下げ克こく上じようの風ふう潮ちように流され、〈翼の祈り〉の求心力が失われているとはいえ、王子が国教に対してなんということを口走るのか。

　フロリアンは絶句したが、ゼオルディスはどこ吹く風と独自の解かい釈しやくを語る。

「実に羨うらやましいことだ。全世界の人間に背そむかれながらも、たったひとりの女だけは迫はく害がいを受けてなお、自分のことを愛し抜いてくれる。男おとこ冥みよう利りに尽きるじゃないか、なあミューゼ？」

「……は、はい……」

　うつむき加減ながら、従順にうなずくミューゼの姿を直視するのがつらく、フロリアンはかすかに視線を逸そらす。

　かたくななその横顔に、ゼオルディスはさらに不ふ遜そんな問いを投げた。

「なあ、神様の女を寝取れたら、そいつは神様以上ってことになると思わないか？」

　はっと息を吞のみ、こちらを向いたフロリアンを見て、ゼオルディスはいつものように笑った。明るく、快かい活かつに。

「王子、あなたは……！」

「さて、ここからは愛し合う二人の時間だ」

　傷を歪めて笑いながら、ゼオルディスはフロリアンの驚きよう愕がくを尻しり目めにミューゼを胸元に抱き込んだ。

「どうした、フロリアン？　お前はもう下がれ。ああ、ギゼの働きを労ねぎらってやれよ？」

「──かしこまりました」

　カシュヴァーンとグラネウスの動向を探さぐってきた暗殺者少年の名を受け、フロリアンは礼れい儀ぎ正しく一礼する。心持ち姿勢を戻すのに時間がかかったのは、無論湧わき上がる怒りを制せい御ぎよするためだ。

　どうにか冷静さを取り戻したフロリアンは、ミューゼを視界に入れないように気をつけながら部屋を出て行こうとした。その時、

「どうしてお前はそんなに俺のことが嫌いなんだ？　フロリアン」

　不意の言葉に思わず振り向けば、すっかり見み慣なれてしまった歪んだ笑顔がある。「図書館の幽ゆう霊れい」と呼ばれ、いるのにいないものとして扱われていたころから変わらない表情。

「兄妹揃そろっての忠ちゆう義ぎに報むくい、貴族とは名ばかりの貧びん乏ぼう暮ぐらしから救ってやったのに。お前の何より大事な妹は、今や未来の王おう妃ひだぞ？　これでもう、ひひじじいどもから好色な誘さそいをかけられることもない」

　ゼオルディスの言葉に触発され、思い出されるのは不ふ愉ゆ快かいなことばかり。子し爵しやくとは名ばかりの貧乏貴族に生まれた自分たち、特に妹ミューゼの清せい楚そな美び貌ぼうを我が物にせんと狙ねらう輩やからは後を絶たたなかった。

　元々おとなしく、人見知りする性格だったミューゼは、おかげですっかり男性恐怖症になってしまった。そこでフロリアンは生活の面倒も見てもらえるからと、ミューゼを〈翼の祈り〉教団に入れようとしたのだが、その時彼女は初めて声を上げて兄に逆らった。

『聖職者になどなるのは嫌です。私をどこかにやらないで、お兄様……!!』

　珍めずらしく感情的になり、泣いてフロリアンの胸にすがった妹は、今はゼオルディスの腕うでに抱かれている。兄妹揃ってという好条件だからといって、王宮への仕官などやめておけばよかったのだと、見るたびフロリアンを後こう悔かいさせる光景。

「お前自身についてもだ。『穢けがれ無き銀ぎん騎き士し』、きれいなものしか許きよ容ようできないフロリアン。下へ手たくそな世辞やおべっかを使わずともいい地位を、やっと手に入れられたんじゃないか。若い愛人を欲しがっているご婦人方に、辟へき易えきさせられることもない。何が不満だ？」

「──……自分は、あなたに感謝しております」

　それは決して噓ではない。感謝以外の感情は押し殺し、フロリアンはそのまま室外に消えた。

「……あっ」

　兄の姿を眼で追っていたミューゼのおとがいを、ゼオルディスは軽く持ち上げる。

　瞬間身を引こうとしたのを許さず、片手を背に回して震える瞳を覗のぞき込んだ。

「俺のことが好きか？」

「す、き……です」

　何度も何度も繰り返された問いに、いつものようにミューゼは応じる。ゼオルディスはうっとりと眼を細め、彼女の背を流れる銀の髪を撫なでながら耳元に唇くちびるを寄せ、

「ああミューゼ、お前は本当に俺に相応ふさわしい……」

「……いっ……!!」

　次の瞬間、ぎりりときつく摑つかんだ髪を引いた。

「……最低のくず女だよ」

　甘い声こわ音ねでそうささやくと、ゼオルディスは瞳を濡ぬらしたミューゼの髪から手を離した。舌を伸ばし、彼女の涙を舐なめ取ってやってから、にやりと笑って下げ卑びた提案をする。

「今夜はお前のことをアリシアと呼ぼうか。いいな？」

「死神姫」アリシア。カシュヴァーン・ライセンに買われた妻。ゼオルディスの心に住んだ、幾いく人にんかの女のひとり。

「さあ、おいでアリシア。二人で過ごす夜は短い、一緒に楽しもうな。カーシュよりいい思いをさせてやるよ」

「……はい……」

　婚約者の戯たわむれにミューゼは、またしても従順にうなずいた。

　華きや奢しやな体を強く抱き締めながら、ゼオルディスはくすくす笑う。

「さあて、そろそろディネロに出て行くと言ってやるかな……あんないい奴やつに、これ以上嫌われたくないからな」

　逗とう留りゆう中ちゆうの屋や敷しきの主あるじ、ディネロ・アズベルグ公爵の名にかすかに眉まゆをひそめたミューゼだったが、何も言わずただ緩かん慢まんに眼を閉じた。

「イーダルが、母様が望む強い王になれば……俺は幸せになれるんだ。そうだよな、アリシア？」

　なおも続いた戯ざれ言ごとも、ミューゼの瞳を開かせることはできなかった。








　第一章　二年目の春







　シルディーン王国北の辺へん境きよう、アズベルグ地方。

　起伏の激しい瘦やせた地は、ようやく本格的な春を迎むかえてなお、南のフェイトリン地方などとは比べものにならないほど気温が低い。特に東のレイデン地方との境さかい目めにある山さん脈みやく地ち帯たいは、まだ雪の冠かんむりをかぶっているような有あり様さまだ。

　とはいえアズベルグの民たみには、つらく厳きびしい冬を乗り越え、やっと訪おとずれた待たい望ぼうの春。おまけに今年の春は、単に冬の終わりを祝うだけではない、盛せい大だいな祝しゆく宴えんが開かい催さいされているのだ。

「奥様、お誕生日おめでとうございます!!」

　まだ冷たい外気を吹き飛ばすような、熱意のこもった大だい合がつ唱しようが、大きな広場いっぱいに響ひびき渡る。

「ありがとう、みなさん」

　暖かな祝いの言葉に笑顔で手を振るのは、広場の北寄りにしつらえられた席に座った眼鏡めがねの少女。

　亜あ麻ま色いろの長い髪と肌はつやつやしてはいるが、顔の造作自体はせいぜい「まあ可愛かわいい」程度。小柄でやせっぽちで、胸のふくらみは乏とぼしく、おまけに先の夫を殺したとの噂うわさから「死神姫」などとも呼ばれている。

　だが二度目の結婚で、このアズベルグ地方に嫁とついでから早一年。本日十六歳を迎えたアリシア・ライセンは、長ちよう卓たくの隣となりに座った夫同様、この地を統すべる者として領民たちに受け入れられつつあった。

「こんなに大勢の方に誕生日のお祝いをしていただけるなんて、私初めてですわ。お料理もたくさん用意してありますから、みなさんもどうぞ楽しんで下さいね。余らせてももったいないですし……ああ、でも、余った分は持って帰っていただけばよろしいわね」

　名家に生まれながら長く貧びん乏ぼう暮ぐらしをしてきたせいで、アリシアの言動は時々非常にみみっちい。本人がにこにこしているので誰も何も言わなかったが、一瞬気まずい空気が広場を支配した。

「……あー、みな、俺の妻の誕生日を祝ってくれて感謝する」

　曖あい昧まいな沈ちん黙もくを終わらせるべく、アリシアの夫がおもむろに立ち上がった。

　黒髪に黒い瞳ひとみ、服装もほぼ黒一色で固めた長身の男、「アズベルグの暴君」と悪あく名みよう高たかいカシュヴァーン・ライセンだ。

　良家の子女とは思えない親しみやすさを感じさせる妻とは対照的に、メイドの血を引く野心家の成り上がりと噂のカシュヴァーンは体格もよく、威い圧あつ感かんにあふれている。先ほどまでそこかしこで聞こえていた小さなおしゃべりは、領主が話し始めた途と端たんいっせいに止んだ。

「長かった冬は終わった。去年の豊ほう作さく祈き願がんの祭りに多少けちがついてしまった分、今日は存分に楽しんでほしい。我が領地と我が領民たちに、末永く幸さちあらんことを」

　国教〈翼つばさの祈いのり〉教を嘲ちよう笑しようするような意い匠しようの屋や敷しきに住み、神様嫌いで有名なカシュヴァーンである。通常なら「神の祝福」もしくは「翼の守しゆ護ご」などといった聖せい句くを使うべきところを、さらりと置き換えてしまった。

　厳しい自然環境に置かれているためか、アズベルグには他の地方では年々減る一方の熱心な〈翼の祈り〉教徒が多い。

　不ふ信しん心じんを公言してはばからない領主に反感を持つ者もまた多いのだが、カシュヴァーンが領民を想う気持ち自体は伝わったようだ。

「カシュヴァーン様万ばん歳ざい!!　アリシア様万歳!!」

「暴君と死神姫に守護されし、我らがアズベルグに幸あれ!!」

　最初に大声で叫さけび始めたのは、早くからカシュヴァーンのやり方に共感し、自主的に自じ警けい団だんを作っている若者たちだった。

　しかし彼らの熱意はごく自然に周りに伝でん播ぱしていき、やがて老ろう若にやく男なん女によを問わず広場に集つどう者たち誰もが、笑顔で喜びと祝福の言葉を口にした。

　その様を眺ながめるカシュヴァーンの唇くちびるにも、感かん慨がい深ぶかげな笑みが浮かんでいる。困こん難なんの多い人生のせいか、アリシア曰いわく「三十四歳ぐらい」と評判の武ぶ骨こつな顔に、苦労が報むくわれた喜びがにじんでいた。

「──堅かた苦くるしいのはこれで終わりだ。後は好きにしてくれ」

　ぶっきらぼうな結びの一句を口にして、カシュヴァーンは用意された席に座った。

　それに合わせて華はなやかな飾りつけを施ほどこされた広場中央で、この日のために呼ばれた楽隊がにぎやかな演奏を始める。やがてあちこちに踊りの輪が生まれ、酒と料理が人々の中に運び込まれては消えていった。







「よかった。カシュヴァーン様、みなさんにとても好かれていらっしゃるようで安心しました」

　あぶったばかりの鳥肉を切り分けてもらいながら、アリシアは嬉うれしそうに夫に話しかけた。

「まだつまらん陰かげ口ぐちを叩たたく奴やつもいるけどな。だが、まあ……ひとまず今日は、余計な騒さわぎが起きることもなかろう」

　照れているのか、素そっ気けない言い方をしたカシュヴァーンは、早さつ速そく鳥肉を頰ほお張ばっている妻をちらりと見た。

「……またお前の誕生日を、政治に使って悪いな」

「むぐ？」

「……いや、悪かった、食べている途中にすまない」

　苦笑いしたカシュヴァーンに、口の中の鳥肉を全部飲み込んだアリシアは首を振ってみせた。

「いいえ、私とっても嬉しいです。こんな風ふうにたくさんの方に、誕生日のお祝いをしていただけるなんて初めてですもの。ちょうどいい時期に生まれておいてよかったですわ」

　これまた貧乏生活のせいで、安く手に入る恐怖小説が大好きになってしまった妻のために珍めずらしい本を探している。

　そんな名目でカシュヴァーンは国内に伝令を走らせ、「図書館の幽ゆう霊れい」ゼオルディス王子に対抗するための味方探しを行っていた。

　本日の祭りも、元々春を祝う恒こう例れい行ぎよう事じとして毎年行われているものだ。だがいずれゼオルディスらと事を構えることを踏ふまえ、まずは領地内での足場固めをしたいカシュヴァーンの意向で、通常の祭りとアリシアの誕生祝いを一緒に行った。

　領主夫妻と領民たちの絆きずなを深めるための行為だが、その目もく論ろ見みは一定の成功を収めたと言えるだろう。ここ一年の間に親交を深めた他の領地から得た、大量の料理と酒を惜おしみなく振る舞われたアズベルグの民は、待望の春の訪れを謳おう歌かしている。

「それに、アズベルグの春を迎えるお祭りはとても盛大だとも聞いていましたの。こんなに眺めのいい場所からお祭りに参加できて、とっても嬉しいです!!」

　去年の豊作祈願の際に使われた柱は降雪に耐たえかねて倒れてしまったが、新たに切り出された何本もの柱が広間のあちこちに立てられていた。柱と柱を結ぶ飾り紐ひもにぶら下がった飾り物は、去年の豊作祈願の時と同じだが、アズベルグでは短い期間しか楽しめない生花をふんだんにあしらったものが目立つ。

　長く苦しい冬に耐えねばならない地だからこそ、春の訪れが嬉しいのだろう。普段は堅苦しい印象のアズベルグの民は、さかんに飲み食いしながら浮かれ騒いでいる。

「できたら今度こそ、豚の頭ず蓋がい骨こつをぶら下げたかったのですけど、生あい憎にくちょうどいい物が手に入らなくて……でも、お祭りはまたあるのですしね」

　いまだ果たせぬ夢をうっとりと語る妻に、カシュヴァーンはため息をついた。

「……相変わらず、物分かりのよすぎるお姫様だ。その物分かりのよさで、豚云うん々ぬんは諦あきらめてほしい気もするが……」

　与えられるものをすべて受け入れ、何事にも逆らわない。

「特別」を作る「贅ぜい沢たく」を避さけ続けてきたアリシアを見るカシュヴァーンの眼には、どこか切ない色がある。

　しかし去年までとは違い、アリシアの「特別」の地位を得たとの自信がその切なさを押しのけてくれた。

「もっとわがままを言ってもいいんだぞ？　例えば……」

　布で覆おおわれた長卓の陰に隠かくれ、カシュヴァーンはそっとアリシアの右手に触れる。

「……早く二人きりになって、いちゃいちゃしたいとかな」

「あっ……」

　不意の接触に、油断していたアリシアは「おなかが痛」くなって顔を赤らめた。もっともこの場合の「おなか」が示すのは、通常よりもう少し上のほうのことだ。

「あ、あ……わがままなんて、そのっ、お、贈おくり物は、たくさんいただきましたし……素晴らしい蔵ぞう書しよに満ちた図書室、それに……、あの……この指輪も……」

　しどろもどろにつぶやきながら、絡からめられた指先にアリシアは視線を落とす。

　そこに妻から贈られた愛の証あかしを見つけて、カシュヴァーンもふっと笑った。

「そうだな。お前からも、もらった。……とても嬉しい」

　ちょっと得意そうにカシュヴァーンが言うのは、先日アリシアから贈られた結婚指輪のことである。ゼオルディスの入れ知恵、というのがずっと引っかかっている様子ではあるものの、妻からの初めての贈り物自体は素す直なおに嬉しそうだ。

「カシュヴァーン様……」

　甘いささやき以外の、すべての音がアリシアの耳から離れていく。

















　早くも酔よっぱらった男のひとりが服を脱ぬぎ出し、はやす声と非ひ難なんの声が入り交まじって広場は大騒ぎだ。普段のアリシアなら「何事かしら」と見に行こうとして止められる場面だが、今はカシュヴァーンのことしか考えられない。

「……カシュヴァーン様、奥様、続きは本当に二人きりになってからにしてはいかがですの。特にカシュヴァーン様、せっかくいい領主として認められつつありますのに、公こう衆しゆうの面前であまりにやけた顔をなさらないほうがよろしいのではありませんか？」

　このまま口づけを交かわさんばかりに高まった雰ふん囲い気きを、さり気なく牽けん制せいしたのはメイドのノーラである。

　見事な赤毛と巨乳と美び貌ぼうが自じ慢まんの彼女は、アリシアの再婚当初から自称カシュヴァーンの愛人として振る舞ってきた。夫婦らしい雰囲気を壊こわそうとするのはいつものことなのだが、今回は嫉しつ妬とからではなく二人の立場を思いやっての発言だった。

「ほう、お前もずいぶん物分かりがよくなったものだな、ノーラ。やはり本命ができると違う」

　ひとまずアリシアの手を離したカシュヴァーンが、にやっと笑ってノーラを見る。

「ほ、本命!?　なっなんのことですの!?」

　眼に見えてノーラが狼ろう狽ばいし始めた時、アリシアの前に茶色い髪の若者が立った。

「お久しぶりです、アリシア様。お誕生日おめでとうございます！　さすがに現金ではなく、ちゃんとした贈り物をご用意してきましたよ!!」

　明るい笑顔で祝しゆく辞じを述のべたのは、カシュヴァーンの被ひ後こう見けん人にんであるティルナード・レイデンだ。斜ななめ後うしろには、長めの黒髪をひとつに縛しばった眼鏡の青年、執しつ事じ兼けん教育係のセイグラム・アーレイが静かに控ひかえている。

「それにしても、お誕生日とは早いものです、あれから一年か……本当にいろいろなことがありましたね」

　しみじみつぶやくティルナードの表情は、少し大人びて見えた。若じやつ干かん女顔であるためと、根っからのおぼっちゃん気質のために子供っぽい印象が強かったが、この一年の間に起こった出来事が彼を成長させたようだ。

　去年の冬以降、ティルナードはゼオルディス王子に再会するたび彼にいじめられた過去を思い出しては体調を崩くずし、しばらくは領地であるレイデン地方に戻っていた。まだ少々顔色が悪いが、動作に不自然な部分がないところを見るとようやく傷は完治したらしい。

「レイデン伯はく爵しやく様さま、いらして下さったのね。わざわざありがとうございます。ノーラ、ノーラの本命の方がみえたわよ」

「ああっ奥様までっ!?」

　朗ほがらかなアリシアのだめ押しで、ノーラの声が裏返る。

　ティルナードもせっかくの大人びた対応はどこへやら、いきなりあたふたし始めた。

「えっあっえっ、本命っ!?　いや、そうじゃないと困るけど、う、うわわわわ」

　ひとり涼すずしい顔を保たもっていたセイグラムは、表情を動かさずにお得意の鞭むちを取り出している。だが久々の再会の喜びに気を取られているらしく、ティルナードもノーラもお互いしか見えていない。

「あ、ノーラとも、出会って、一年、か。……最初は、わ、悪かったな、いろいろ」

「あ、いえ、私こそっ……た、ただの甘ったれたおぼっちゃんだとばかり……でも、今は……」

　セイグラムが威い嚇かくするように鞭で手の平を叩くしぐさを横目に、カシュヴァーンがこう提案した。

「さてアリシア、俺は愛人に完かん璧ぺきにふられたようだ。ここはみっともない真ま似ねをせず、まずはティルたちを二人きりにさせてやろうじゃないか。ティル、ノーラ、挨あい拶さつはまた後でな。ティルもどうせ何日かは滞たい在ざいしていくだろう？」

「あっ、う、うん」

　先ほどからアリシアに誕生祝いを告げようと、こちらをちらちら見ている者が何人もいる。

　今や家族同然のティルナードたちは、この後アズベルグのさらに辺境にあるライセンの屋敷に泊まる予定だ。政治的色しき彩さいを帯おびたこの祝宴の間は、ライセン夫妻はひとりでも多くの客人と交流を持ったほうがいい。

「ではアリシア様、また後のちほど……あの……それと、ちょっとノーラをお借りしてもいいですか……？」

　おずおずとティルナードが申し出た瞬間、セイグラムの手元で鞭が空気を切る音が高く響いた。

「ティルナード様、その雌めす猫ねこと二人きりになるおつもりなんですか？　それと、私と出会ってからも大体一年ですよね。そしてあなたの価値に真っ先に気づいたのはこの私です」

　名家レイデン家の当主たるティルナードには、同じく名家の子女をあてがいたいというのがセイグラムの願いだ。ちなみに、いまだアリシアは花嫁候補に入っているらしい。

「あ、あー……、いや、そんな、お前と、あとその……護ご衛えいと、四人でいいよ……？」

　信頼してはいるものの、やっぱり怖こわい執事にティルナードが怯おびえた顔で妥だ協きようする。

　一方のセイグラムは、主あるじが口にした「護衛」のひと言に反応してアリシアのほうを向いた。

「アリシア様。我が家の護衛も、あなたとあなたの『ご子し息そく』に誕生日の贈り物を渡したいそうです。申し訳ないですが、後で少しお時間を頂ちよう戴だいしたく存じます」

「護衛」はジェダ、「ご子息」とはルアークのこと。ともに解体された暗殺者集団〈玩具おもちやの兵隊〉の元構成員であり、現在はレイデン家、ライセン家にそれぞれ仕つかえている。

　仕えているといっても、ライセン家でのルアークの基本認識は「息子」だ。元々カシュヴァーンを暗殺するためにやって来た彼は、紆う余よ曲きよく折せつを経へて家族の一員となり、ジェダとは不器用な「兄弟」の関係を築きずいている。

「ええ、私の『息子』もお兄様と会えるのを楽しみにしているようですから」

　あっけらかんとアリシアが答えた途端、亜麻色の髪の先がかすかに揺ゆれた。

　唐とう突とつに吹く風は、今も近くにいるはずのルアークお決まりの合あい図ず。だが今のそれは合図というより、動どう揺ようが出てしまっただけのようだ。

「ああ、たまには『息子』たち水入らずで過ごすのもいいだろう。では、また後で」

　さり気なくカシュヴァーンも言い添そえ、ティルナードの後ろにちらりと視線をやった。嬉しくなったのか、一瞬姿を覗のぞかせてしまったジェダに注意をうながしたのだ。







「アリシア様、各地からお祝いの品が多数届いておりますよ!!」

　レイデン家の面々とノーラが場を辞じした後、入れ替わりにやって来たのは生き真ま面じ目めな顔をほころばせた金髪の青年。カシュヴァーンの幼おさな馴な染じみ兼執事のトレイスである。

「こちらはガーゼット侯こう爵しやく閣かつ下かからの品です。祝いの書もいただいておりますので、どうぞご覧下さい」

　わざわざトレイスが持ってきてくれたのは、高名な地方伯グラネウス・フィラル・ド・ガーゼット侯爵からの贈り物だ。シルディーン王国各地に地名として家か名めいを刻きざんだ地方伯は、そのすべてが古い名家ではあるのだが、アリシアの生家フェイトリンのように下げ克こく上じようの気運に飲み込まれて没ぼつ落らくした家も多い。

　しかしガーゼット家はかつての王弟を祖に持つ王家の傍ぼう流りゆう一族であり、その存在は地方伯の中でも別格。当主グラネウスは政治に関心のない趣味人として有名で、「悪あく食じき大たい公こう」「人ひと食くい大公」などとも呼ばれているが、カシュヴァーンが頭こうべを垂たれるに相応ふさわしいと判断するだけの立派な人物である。

「まあ、ガーゼット侯爵様が！　嬉しいわ、きっとすてきな本ね」

　グラネウスが多数の恐怖小説の著ちよ作さくを持つことは、ごく一部の人間しか知らない。彼の作品の熱心な愛読者であるアリシアは、早速上質の布に包まれた贈り物を開いてみた。

「これは……『どろどろどろどろ』！　さすがガーゼット侯爵様、お眼が高いわ!!」

　アリシアの読みどおり、グラネウスからの贈り物は手に入りにくいことでも有名な恐怖小説の名作『どろどろ屋敷がどろどろ溶ける』、通称『どろどろどろどろ』。

「……ノーラを行かせて正解だったな」

　恐怖小説による心の傷が癒いえないノーラを思いやり、ため息をつくカシュヴァーンを尻しり目めに添えられた手紙を開いてみれば、流りゆう麗れいな筆ひつ致ちによるこんな文章があった。

『誕生日おめでとうアリシア、愛いとしい我が〝娘〟よ。申し訳ないが、私の新作は間に合わなかったので、代わりに読みたがっていた本を贈る。喜んでくれると嬉しいのだがね。しばらくは表おもて立だった交流を控えたほうがいいと思うので、そちらには行けないが、よければ今度はガーゼットへも遊びに来てくれたまえ』

　アリシアに「いずれ生まれてくる子のおじいさまになってほしい」と頼まれたことを覚えていてくれたらしい。

「もちろんですわ」

　本を抱かかえてにこにこしている妻の笑顔を横目に、カシュヴァーンは「……くそ、俺も探させていたのに」とうなった。

　だが相手はグラネウス。ゼオルディスに対抗するため、「飾りの王」となる決意をしてくれた人間だ。表立って不平を言うわけにもいかず、小声でつぶやくに留とどめたのだがそこへ、

「アリシア、お誕生日おめでとー!!」

　息せき切って駆かけて来たのは、明るい茶の髪の若者、リュクだ。生なま乾がわきの絵の具を妙みように飾り気の多い服に散らし、腕うでには大切そうに一枚の絵を抱えている。

「やっとできたよ、俺の新たな境地!!　ぜひ部屋に飾ってほしいな!!」

　絵描きとしての才能はあふれているが、締め切りを守る才能は見事に欠落したリュクにしては上出来だろう。絵については彼の弟で子しにあたるトレイスも、興味深そうに師し匠しようの作品を覗き込む。

「まあ、素晴らしいわね！　すてきな悪夢が見られそう!!」

　差し出された絵を手に取ったアリシアは、無む邪じや気きにリュクに尋たずねた。

「ねえリュク、この女の子は魔物の呪のろいを受けたの？　それとも魔物の女の子なの？　眼が赤いなんてすてきだわ……あ、それとも眼がリーゴの実になっているのかしら。顔の輪りん郭かくからはみ出ているものね」

「ああ、確かにそうですね。リュク、これはどういう……？　ちょ、ちょっと怖くないか……？　本当に悪夢に出てきそうな……」

　素直なアリシアの問いとトレイスの困こん惑わくに、リュクは「分かってないなあ」と逆に得意そうな顔をした。

「それはアリシアの肖しよう像ぞうだよ！　アリシアは恐怖小説が大好きなんだから、その要素を取り入れることで外見だけでなく、内面も描くことができるんだ!!」

　グラネウスに描いた絵を「普通」と言われ、この上なく落ち込んでいたリュクだが、浮上してくる際摑つかんだ「何か」をこの絵にこめたようだ。

「今までの俺は、正確に、精密に描くことが最上だと思っていたけど今は違う！　トレイスさんの下へ手たくそゆえの情熱、それをあえて取り入れあいたあああああ!!」

「……下手くそ……？」とトレイスが問い返す前に、カシュヴァーンの拳こぶしがリュクの頭に振り下おろされた。

「な、何するんですかカシュヴァーン様!?　あーもう分かってますって、カシュヴァーン様は芸術にあまり理解がないってことは。だけど聞いて下さい、俺の魂たましいの爆発うわああああん痛いいいいいい!!」

　間を置かずもう一発拳を食らい、頭が爆発しそうな痛みに泣き叫ぶリュクをカシュヴァーンは怒ど鳴なりつけた。

「利きいた風な口をきくな、肖像画に創そう意い工く夫ふうなどいらんだろうが！　大体よく見ろ、俺の妻はもっと可愛い!!」

　グラネウスにぶつけられなかった鬱うつ憤ぷん晴ばらしも含まれているのか、アリシアを指し示しながらカシュヴァーンが主張しているところに、近くにいた数人の若者たちの会話が流れてきた。

「しかしあまり女っ気のない方だと思っていたが、領主様の趣味はああいう感じなんだな。死神姫はほら、本当は青白き月の如ごとし魔ま性しようの美少女なんだろう？　お色気たっぷりの巨乳メイドだとか、暗殺術に長たけた美少年っていう話もあるけど」

「いや、山より大きくて眼が三つあるのが本性だとも聞いたことがあるぞ。とにかくいろいろ変身できるんだろう。それがカシュヴァーン様の趣味で、あんなひんにゅ……いや、つつましい胸の、そんなに可愛くもな……いや、つつましい容姿に……」

「そうか？　俺は意外にあっちのほうがいいけど……」

　周りの喧けん噪そうで聞こえないと思っているのだろうが、内容は全部筒つつ抜ぬけである。「死神姫」にまつわる流りゆう言げん飛ひ語ごは、日々進化しているようだ。

「ああ、そうそう、私はそういう風に言われているんだったわね。ねえリュク、どうせならこの肖像画、眼が三つあって山より大きくて、角つのが生はえているところも取り入れられない？　そのほうがきっともっと悪夢的だと思うわ！」

　アリシア本人は肖像画も噂の進化に合わせてほしいぐらいだが、カシュヴァーンはぶつぶつ言っている。

「まったく、何をほざいているんだ、あいつらは。確かに結婚したばかりのアリシアは、まあ、ちょっとアレだったかもしれないが、今はどんどん可愛くなってきているじゃないか」

　結婚当初は、特別可愛いと思っていなかった自覚はあるようだ。

「だが、俺以外の人間にはあまりアリシアの魅み力りよくが分からないほうがいいんだよな……おいトレイス、さっき『意外にあっちのほうがいい』とか言っていた奴……気をつけておけ」

「……カシュヴァーン様、ご心配には及びません。アリシア様がそこまで可愛く見えているのは、たぶん世界であなただけですから……」

　リュクの暴言を追つい及きゆうすることも忘れ、トレイスは疲れた様子でため息をついた。







　やがて描き直しを命じられたリュクは半泣きで去っていき、代わってアリシアの前に立ったのは、互いによく似た面おも差ざしを持つ地味な青年と少女だった。

「お久しぶりです、ライセン強公こう爵しやくご夫妻」

「お久しぶりですわ、アズベルグのへんた……い、いえ、強公爵閣下、アリシア様」

「まあ、ロベル家の……ロベル子し爵しやく様さま、シイル様、お久しぶりですわ！」

　緊きん張ちようした様子で挨拶をする、懐なつかしい顔を見てアリシアはぱっと表情を明るくした。

　没落した地方伯フェイトリン家に代わり、領地を分割統とう治ちしている「フェイトリン五ご家け」のひとつ、ロベル家のキリアン・シイル兄妹だ。アリシアは妹のシイルと時々文通をしているのだが、会って話すのは半年ぶりである。

「来て下さって嬉しいわ。そうだシイル様、以前お手紙に書いた『どろどろどろどろ』を手に入れることができましたの！　今度お貸ししますわね!!」

「……あ、え、ええ、ありがとうございます……お気になさらないで、アリシア様が存分に楽しまれてからで結構ですから……再さ来らい年ねんぐらいで問題ないですわ……」

　恋愛小説が大好きなシイルは曖昧に語尾を濁にごした。二人の本の好みは全く違うため、アリシアお薦すすめの本を読むのがつらいようだ。

「あっそれより、私もお薦めの本を持ってきましたの！　『夢の王子様』ほどではないですけど、それはそれはそれはそれはすてきな男性が出てきますのよ！」

　一転、シイルの声が熱を帯おびた。そばかすの浮いた頰を紅こう潮ちようさせ、

「題名は『双そう頭とうの恋』っていうんです。ヒロインのお相手は双ふた子ごの兄弟で、見た目も性格も正反対ですがお二人ともとても魅力的ですの!!　兄は男だん爵しやく家けの奔ほん放ぽうな跡あと継つぎとして、弟は幼い頃から身寄りのない聖せい職しよく者しやとして育てられましたのよ！　双子は不ふ吉きつという伝でん承しようを信じた母親のせいなのですが、ヒロインは偶然そのことを知ってしまい、弟に兄への復ふく讐しゆうに協力するよう言われるんです。ですが実は兄も弟の不ふ遇ぐうを憂うれえていることを知ってしまい、兄弟の間で激しく揺れ動く葛かつ藤とうがもう、とってもとってもとってもとっても切なくて素晴らしいんです!!」

「まあすてき、不吉な双子の伝承なんて面おも白しろそうですわね」

　相変わらずアリシアとシイルの着眼点はすれ違っている。

「シイル、こら、落ち着かないか。祝いの席であまり興こう奮ふんするな」

　妹の暴ぼう走そうを見かねたキリアンが、恐きよう縮しゆく顔がおで止めに入ってきた。

「騒がしい妹で申し訳ありません、強公爵夫人」

「いいえ、お気になさらないで、本のお話ができるのは私も嬉しいですわ。ああそれにシイル様、もしかすると『夢の王子様』の続編もが」

　うっかり口を滑すべらせかけたアリシアの口を、カシュヴァーンが素す早ばやくふさいだ。……グラネウスが『夢の王子様』の作者であることは、シイルには教えないほうが精神衛生上いいだろう。

「強公爵閣下？」

「いや、こちらのことです、お気になさらず。本日は来ていただいて感謝します。フェイトリンはアリシアの生まれた場所なのですから、あの地を統べるロベル子爵家とは今後もぜひ懇こん意いにさせていただきたい」

　ごまかし半分、本ほん音ね半分でカシュヴァーンは言った。キリアンの顔にほろ苦い笑みが浮かぶ。

「大したお役に立てるかどうかは……なにせ今は、屋敷を維い持じするので手一杯の状態ですので。その……以前支援してくれていた方からの援えん助じよが、あまり期待できない状況ですし……」

　元々「フェイトリン五家」は農民から成り上がった新しん興こう貴族、そしてロベル家はその中でも五番手という家柄だ。

　両親を突然の事故で失い、困こん窮きゆうしていたキリアンたちに手を差し伸べてくれたのは、いまだ強い権力を有した名門地方伯ジスカルド・オーデル侯こう爵しやく。しかしロベル家を通じてフェイトリン地方を掌しよう握あくする狙ねらいを看かん破ぱされた上、そのせいで王家に睨にらまれる羽は目めになったジスカルドは、援助金を相当減らしてしまったらしい。

「……状況はお聞きしています。幸いにして我が地はある程度財政が安定してきたので、必要ならば」

「あ、いえ、その件なのですが、レイデン伯爵はいらっしゃいますか……？」

　カシュヴァーンの申し出を、キリアンは遠えん慮りよがちにさえぎった。

「え、あら、レイデン伯爵様？」

　意外に思ったアリシアが聞き返し、カシュヴァーンも眉まゆをひそめる。何をやらかしたか、とその眼は言っていた。

「ティルがどうかしましたか」

「こちらにいらっしゃるのならぜひご挨拶を……いつも大変お世話になっておりますので」

　キリアンのみならず、シイルの口元にもほんのりとした親愛の笑みが浮かんだ。

「お恥ずかしい話ですが、実は何度かレイデン伯爵に援助をしていただいているのです。恩人だと思っていた人に、裏切られた痛みは分かるからとおっしゃって下さって……あの方は、とても優しい方ですね」

「まあ……そうだったんですの」

　最初は意外な気持ちで話を聞いていたアリシアだが、聞き終わるころには納なつ得とくしていた。

　フェイトリンにて、兄妹がジスカルドに見放されたあの時、ティルナードはキリアンに「力になれれば」と声をかけていた。その言葉を、ただの社交辞令に終わらせず実行していたのだ。前後見人であるユーラン及び、多くの者たちに何度も利用され捨てられてきた過去の自分と、キリアンたちを重ね合わせたのだろう。

「……ティルが、そんなことを？」

　アリシア同様、カシュヴァーンもこのことは初耳だったようだ。機き嫌げんを損そこねたのかと、キリアンは真まっ青さおになった。

「ああ、後見人であるあなたにもお話しされていなかったのですか？　あの、どうぞ伯爵をお怒りにならないで下さい、私があの方のご厚こう意いに甘えてしまっただけなので……！」

「……いや、とんでもない。俺も同じ気持ちだったのですから。ティルもそろそろ独ひとり立だちの時期が近づいているのですし、資金はレイデン家の懐ふところから出ているものだ。よほどのことでない限り、判断は任まかせると言ってありますので」

　苦笑いして、怒っているのではない、とカシュヴァーンは示し、ロベル兄妹をティルナードのところへ案内するようトレイスに言いつけた。







「俺が下心つきの援助をするまでもなかったか。セイグラムの入れ知恵かもしれんが、なかなかやるな、あのおぼっちゃん」

　ティルナードの行いに感心した様子で、カシュヴァーンは満足そうに笑った。

「そうですわね。フェイトリンは地ち味みが豊かですから、食べていくだけならなんとかなりますけど、お屋敷を維持するにはやはりお金がないといけませんもの」

「……アリシア、確かにフェイトリンは豊かな土地ではあるが、『肥ひ料りよう要いらず』を食って生き延のびられるのはお前ぐらいのものだぞ……？」

「肥料要らず」とは、アズベルグ・フェイトリン両地方に自生する有毒植物である。すべて自分を基準にするのはどうなのかと、カシュヴァーンがそっと釘くぎを刺した。

　と、またしてもアリシアの前に人影が立った。今度はどなたかしら、と思いつつ、前を向いたアリシアを威勢のいい声が呼んだ。

「アリシア・フェイトリン様！」

「ご機嫌よう。あら、でも私はもうアリシア・ライセンになって一年経たつのですけど」

　旧姓でアリシアを呼んだ赤茶色の髪の若者は、またしても大声で謝罪した。

「失礼しました、つい！　俺、いえ私はアレクトール・ケルヴァン、偉大なるアズベルグ家にて執事見習いをさせていただいておりますッ!!　なんと光栄なことでしょう!!」

　失礼しましたと言う割には、ちらりとカシュヴァーンを見た眼つきに険けんがある。そもそも現領主家であるライセン家当主の前で、没落した地方伯アズベルグ家を賞しよう賛さんするとはいい度胸だ。

　カシュヴァーンは無言で立ち上がり、アレクトールと名乗った青年をじろじろ眺めた。

「……何度か見た顔だな、お前。そして見るたび俺を睨みつけている気がするが、気のせいか？」

　夫の言葉でアリシアは、眼の前の若者がアズベルグ家当主ディネロ・アズベルグと共に何度か屋敷に来ていたことを思い出した。といってもいまだに夫を屋敷の柱と見間違える有様なので、容姿についてはぼんやりした記憶しかないのだが。

「気のせいではないですか。アズベルグの暴君とも呼ばれる御お方かたが、線の細いことをおっしゃる」

　一瞬びくっとしたものの、アレクトールは強気に言い返してきた。大柄な者が多いアズベルグの民にしては少々小柄ながら、負けん気は強いようだ。

　カシュヴァーンはそんなアレクトールを値ね踏ぶみするように見やりながら、

「アレクトールと言ったか？　この間見た時は従じゆう僕ぼくその一という様子だったが、いつの間に執事見習いに？　リドレックはどうした」

「リドレック様は、まだ伏せっていらっしゃいます。ですので私が、ええと……僭せん越えつながら、アズベルグ家を代表してアリシア様のお祝いの使者を務つとめておりますッ！」

　薄い胸を張り、堂々言ったアレクトールが出した名前にアリシアは顔を曇くもらせる。

「あら、リドレックはまだ起きられないの？　大変、ディネロ様もきっと心配していらっしゃるわね……」

「時計公爵」と呼ばれ、領民たちの間で根強い人気があるディネロの側そばに常に在あるのは家か令れいリドレック。

　アズベルグ家に仕える誇ほこりに満ちた、使用人の鑑かがみのような老人が、病やまいの床とこにあると知ったのは春の足音を聞いたばかりの頃だった。

「……もう冬も終わったのですが、お加減はそれほどまでによくないのでしょうか」

　いつの間にか近くに戻ってきたトレイスも、憂ゆう鬱うつそうな表情になった。まだ執事として物慣れない時分には恐おそれていた相手なのだが、手本として仰あおぐ老人に万一のことがあってはと、ひそかに心を痛めているのだ。

「あ、そうなんですよアリシア様！　ですのでぜひ、ぜひ屋敷にお見舞いに来ていただけないですか!?」

　アリシアが漏もらした言葉を聞き留とめ、アレクトールの声が熱意を帯びた。

「お見舞い？　ええ、もちろん、私も以前からうかがいたいと」

「──それは構わんがアレクトール、お前ディネロの許可は取ったのか？」

　勢いに任せ、アレクトールがさらに勧かん誘ゆうしかけたところに、カシュヴァーンが冷ひややかな声で待ったをかける。

「あっいえ、それは……、ですけど、ア、アリシア様に来てほしいとお思いのはずです。リドレック様だって、ディネロ様とアリシア様の仲のいい姿を見ればきっと……」

「私とディネロ様？　あら、どうして？」

　小首をかしげるアリシアの肩にカシュヴァーンは手を置き、「黙だまっていろ」の合図を送ってきた。アレクトールを見下ろす黒い瞳が鋭するどさを増す。

「見習い風ふ情ぜいが主あるじの意思を汲くんだつもりか。言っておくが、俺も何度か見舞いに行こうかと声はかけている。それを断っているのはディネロのほうだぞ」

「……あなたがいらしても意味がないからでしょう。分かっておいでのはずです」

　アレクトールもあごを引き、アリシアにもはっきり分かるほど露ろ骨こつにカシュヴァーンを睨んだ。

「大体、なぜあなたはディネロ様のことをそのように気安く呼び捨てになさるのですか」

「あいつがそう呼べと言ったからだが？」

「短くお呼びしたほうがなんとなく経済的もが」

　途中まで言いかけて、「黙っていろ」の合図を思い出して自みずから口をふさいだアリシアの言葉も耳に入らないのか、アレクトールの声がひときわ大きくなった。

「だからといって、軽々しく名をお呼びしていい方ではないでしょう！　ディネロ様はアズベルグ家の当主、この地の真の主なんですよ!?　本来ならアリシア様と結婚し、お二人でアズベルグ地方を統べるはずだったんだ!!」

　激げき高こうしたアレクトールは、アリシアの手元を見て悔くやしそうな顔をした。

「ですが、ディネロ様は領民のことを第一に考える御方だから……ご自分は身を引いて……アズベルグ家の大事な指輪まで、譲ゆずっておしまいになった」

　アリシアの左手にはまったこの指輪が、元はアズベルグ家に代々伝わる物だとは聞いている。

　家の象しよう徴ちようのような指輪をディネロは直接アリシアに、ではなくカシュヴァーンの誕生日の祝いとして贈ってきた。そしてディネロの真意を汲み取ったカシュヴァーンは、自分からの贈り物として妻の指に与えたのだ。

　ただし元々あった大粒のダイヤモンドに添えられた、小さなルビーはカシュヴァーンが不幸な金きん細ざい工く師しを縮ちぢみ上がらせながらつけ加えさせたもの。ルアークなどには「結構可愛い趣味だね」とからかわれる、ささやかな加工にカシュヴァーンなりの意地と愛が感じられる。

　そんなことを思い出しながらまじまじと指輪を見つめていると、アリシアは「おなかが痛」くなってきた。

　しかし同時に、没落した地方伯にとって、かつての栄光の欠片かけらがどれだけ貴重かも知っている。過去の栄えい華がが忘れられなかったアリシアの両親は、そのために身をすり減らして早死にしたようなものだ。

「あら、ごめんなさいねアレクトール。これはディネロ様にお返ししたほうがよろしいかしら？　あとあなたのお名前も、アレクなどと呼んだほうがいいかしら」

　ディネロ様も長い呼び名はお嫌きらいよね、と思いながら尋ねると、アレクトールは嬉しそうに笑った。

「いえいいんです、その指輪をアリシア様がなさるところまでは正しいんです！　正しくないのはあなたの旦だん那な様さま役なのですから!!　あ、それと、アレクと呼んで下さって結構ですよアリシア様なら!!　ディネロ様もそうお呼びになりますしね!!」

　大だい胆たん不ふ敵てきな言いように、カシュヴァーンが段々剣けん吞のんな眼つきになってきた。

　見かねたトレイスが、暴力沙ざ汰たになる前にと止めに入る。

「アレクトール、いい加減口を慎つつしめ。カシュヴァーン様はアズベルグ公爵も認めた領主だ。それ以上の放言は、お前の主人を貶おとしめることになるぞ。去年のような騒ぎを起こすことは、アズベルグ公爵の本意ではあるまい」

　去年の豊作祈願の際に勃ぼつ発ぱつした厄やつ介かいごとのひとつが、カシュヴァーン不在時を狙って親しんディネロ派が起こした暴ぼう動どうである。

〈翼の祈り〉教団が裏で糸を引いていたわけだが、アレクトールに代表されるような「ディネロ様こそがアズベルグ地方の領主に相応しい」と信じて譲らない者たちがいたからこそ、起こった騒ぎだった。

　とはいえディネロ本人はいたって冷静に、カシュヴァーンはすでに突発的な暴動などでは揺らがないだけの信任を得ているとの見方を示した。実際、暴動は領主不在のまま懸けん命めいに戦った自警団の面々などに制圧されたわけだから、親ディネロ派の者たちも、自分の代でアズベルグ家を終わらせるとのディネロの宣せん言げんを受け入れたと……そう思われていたのだが。

「……ディネロ様のほうが、絶対に絶対にアズベルグの領主として相応しいんですッ!!」

　アレクトールはまだ納得していないようだ。トレイスに向き直ると、頑がん是ぜない子供のように力説し始めた。

「ディネロ様のほうがライセン強公爵より、顔もいいし背も高いし足も長いしみなに慕したわれています!!」

「……それは……いや、カシュヴァーン様だってそこそこ見み目めもよろしいし、背も……ディネロ様よりは低いだろうが、あの方と比べれば誰だって低いし……足もそうだし……慕われてはいるが、まだこの祭りにすら参加を拒きよ否ひしている者もいるし……」

　万人が認めるディネロの美貌などを引き合いに出されると、正直者のトレイスは素直に返答に詰まった。「……おい、もっとがんばれトレイス」とカシュヴァーンが小声でささやいたが、それより先にアレクトールの追撃が入った。

「見た目が麗うるわしいだけじゃない、ディネロ様は魂までも美しく高こう潔けつでいらっしゃるんです!!　去年の騒ぎの際、あんなに迷めい惑わくをかけた俺や他の連中を寛かん大だいに許して下さり、あまつさえ何人かは正式に雇やとい入れて下さったディネロ様の優しさ、懐の深さ……!!　俺はみんなと誓ちかったんです、一生この方についていこうって……!!　俺、じゃなかった私ががんばってディネロ様をお守りしなければ、死んでいったみんなに申し訳が立たない……!!」

　瞳を閉じ、使命感に肩を震ふるわせているアレクトールを見てカシュヴァーンは苦々しい顔をする。

「……寛大に許してやったのはどう考えても俺だが？　しかしそうか、あの暴動の首しゆ謀ぼう格かくの連中の仲間か、貴様……」

　こいつも処刑しておくべきだったか、と言いたげなカシュヴァーンをトレイスが必死に援えん護ごする。

「カ、カシュヴァーン様だってこう見えてお優しいんだぞ!?　一度は裏切った私をずっと側に置いて下さっているし……大体今の時点でお前が殴なぐられていないのは、間違いなくこの方の成長の証だ!!」

「……とうに成人した男を捕つかまえて成長ってなんだ」

　カシュヴァーンは苦笑いするが、アレクトールはかえって競争心をそそられたようだった。

「ディネロ様のほうが優しいです!!」

「カ、カシュヴァーン様だって優しい!!」

「ディネロ様のほうがかっこいいです!!」

「カシュヴァーン様のほうがかっこいい!!」

「ディネロ様のほうがすてきです!!」

「カシュヴァーン様のほうがもっとずっとずっとすてきだ!!」

「いえッ絶対ディネロ様のほうがもっとずっときっと」

「……もうやめてくれないか二人とも。なんだか俺が恥ずかしい」

　本人を置き去りにして、互いの主人を褒ほめ合う二人にカシュヴァーンは小さな声で頼んだ。

















　一方アリシアは、盛り上がるアレクトールとトレイスの応おう酬しゆうを聞きながら考えていた。

　ディネロが大勢から好かれていることはアリシアにも分かっている。使用人たちや領民たちから強く慕われる、それは彼が優しくてかっこよくてすてきだからなのだろう。

　アレクトールが言うように、世が世なら地方伯同士結婚して夫婦になっていた可能性も十分考えられる。

　けれど今、カシュヴァーンとディネロのどちらかを選べと言われたら、アリシアの答えはすぐに出てしまう。

　残ざん酷こくなほどはっきりと、「おなかが痛い」は相手を選ぶ。

「カシュヴァーン様のほうが……たぶん、ええと、優しさは分かりませんけど、何人も処刑されていますし……でも、かっこいいし、すてきですわ……」

「……アリシアはずっと言っていい」

　頰を染そめてつぶやく妻の頭を優しく撫なでてやってから、カシュヴァーンはまだぎゃんぎゃん叫んでいるアレクトールに向き直った。

「とにかくだ、アレクとやら。今日は春の初めの祭りである上に、俺の妻の誕生日でもある、めでたい日だ。一度は見み逃のがしてやるが、これ以上ぎゃあぎゃあくだらんことで騒いでみろ。俺にも多少は人望があるところを見せてやろうか？」

　ライセン家とアズベルグ家の使用人同士の言い争いに気づいたのだろう。いつの間にか周囲には自警団の面々が集まり、一部は武器に手をかけて、領主の合図を待っているようだ。

　眼に見える味方以外に、眼に見えない味方もある。アリシアとカシュヴァーンの間にかすかな風が吹き、死神少年が出番を待っていることを教えてくれた。

　気け圧おされたように黙ったアレクトールをよそに、カシュヴァーンは軽く手を上げ殺気立った場を制した。

「みな、心配はいらん。ディネロは領民間の無む為いな争いを好まない。そうだよな？　アレク」

「……アレクトールとお呼び下さい」

　せめてもの意地か、アレクトールは悔しそうに愛称呼びを拒否した。







　アズベルグ家からの贈り物と祝いの書を置いて、アレクトールはようやく去っていった。自警団の面々及びルアークも警けい戒かいを解とき、程なく祭りのにぎわいが戻ってきた。

「あら、ディネロ様も本を下さったのですわね。アズベルグ地方の年代記ですって！　赤い紙が挟んであるところは、幽霊や怪物が出たという話のあるところ……まあ、なんてご親切!!」

　旧家ならではの贈り物と添えられた書状を見て、はしゃぐアリシアとは対照的にカシュヴァーンは難しい表情をしている。

「……しかし、まだ顔を見せないか、ディネロのやつ」

　苦いひとりごとを聞いて、アリシアもはしゃぐのをやめてしまった。

「そうですわね。私もお会いしたいですけど、リドレックの体調が悪い時に無理も言えませんし……」

「王子殿下はようやく帰ったようなんだがな。だがいくらじいさんの体調が悪いとはいえ、そろそろ会いに来てくれないと、またおかしなことを言い立てる奴が出始めるぞ……？」

　少し前までは積極的にライセン家を訪れ、自分がカシュヴァーンの下についたことを行動で示していたディネロである。その彼が領主の妻の誕生祝いに顔を出さないとなると、不仲を勘かんぐられ始めるのは時間の問題だろう。

　アレクトールにつられて大声を出していたトレイスも、葡ぶ萄どう酒しゆで喉のどを潤うるおしながら眉根を寄せた。

「……あの執事見習いの若者は、その先さき駆がけと言えそうですね。おかしなことにならなければいいのですが……」

　──俺は、あいつが、嫌いだ。

　普段は無表情に近く、アリシア同様あまり人の好き嫌いがなさそうなディネロ。

　そのディネロが先日、来らい訪ほうした際にゼオルディスについて嫌けん悪お感かんも露あらわに吐はき捨てた台詞せりふが、ふとアリシアの脳内で再生された。

「ゼオさ……いえ、王子殿下は、ディネロ様の家で何を……、あら？」

　風の流れを感じて振り仰いだアリシアの眼に映うつったのは、おとなしそうな黒髪の青年だ。片手に金色の小箱を抱えている。

　その地味さ、目立たなさはロベル兄妹といい勝負だ。領主家の招しよう待たい客きやくに相応しい、仕立てのいい上等の衣装を身にまとってなお存在感が薄いのも。

　だが眼の前のこの青年の場合、どこか物慣れない、服に着られているような印象が強かった。そしてこの、地味で目立たなくてひ弱そうな青年の名を、アリシアは覚えていた。

「まあ、エリクス様ですわよね!!　お久しぶりですわ!!」

　視線はあさっての方向にずれているが、名は正確に呼ばれたエリクス・バスツールが微び苦く笑しようする。

「久しぶりだね、アリシア。その……相変わらずで安心した」

　穏おだやかな言葉を聞きながら、カシュヴァーンがゆっくりと立ち上がった。

「久しぶりだなエリクス。来ているのなら、もっと早く声をかけてくれてもよかったんだぞ」

「いや、実は結構前から機会をうかがっていたのだけれど……大勢客人がみえているようなので、声をかけづらくて」

　遠慮がちな性格も変わっていないらしく、恐縮したようにつぶやいたエリクスはかすかに眼を伏せた。

「君とも会うのは久しぶりだね、カシュヴァーン。……まだカシュヴァーンと呼んでも？」

「一度は許した呼び方だ、好きにしろ。そして気を遣つかうなら俺にではなくアリシアに遣え」

　ぶっきらぼうにカシュヴァーンが言うと、エリクスは情なさけなさそうにため息をつく。

「……全くだ。ごめんね、アリシア。……来てよかったかな？　僕は」

　去年初めてライセンの屋敷を訪れた後、アリシアに何をしたかはエリクスも骨身に染しみて反省しているようだった。しかしアリシア本人は、

「もちろんです、またお会いできて嬉しいですわ！　高そうな贈り物も持ってきて下さったようですし!!」

　本人より人目を惹ひく輝きを見せる小箱に、現金な反応を示した。とはいえ、明るく輝かがやく笑顔を見れば、エリクスの来訪を少なくとも嫌いやだと思っていないことは分かる。

「……ありがとう。君たち夫婦もあれからいろいろあったようだけど、根本的なところは変わっていないね。本当に嬉しい」

　アリシアにつられたように微笑ほほえんだエリクスを見ながら、カシュヴァーンが話題を変えた。

「ところで今日はどうした。オーデル侯爵のところから逃にげてきた……わけではなさそうだな」

「逃げてきた？　あら、エリクス様はジスカルド様のところにいらっしゃるの？」

　物ぶつ騒そうな言葉を、アリシアはちょっとわくわくしながら復唱した。

　エリクスはアリシアの最初の嫁ぎ先、オーデル地方のバスツール伯爵家の当主だ。だが使用人との間に生まれた子として、異母兄弟であるブライアンらにいじめられていた彼が当主となったのは、バスツール家の台たい頭とうを快こころよく思わない領主ジスカルド・オーデルの思おも惑わくあってこそ。

　傀かい儡らいとして命じられるまま、カシュヴァーンを始末するために働いたものの失敗したエリクスが、その後どうなったのかアリシアは詳くわしく知らなかった。とりあえず無事に生きていることは分かったが、今までどうしていたのかは不明だ。

「ああ、アリシアは聞かされていないか。僕は今、結局オーデル侯爵の家で厄やつ介かいになっているんだ。バスツール伯爵家は、事実上の取りつぶしさ」

「……まあ」

　アリシアは思わず息を吐いたが、語るエリクスの表情は静かだ。

「伯爵の称号は持っているけど、やっていることは昔と同じ、下働きだね。でもこのほうが気楽でいいよ、元々伯爵様なんて柄がらじゃなかったんだ。さすがにオーデル侯爵が何か言ってくれているらしくて、今はいじめられるなんてことはないし」

　要するにジスカルドは、口くち封ふうじのためにエリクスを手元に置いて監かん視ししているのだろう。殺されてしまう可能性も高かったことを考えると、穏おん便びんな処置ともいえるが。

「以前より、お瘦せになったのでは……？　まだ、楽しくお食事ができませんの……？」

　沈しずんだアリシアの表情と、無言のカシュヴァーンの表情を見やってエリクスはにこっと笑った。

「さて、今日の僕は、オーデル侯爵の使者として来たんだ。アリシア、まずは侯爵夫妻からの誕生日の贈り物を渡すね」

「まあ、嬉しいです、ありがとうございます!!　嬉しいわ、オーデル家からならきっと高価な物ですわね!!」

　ころっと元気になったアリシアから、その夫に視線を移したエリクスは、小さな声でつぶやいた。

「詳しい話は、君の屋敷に行ってからでいいかな？　カシュヴァーン」

「……いいだろう。しばらくは祭りを楽しんでいてくれ。頃合いを見み計はからって呼びに行かせる」

　カシュヴァーンとは不仲のジスカルドが、この時期にわざわざエリクスを使者に選んで寄よ越こしたのだ。

　裏の意味がないわけはないと察し、カシュヴァーンも小さくささやき返した。







　春の訪れの祝いと、アリシアの誕生祝いを兼かねた宴うたげは夕刻まで続いた。たっぷりの食べ物と飲み物を腹に詰め込んだライセン家一行は、ごく近しい人々だけを引き連れてアズベルグのさらに北の辺境、黒い森の奥にある「ライセンの石屋敷」へと戻ってきていた。

「……バルロイの商売敵がたきと接触を持った、な……眼のつけ所は相変わらず、素晴らしくいやらしい」

　屋敷の二階にある自室に一同を集めたカシュヴァーンは、ひととおりエリクスの話を聞き終えて苦い顔をした。

　同席を許されたアリシアも、聞かされた話を懸命に頭の中で整理している。

「ええと……つまり王子殿下は、カシュヴァーン様よりもっと、ラグラドールの方といちゃいちゃしたいということですわよね？」

　ライセン家と接点があることに加え、自分が行けば目立つからとジスカルドに代わってやって来たエリクスが語った内容は、先日、傭よう兵へい国家ラグラドールへ行った時のゼオルディスの動向について。

　カシュヴァーンの剣の師匠でもあるバルロイ・レクサンドールとは別の、複数の傭兵団長たちと王子が密会をしたというのだ。

「……いちゃいちゃというと語ご弊へいがあると思います、アリシア様」

　そっと訂てい正せいしたのは、セイグラム連れで話を聞いていたティルナードである。

「ですが、仲良くという意味では正しいかと……王家は、というかゼオは、ライセンの力を削そぎたいのでしょう。国内で最も対等にラグラドール人と付き合える、そのことは少なからずライセンの立場を強くしていますから……そうだよなセイグラム、いたっ!!　な、なんだよ違うのか!?」

　眼にも止まらぬ速さで手の甲を鞭でひっぱたかれたティルナードが、飛び上がりながら抗こう議ぎした。

「正解ですが、人前でいちいち私に同意を求めることが間違っています。あなたは私の主なのですから、色気づく暇ひまがあったらもっと堂々としていなさい」

「ノーラのことは関係ないだろ!?」とわめく主を完全無視して、セイグラムが補足した。

「強公爵閣下、あなたのシルディーン国内での影響力が高まるにつれ、協力者であるバルロイ様のラグラドール内での地位も相対的に向上しています。先日の融ゆう和わ政策の件について、あの方がラグラドールの代表として王宮に呼ばれたこともそれを示しています」

　去年の冬の初め、突然王家に呼び出されたカシュヴァーンは、シルディーン王家とラグラドールとの仲を取り持つよう秘ひ密みつ裏りに命じられた。

　結局同時に起こった国王暗殺未み遂すいによりうやむやになってしまったが、ゼオルディスがラグラドールに行った表向きの理由は、その件の謝罪である。

「しかし、目立てば敵が増えるのが世の常。ラグラドール人は外敵相手には一致団結して戦いますが、内部での勢力争いもさかんです。差別を受けてきた歴史もありますし、自分たちを長く苦しめてきた国にあまりにいい顔をするのはどうかと、内心不満を抱えている者も多いようです」

　アズベルグよりさらに瘦せた土地で暮らすラグラドール人たちは、国民のほとんどが傭兵産業に従事している。群を抜いた強さから重ちよう宝ほうされてはいるものの、特徴的な浅黒い肌を揶や揄ゆする〈汚お泥でいの民〉なる差別用語が存在するほどに、近隣諸国から不本意な扱いを受けているのも事実だ。

「血気さかんな連中ばっかだからねえ」

　肩を竦すくめて笑ったのは、人目のない屋敷に戻ったので姿を現したルアークである。〈玩具の兵隊〉は元々対ラグラドール人を想定して作られた組織であるため、隣で複雑な顔をしているジェダ同様、いろいろと思うところがあるのだろう。

「バルロイおじさんを潰つぶしたい人が、ラグラドールにいる。そういう人と王子殿下が組む、ね……わーこわあい、すっごく嫌な予感がするね、おにいちゃん!!」

　ふざけるルアークに、カシュヴァーンがものすごく嫌そうな顔をした。ふざけていること自体より、その内容の空恐ろしさに起き因いんしているようだ。

「……自分はそんな連中に近づいておいて、そのくせ俺には『ラグラドールには、何かある。探さぐってみるといい』か……くそ。なんのつもりなんだかな、あの王子殿下は」

　ラグラドールより帰き還かんしたゼオルディスが寄越してきた手紙にあった、謎なぞめいた言葉。

　ただの戯ざれ言ごと、こちらを引っかき回すだけの手口と一いつ蹴しゆうしてしまえないのは、カシュヴァーンも自分の国内での評価にラグラドール人との交流が関係していると意識しているからだ。

　だから昨年の豊作祈願の祭りの際にはバルロイたちを招まねいたのに、今日は彼らを呼ばなかった。場合によっては今後の付き合い方を考えねばならない。

「そうですわね、あのお手紙……」

　アリシアもゼオルディスからの手紙の内容を思い出してみる。ただしカシュヴァーン宛あてのものではなく、自分宛のものの結びの句についてだ。

　ファネリー・バルスタット女男爵。

『これは王宮でのみ通じる魔法の呪文。誰にも教えないでくれよ』との但ただし書がき付きで記しるされた女男爵の名には、一体どういう意味があるのだろう？　全く知らない名前だったが……

「そしてこの話を俺に持ってきたオーデル侯爵閣下の真意は？　エリクス」

　考え込むアリシアをよそに、カシュヴァーンはエリクスに尋ねた。

「オーデル侯爵も、あの王子殿下のことを快く思ってはいないみたいだよ。この間も一回酔っぱらって、王子殿下と宰さい相しよう閣下の悪口を言いまくって、侯爵夫人が口止めに苦労していたし」

　酒以外に弱点はないと自じ負ふするジスカルドには、国王になりたいとの野心がある。

　王女であるエルティーナを妻としたのもそのためだったのに、突然「戻ってきた」ゼオルディスが玉座に座ろうというのだ。面白いはずがない。

「けれどあの方は、王家に近づきすぎたせいで下手な手を打てないんだ。だから、この件については協力もやぶさかではない、だってさ」

「自分から言い出したくせに、相も変わらず偉えらそうだな。……ふん、だが、オーデル侯爵の地位と財力と情じよう報ほう網もうは魅力的ではある……特に〈翼の祈り〉内の情報は貴重だ」

　八十年ほど前に吹き荒れた下克上の風ふう潮ちようにより、大半の地方伯が没落している中、オーデル家は今なお権勢を誇る名家である。〈翼の祈り〉教団が力を持ちすぎるのを快く思わない反面、貴族支配を是ぜとする彼らと見せかけの協力関係にもある。

「──俺とガーゼット侯爵閣下のことも、どうせ摑んでいるんだろう？」

　グラネウスに内密に臣しん下かの誓いを立てたことについてカシュヴァーンが聞くと、エリクスは曖昧に笑った。

「ご自分の奥方の仕向けたことだし、王家周辺についての情報網もお持ちだからね。最初は侯爵夫人の独断だったようだけど、あの王子殿下に王になってほしくないのはオーデル侯爵も同じだし……ひとまずは黙もく認にん、ってところみたいだよ」

「やっぱりな。だがそんなオーデル侯爵も、ラグラドール人のことはよく分からない……か。まあ元々、あの方はラグラドール人がお嫌いだからな」

　考えをまとめるように一瞬眼を閉じたカシュヴァーンは、次の瞬間決断を下した。

「──ラグラドールへ向かうぞ。バルロイたちとの親交を深めると同時に、あの国のことを内部から少し調べさせてもらおう」

　なんにせよラグラドールに行く必要があると判断したカシュヴァーンは、続いてアリシアにこう言った。

「アリシア、今回はお前も一緒に来い」

　思わぬ誘さそいに、アリシアは眼をぱちぱちさせた。

「まあ……とってもとっても嬉しいですけど、よろしいんですの？」

「とにかくお前から眼を離すと危ない、ということをこの一年で俺は学習した。それに対外的には、親交を深めるために行くんだ。妻同伴が外交の常識だろう？」

　以前ならラグラドール行きどころか、こうしてエリクスの話を聞く時もカシュヴァーンは同席を許してくれなかっただろう。

　しかしゼオルディスも体の弱いミューゼを、未来の王おう妃ひであるとの理由でラグラドール行きに強ごう引いんに同行させたのだ。

「お前が常識的な対応をしてくれるかどうかは疑問ではあるが、少なくともラグラドール人への偏へん見けんがないことは大きな武器だ。魚を食うのも平気だしな。よろしく頼む」

「はい、がんばります!!」

「頼む」とまで言われたアリシアは、はりきってそう宣言した。途端にカシュヴァーンは弱気を覗かせる。

「……いや、あまりがんばりすぎないでくれ。それはそれで困る気がするし、もちろんバルロイたちに余計なことをしゃべるんじゃないぞ？　あと、お前はラグラドール人の好みではないと思うが、これ以上変な男に好かれてくれるなよ……？」

　先走った心配をしたカシュヴァーンは、周囲の微び妙みような空気に気づいて軽く咳せき払ばらいをした。

「ティルにも執事と護衛付きで来てもらう。死神も無論だ、異存はないな」

「う、うん、もちろん！」

　ティルナードは嬉しそうにうなずき、ルアークも「当然だよねー」と笑う。ただしティルナードはうなずいた直後、「ノーラも一緒に来ることになるよなあ、嬉しいけどラグラドール人にすごくもてそうだなあ」とぶつぶつ言い始めた。

「リュクの馬鹿には絵を描き直させておけ。今からやらせれば、夏が来るまでにはまともなものに仕上がるだろう」

　どこかへ出かける、となると無邪気について来ようとしてくる絵師については、カシュヴァーンはさっさと先手を打った。

「カシュヴァーン様、アズベルグの守りはいかがなさいますか。……また以前のようなことがあれば……」

　聞かれるまでもなく同行する予定のトレイスは心配そうだ。ディネロとの仲に暗雲が立ち込めている感があるのだから当たり前だが、カシュヴァーンはすでに答えを用意していた。

「アズベルグ家の誇りを信じ、留守を任せたいとの書簡をあのアレクとかいう見習いに送っておけ。奮ふん起きしてくれるだろうよ」

「……あなたのやり方も、結構いやらしいと思いますよ？」

　苦笑いしたトレイスは、旅の支し度たくを始めるためにと場を辞した。最後にカシュヴァーンはエリクスに伝言を頼んだ。

「エリクス、オーデル侯爵にもよろしく伝えておいてくれ。俺たちがラグラドールへ行った途端、横から蹴けりを入れるのはおやめ下さいとな」

「当面の敵が一いつ致ちしている間は、たぶん大丈夫だと思うけどね……」

　自分への仕打ちを思えば完全否定もできないらしく、エリクスは苦笑いを浮かべた。








　第二章　海と荒野の国へ







　アズベルグ地方とはまた趣おもむきの違う、乾かわいた荒野がどこまでも続いている。

　無数の山や丘があるなど、起き伏ふくの激しさは似ているのだが、シルディーン王国との国境付近に生はえていたような背の高い植物は、ほとんど見当たらない。

　何より吹きすさぶ強い風に、アリシアが今まで嗅かいだことのない生なま臭ぐさい匂においと、肌をべたつかせる成分が含ふくまれている。寒さ対策に着込んできた毛皮の上着の毛先が、風を浴あびて互いにくっつき始めたのが分かる。

「これが潮しお風かぜというものですのね……お魚ともまた違う、不ふ思し議ぎな匂い」

　ライセンの屋や敷しきを出発してから四日目の早朝。シルディーン王国より北西の位置にある小国ラグラドールの中心部、ダーレンの街に到着したアリシアは、馬車から降りてきょろきょろとあたりを見回した。

　ダーレンは中心都市だけあって、石造りの頑がん丈じような建物も多いが、大小様々な天てん幕まくもあちこちに見受けられた。他国へ出で稼かせぎに行っていることの多いラグラドール人にはあまり定住の習慣がないそうなので、すぐに撤てつ去きよできる天幕が便利なのだろう。

　街中を闊かつ歩ぽするのはもちろん、浅黒い肌と軽装が特とく徴ちようのラグラドール人たち。行いき交かう人々のざわめきもどことなく知らない響ひびきを帯おびて聞こえ、アリシアの好奇心を刺激する。

「そうだ。この街の向こうはすぐ海だからな」

　先に馬車を降りていたカシュヴァーンが、街の警備責任者である数人のラグラドール人たちと話をしているトレイスを見ながら教えてくれた。

「まあ、やっぱりこれが海の匂いなんですね！　すてきですわ。ねえカシュヴァーン様、後で海を見に行ってもよろしい？」

〈翼つばさの祈いのり〉の教えによれば、海は至いと高たかき国へ飛び立てるだけの翼を得られなかった者が沈しずむ、水みな底そこの国のある場所。

　かの教えを国教とする民たみは近づきたがらない場所だが、恐怖小説でもよく題材にされる場所である。アリシアはかねてから一度行きたいと思っていた。

　嬉うれしそうにはしゃぐアリシアとは対照的に、げんなりした顔をしているのはノーラだ。アリシアと同じように毛皮の頭ず巾きんをかぶっているのだが、それで鼻や口元を押さえながら、

「……奥様、髪や服に嫌いやな匂いがつきますわ。どうせ荷を置きに行かなければいけないのですし、いったん馬車にお戻りになったほうがよろしいのではないですか？」

　アズベルグの民としては、比ひ較かく的てき信心深くはないノーラである。

　だが子供の頃から身近にあった教えの影響は根強いらしく、好んで海に近づきたくはない様子だ。名家に生まれ育ち、就しゆう寝しん前まえの祈りを欠かさない程度には敬けい虔けんな信者であるティルナードも、さり気なくセイグラムを風かぜ除よけに使ったりしている。

「あらそう？　確かに独特の匂いよね。でもこの匂いをおかずに、食事ができそうな気もするけど」

　すでに鼻が慣なれてきたアリシアの感想に、隣となりのルアークがげらげら笑い始めた。こちらは寒さ対策というより、顔を隠かくす目的で頭巾を目ま深ぶかにかぶっている。

「さすがアリシア！　言われてみれば、おいしそうに思えなくもないかも……って、おっと、おじさん登場」

　ルアークに半瞬遅おくれ、ダーレンの街中から現れた人影を見つけたジェダが「バルロイ様」と慌あわててかしこまった。元〈玩具おもちやの兵隊〉たちには、近づく者を瞬時に判別する能力があるのだ。







「よう、ライセン家とレイデン家ご一行様。〈太陽の民〉の国、我らがラグラドールへようこそ!!」

　片手を上げて軽快な挨あい拶さつをしてきた短い黒髪の男は、バルロイ・レクサンドールである。事前に訪問の知らせをしてあったので、ここまで迎むかえに来てくれたのだ。

　去年王宮で会った時は子し爵しやく位いに相応ふさわしい華はなやかな衣装を身に着けていたが、今はたくましく盛り上がった筋肉を肩当てと胸当てだけで覆おおったいつもの格好だ。無ぶ精しよう髭ひげも復活している。

　その横で無表情に頭を下げる、小柄な少女はレネ。

「お久しぶりです、強公こう爵しやく閣かつ下か、アリシア様。日々いちゃいちゃしていらっしゃいますか」

　体型といい服装といい一見傭兵の少年のようだが、バルロイを熱烈に慕したっており、常に「結婚して下さい」と言い寄っている。

「ご機き嫌げんようレクサンドール子爵様、レネ。ラグラドールはとっても楽しそうなところですわね!!　もう髪がべたべたしてきましたわ!!」

　生まれて初めて味わう潮風の弊へい害がいを、アリシアは早さつ速そく口にした。

　カシュヴァーンがぎょっとした顔をしたが、バルロイはアリシアに悪気はないことは分かっているらしく、笑って彼女に大きな手を伸ばす。

「はは、そうかそうか。潮風もお嬢ちゃんは初めてだろう、どれ……おっとっと？」

　亜あ麻ま色いろの髪に伸ばそうとした手を、摑つかんで止めたのはカシュヴァーンである。

「これは失礼、強公爵閣下？　愛あい妻さい家かとのお噂うわさはかねがね」

「ふざけるなバルロイ。気安くアリシアに触るな」

　本気だぞ、と匂わせるカシュヴァーンに、バルロイはにやっと笑って手を引っ込めた。

「分かったって。しかしお前がここに来るのも何年ぶりだろうな、カシュヴァーンよ。あの可愛かわいげのない、妙に冷静な眼をしたガキが、今や幼おさな妻づまにめろめろとはねえ……」

　昔から俺と同い年ぐらいに見えてたけどな、と、実際より十ほど年上に見られがちな弟で子しのことをバルロイはからかった。

「どれだけいい女を紹しよう介かいしてやっても素そっ気けないから、こいつもしかして女に興味ねえのかと思ったぐらいだったが、幼女趣味なら先に言えよ。それなりの手配をしてやったのに」

「ふん、そっちこそレネにくっつかれているせいで、『あのバルロイがまさかの少年趣味』と噂されているそうじゃないか？　ノーラに迫せまっているのも偽ぎ装そうだったりしてな」

　いきなり変態対決を始めた師弟を見上げ、アリシアは不思議そうに問いかけた。

「カシュヴァーン様、少年趣味ってなんですか？　少年のような服装をなさること？」

「……子供好きということだ」

　かなり広い解かい釈しやくを披ひ露ろうしたカシュヴァーンにバルロイは何か言おうとしたが、その前にレネが淡たん々たんと申し出た。

「バルロイ様がそのような噂をされているとは心外です。噂を否ひ定ていするために結婚して下さい」

　隙すきあらば繰くり出されるレネの求婚を、今回もバルロイは無視した。

「俺はカシュヴァーンと違って真性の巨乳好きだよ。なあおっぱいメイド？」

「ああッそのあだ名はやめなさいと言ったでしょう!?」

　豊かな胸を抱だきかかえるようにしてノーラが絶ぜつ叫きようする。と、彼女とバルロイの間に険けわしい顔をしたティルナードが割り込んだ。

「おや、どうしたレイデンのおぼっちゃん？」

「ノ、ノーラに、あまり……変なことを言うな」

　ラグラドールにてバルロイに、女を巡めぐって意見する。相当胆たん力りよくの要いる行動を取ったティルナードに、バルロイは黒い瞳ひとみを細めた。

「ふうん、なるほどねえ……ノーラがうまくやった、という話は聞いちゃいたが。教育係の意見は？　セイグラム」

　以前は自分の団に籍せきを置いていたこともあるセイグラムに、バルロイは話を振った。するとセイグラムはゆっくりとバルロイとティルナードの間に立ち、

「現時点ではノーラは、我が主あるじの花嫁候こう補ほ第三位です。申し訳ありませんが、他の巨乳を探してください」

「……いつの間にひとつ順位が上がったのかしら……」と複雑な顔をするノーラから、バルロイはティルナードへと視線を移す。

「ノーラは以前から俺が眼をつけていたわけだが。それが分かっていてのご意見だな？　レイデン伯はく爵しやく閣下」

「……そうだ」

　自みずからセイグラムの前に踏ふみ出し、バルロイと間近く睨にらみ合う位置に立ったティルナードは腹を決めた表情で断言した。

















「ラグラドール人ごときの意見など、取るに足りないというお考えで？」

「……以前、そう思っていたことは認める。でも……今まで、お、お前たちの力や情じよう報ほう網もうに……助けられてきた」

　初対面からバルロイに、というよりラグラドール人全般に拒きよ絶ぜつ反応を示していたティルナードである。

　しかし後こう見けん人にんや教育係はラグラドール人と交流があり、昨年〈翼の祈り〉教団に拉ら致ちされた時には傭兵たちも救出に手を貸してくれた。無論カシュヴァーンが払うものは払っているが。

「だけど、それとこれとは話が別だ。……僕は……ノーラのことが、好き、だ。ラグラドール人だろうがシルディーン人だろうが、渡さない」

　きっぱり告白したティルナードも、受けたノーラも顔が真っ赤だ。

　初うい々ういしい二人を見て、バルロイは薄く笑った。

「正直だな、ぼうや。『差別なんかしてません』とは言えねえか」

　バルロイはわざとらしく首を軽く回してみせた。肩と首を繫つなぐ、盛り上がった筋肉を見せつけるような行為にティルナードがごくんと喉のどを鳴らす。

「ちょっと、レイデン伯爵もバルロイもやめなさいって！　だ、大体バルロイは一方的に私に言い寄ってきていただけですわ、勝手なことを言わないでちょうだい!!」

　慌てたノーラがバルロイに詰め寄ろうとしたが、バルロイの手が上がるほうが早い。

　一発入れられるか、とティルナードが歯を食い縛り、セイグラムが鞭むちの準備をする。ルアークとジェダも目め配くばせを交かわし合った。

　──だがバルロイは浅黒い大きな手で、ティルナードの髪をわしわしと撫なでた。

「あのぼんぼんが立派になったもんじゃねえか。若いっていいねえ」

　さっぱりとしたその笑顔を見て、力が抜けたティルナードは危あやうくその場に座り込みそうになる。

「人の女に手ぇ出すほど、俺は落ちぶれちゃいねえよ。ノーラはいい女だぜ、大事にしてやれよな。あとふられたらすぐに教えてくれ」

　最後にぽんぽん、と茶色い頭を軽く叩たたいたバルロイは、ふと意地の悪い笑みを浮かべた。

「ところでぼっちゃん、よく見りゃ結構可愛いじゃないか。確かまだ成人してないよな？」

「え、え……ちょ、ちょっと、顔、近……」

　別の意味で怯おびえだしたティルナードの肩を、バルロイが馴なれ馴れしく抱き寄せる。

「俺は少年趣味を疑われているらしいぜ。どうだいティルぼっちゃん、愛するノーラの代わりにあいてええええっ!!」

　セイグラムの鞭を手の甲に、レネの蹴けりをすねに食らったバルロイが潰つぶれた叫さけびを上げた。

「あら、二人は少年趣味がだめなのもが」

　他意なくつぶやいたアリシアの口を、カシュヴァーンが「違う説明をすればよかった……」と後こう悔かいを漂ただよわせながらふさぐ。

「その方は我が主です。人の男に手を出すのもお控ひかえ下さい」

「バルロイ様、少年がお好みなら私でいいでしょう。似たようなものですから、まずは私でお試しを」

「冗談に決まってるだろうが、俺ほど女が好きな奴やつはいないぞ!?　本当にシルディーン人は冗談が通じねえな!!　特にレネ、お前俺の部下のくせに何しやがる!!」

　痛めた手足を押さえながらわめくバルロイに、レネが表情を変えずに言った。

「私はシルディーン人かどうかも不明ですが、バルロイ様がシルディーン人であるとおっしゃるのならば」

「……ああもう、レネはいい！」

　元〈玩具の兵隊〉であり、数々の辛しん酸さんを舐なめてきたレネ。彼女のこういう態度はバルロイの苦手とするところだ。

「ったく、情報を持ってきてもらった立場だから大目に見てやるが、後で覚えとけよセイグラム……」

　小声で愚ぐ痴ちりながらバルロイは引き下がったが、彼が漏もらした言葉を聞いたカシュヴァーンとセイグラムはそっと視線を交わし合った。

　ゼオルディスがバルロイに謝罪訪問を行う一方で、バルロイの商売敵がたきに当たる傭兵団と秘ひ密みつ裏りに接触を持った。現時点でバルロイに伝えているのはこれだけだ。

　しかしカシュヴァーンたちの目的は、そのゼオルディスがラグラドールにて感じ取った「何か」を探ることにもある。──それはもしかすると、バルロイ及びラグラドール人たちの怒いかりを招まねくようなことかもしれない。

「あの王子殿下、白々しい謝罪をさせたら天下一品だったな。それに、何度も嫌な眼でレネを見やがった……」

　しかめ面つらでバルロイがつぶやいたひと言に、レネがはっと息を吞のむ。

「バルロイ様、私のことを心配して下さっているのですか？」

「ああ、そりゃそうと、ルアークとジェダはここに来てまで顔を隠してるのか？」

　ちょっと慌てた顔になったバルロイは、いささか唐とう突とつに、目深に頭巾をかぶった二人に話しかけた。

「お前らが元〈玩具の兵隊〉で、俺たちを潰すために作られた組そ織しきの人間だってことはここでは周知の事実だぜ？　今さら顔だけ隠しても無意味だろう。ジェダなんてこの間まで、ごく普通に顔を出していたじゃねえか」

　バルロイの言うとおり、彼の団から派は遣けんという形でレイデン家に出向いているジェダが顔を隠す必要性はあまりない。

　存在を公おおやけにしていないルアークにしても、元〈玩具の兵隊〉の中で群を抜いた戦闘能力を持ち、傭兵たちの脅きよう威いになりかねない死神であることはラグラドールではよく知られていることである。

「えーだってぇ、少年趣味のおじさんの前で俺の可愛い顔を丸出しにできないもーん。いやらしい眼で見られたら困るしぃ」

　へらへらとルアークはそう断った。実情がどうであれ、不安定な政情の中ではつけ入る隙を与えるような行動は避さけなければならない。

「はは、お前のそういうノリも含めて、うちの団にほしいところなんだがなあ。だから一回俺のところに来てくれれば世間的にも……って、おいレネ、やめろ！　俺にそういう趣味はないと知ってるだろう!?」

　本気で少年趣味に走られては困ると思っているのか、直接的な暴力に走ったレネの手刀を寸止めしながらバルロイが叫ぶ。

「性せい癖へきはいつ目覚めるか分かりません。ですが少年趣味ならうまく圧力を加えれば、貧乳趣味に移行させることも可能かと」

「人の性癖に圧力を加えようとするな！　やめろって、違う方向に目覚めるわ!!」

　そこへずっと黙だまっていたジェダが、決意した表情で進み出てこう言った。

「──バルロイ様、俺の弟に手を出すのはおやめ下さい」

「お前、全然俺の話を聞いてないだろう……もっと団長を尊敬しろよな、まったく……」

　最近部下に恵まれない、とうんざり顔でぼやいたバルロイは、気を取り直したようにダーレンの街のほうを指し示した。

「さて、立ち話もなんだ。いい加減お前たちの宿に案内しよう」

「ありがとうございます!!　どんなところかしら？　何か出ますか？」

　早くもわくわくしているアリシアの脳のう裏りでは、ラグラドールを舞台としたと思われるいくつかの恐怖小説が展開している。

「分かっていると思うが、ここではお前たちは完全に異分子だ。気の荒い連中も多いことだし、特に他国の女のひとり歩きは感心しない。この国の女なら、平気で男のひとりや二人ぶっ飛ばしちまうけどな」

　アリシアとノーラを見ながら言うと、バルロイは少し表情を硬かたくしたカシュヴァーンとティルナードに、にやっと笑った。

「もちろんそれぞれの王子様がしっかり守ってくれるとは思うが、何かあったら俺の名を出してくれていいぜ。絶対の保証はできないが、抑よく止し力りよく程度にはなるだろうよ。じゃ、行くか」

　そこまではアリシアたちにも分かる言葉でしゃべったバルロイが、振り向いてラグラドール人の若者に何事か伝える。どうやらバルロイの団の傭兵らしく、服装は団長のものによく似ていた。

「あら、レクサンドール子爵様はなんとおっしゃったの？」

「ラグラドール語で『案内の手伝いをしろ』と言ったのさ」

　そう答えながらカシュヴァーンは、アリシアの手を引いて夫婦用の馬車に乗った。他の面々もいったんそれぞれの馬車に戻り、バルロイと部下たちの先導でダーレンの街を進む。

「ラグラドールの言葉ですの……すてき。変わった響きの言語ですのね……」

　シルディーンで使われている公用語とは全く違う、少々荒い語感のラグラドール語にアリシアは興味津しん々しんだ。街中に入り、よりはっきりと聞こえ始めた人々の会話内容が気になって仕方がない。

「レクサンドール子爵様もカシュヴァーン様も、二国の言葉がお分かりになるのね。素晴らしいわ」

「ラグラドール人は国外で働くことが多いからな。近隣の国の言葉を覚えないと仕事が取れない。セイグラムは以前、バルロイの団でシルディーンの言葉を教えて重ちよう宝ほうされていたらしいぞ」

　馬車の外、平気でこちらを指差しては何やら言っているラグラドール人たちを眺ながめながらカシュヴァーンが教えてくれた。

「俺はこの国に何度か来た時に少しだけ教わった。といってもせいぜい日常会話程度で、あまり込み入った内容は理解できないが」

　そこまで語ったカシュヴァーンの眼が、不意に意地悪く光った。

「ラグラドール語に興味があるのか？　なんにでも興味を持つな、お前は」

　口の端はしをかすかに上げて笑う夫に見つめられると、体の内側が熱を持つような錯さつ覚かくを覚える。

　思えばアリシアの誕生日以降、ラグラドール行きの準備で忙しく、二人の時間はほとんど取れなかった。ここまでの道中も基本的に馬車の中では二人きりではあるが、カシュヴァーンは始終セイグラムやルアークと打ち合わせをしており、気兼ねなくいちゃいちゃすることもできなくて。

「ご、ごめんなさい、私ったら……」

　接触を求めている浅ましい自分に思い当たり、アリシアは急激に恥ずかしくなった。

　赤くなり、うつむいてしまった妻を愛いとおしそうに見つめながら、カシュヴァーンは小窓の端に寄せられた緞どん帳ちように手をやった。

「そんなにラグラドールの言葉に興味があるなら、俺が教えてやろうか……？」

　片手で緞帳を引きつつ、距きよ離りを詰めてきた夫の台詞せりふを聞いて、アリシアは知ったばかりの言葉をふと思い出した。

「あ、あの、そういえばカシュヴァーン様は、いつか私に子供を産んでほしいとおっしゃいましたよね……それって『少年趣味』ってこともが」

「……いいか、アリシア。俺が悪かったから、今後二度とその単語を口にするんじゃない。分かったな」

　なんにでも興味を持ちすぎる妻の口を手でふさぎ、カシュヴァーンは諦あきらめたように緞帳を開いた。







　ダーレンの街のやや外はずれにある、二階建ての石造りの建物が、バルロイがライセン家・レイデン家一行に用意してくれた部屋だった。

　他国の客人を接待する迎げい賓ひん館かんなのだそうだが、シルディーン貴族の常識から言えば、さほど大きくも広くもない。だがいくつもの動物の頭が壁に据すえつけられ、床ゆかには毛皮が敷しかれているという異い国こく情じよう緒ちよたっぷりの作りは、アリシアを大いに満足させてくれた。

「まあ、この毛皮はなんという動物？　すごい牙きば!!　熊くまではないわよね？」

　橙だいだい色いろと黒の縞しま模も様ようが鮮あざやかな獣の頭部を見上げ、アリシアははしゃいだ声を上げた。その後うしろにはノーラが立って、「ああもう、少ない取り柄えのひとつですのに」とぶつくさ言いながら潮風にべたついた女主人の髪を梳すいている。

「それは虎とらっていうんだよ、アリシア。そういや昔戦わされたことがあったかなあ……」

　ルアークの物ぶつ騒そうな思い出話にノーラが引いているが、カシュヴァーンはなぜかトレイスと一緒に暖だん炉ろの中を覗のぞき込んでいる。

「虎と？　すごいわ、ぜひもう一回戦ってみせて……あら、カシュヴァーン様、どうなさったの？」

「いや、ちゃんと手入れがしてあるのかと……よし、薪まきも用意してくれているな」

　すす払いが行われていること、乾いた薪が十分にあることなどを確認したカシュヴァーンが腰を伸ばした。

「ラグラドール人は寒さに強いからな、春を迎えると暖炉を利用するようなことはほとんどないんだ。アズベルグの民も寒さに慣れてはいるが、お前もいるしな」

　迎賓館だからこその備そなえ、ということだろう。アリシアも一年アズベルグで暮くらしたが、生まれ育ったフェイトリンは年中穏おだやかで暮らしやすい気候だったので、あまり寒さに耐たい性せいはない。

「そうですわね、これを脱ぬいだら寒いかも……くしゅっ」

　まだ着たままだった毛皮の上着を脱いだ途端、思ったよりも寒くてくしゃみが出てしまった。カシュヴァーンはトレイスに暖炉に火を入れるよう言いつけながら、そっとアリシアを抱き寄せる。

「寒いなら、しばらくこうしておいてやろうか？」

　艶つやっぽい声でささやかれ、アリシアは寒さも忘れるほど「おなかが痛」くなってしまった。

「あっ、え、あ、あの……では、ちょっとだけ……」

「……旦だん那な様さま、奥様、そういうことをなさるなら寝室に行かれてはいかがですか？」

　やっと落ち着ける場所に来た途端に、人目もはばからずいちゃいちゃする主夫妻に、ノーラが呆あきれ顔で突っ込んだ。カシュヴァーンはすかさずやり返す。

「ノーラもティルのところに行ってもいいぞ？　分かっているだろうが、レイデン家の連中は隣だ」

「い、行きませんわよ、そんなまだ結婚の約束をした訳でもないのに……！」

　赤くなってもごもごつぶやくノーラから、カシュヴァーンは標ひよう的てきをトレイスに移した。

「トレイス、なんならお前はバルロイに誰か紹介してもらって」

「……カシュヴァーン様、私がその手の冗談を嫌いなのはご存じですよね……？　大体そういう話はアリシア様の前でなさるべきではないですよね……？」

　シルディーン人の中でも特に冗談が通じないトレイスの声は、氷のように冷たい。カシュヴァーンは寒気でも感じたような顔をして、おもむろにアリシアから離れた。

「──さて、早速だが俺はティルを連れてバルロイのところに行ってくる。行くぞトレイス。ルアークも、頼んだぞ」

「はいよ。じゃ、俺も行ってくるね、アリシア」

　軽い挨拶をしたルアークは、なぜか窓の方向に歩いていく。

「ルアークどうしたの？　カシュヴァーン様はこっちよ」

「あはは、アリシアにそんな心配されちゃうとはね」

　明るく笑って、ルアークは説明を始めた。

「俺はアリシアたちの護ご衛えいとしてここに残る、ことになってる。けどほら、例の王子様のお言葉を確かめてみないとね。ダーレンにはラグラドールの役所なんかも集まってるし、探さぐればいろいろ分かるかも」

「ジェダと一緒に行くの？」

「ジェダさんはここに残るよ。どっちかは残らないと、何かあった時困るし。ね？　ジェダさん」

「ああ」

　うなずいたのは、いつの間にかノーラの背後に立っていたジェダだ。ルアークの不意の出現にはいい加減慣れていたノーラが久々の悲鳴を上げるが、カシュヴァーンはそれに構わず、

「そういうことだ、アリシア。だがジェダがついているからといって、無む闇やみに出歩くんじゃないぞ？　さっきバルロイにも言われたように、ここはアズベルグどころかシルディーンですらないんだ。……シルディーン人である、それだけで危険な目に遭あいかねない場所であることを忘れないように」

　ラグラドール人はシルディーン人から、長く差別を受けてきた鬱うつ憤ぷんを溜ため込んでいる。くれぐれも自覚するようにと、カシュヴァーンは改めて言いつけた。

「……はい、気をつけますわ」

　好奇心の虫はうずうずしているが、アリシアはここへ観光に来たわけではないのだ。妻として夫の外交の手助けをしなければならない。

「長旅で疲れているだろうし、冗談ではなく寝台で少し休んでおくといい。夜には歓かん迎げいの宴うたげを開いてくれるそうだ。その時は連れて行ってやるから、風邪を引かないように気をつけておけよ。では」

　妻のできのよい返事に満足の笑顔を見せ、カシュヴァーンはトレイスを連れて出かけていった。ルアークも片手を振って、たちまち窓の外に姿を消した。







「……で、ええと、ジェダと私と奥様と三人きりというわけですの……？」

　ジェダとあまり長く過ごしたことのないノーラは、少々話しづらそうにしている。

「あら、ジェダが嫌なのノーラ？」

　はっきりアリシアが問いかけると、ジェダは少々落ち込んだ顔をした。

「い、いえ、嫌というわけでは！　ただ、あまりその、話したことのない相手なので……」

「……申し訳ない、俺は人と話すのが苦手で……そういう機会をあまり持たなかったので……バルロイ様にいろいろ習ってはいたのですが、これがなかなか……」

　いろいろ習った結果、昨年アリシアに挨拶代わりに「相変わらずいい体をしているな」と口走ったジェダである。

「アーレイ様には、バルロイ様に習ったことはすべて忘れるよう言われてしまいましたし、俺はもうどうすればいいのか……」

「……両りよう極きよく端たんな二人に師し事じしてしまいましたわね、あなた。足して二で割ればちょうど……いいのかしら……？」

　ますます落ち込むジェダにノーラは少しだけ同情し、アリシアは前向きな提案をした。

「だったら、今からそういう機会を作ればいいわ。ねえノーラ、せっかくだからお茶にしない？　ここのお酒は私には強すぎるから」

　土地が瘦やせたラグラドールでは茶葉が育たないため、飲み物としてはレンブラーに代表される強い酒が一般的なのである。だがここはさすがに迎賓館らしく、シルディーン国内で採とれた茶葉も用意してあった。

　しかしノーラは、この顔ぶれで楽しく茶を飲めるとは思えなかったようだ。

「え、三人でお茶を……？　奥様、お茶もいいですけど、少しお休みになられてはどうですか？　私も正直、疲れを感じますし……」

「まあ、気がつかなくてごめんなさいねノーラ。じゃあ三人で寝台で休む？」

「いくらなんでもそれはだめです!!」

　血相を変えて却きやつ下かするノーラの横で、ジェダは細身の体をさらに縮ちぢこまらせている。

「気にしないで下さい。俺は姿を隠していますから、お二人はどうぞいつものとおりに」

「あらそう？　でもジェダは立派な豚の頭ず蓋がい骨こつを贈おくってくれた、私の『息子』だもの。あまりお話ししたことがなかったし、できればもっと仲良くなりたいわ。ねえノーラ？」

　ノーラは「私に振らないで下さい」と眼で訴うつたえているが、ジェダは感かん極きわまったようにつぶやいた。

「……ありがとうございます、アリシア様……いえ、あの……おか、あ、さん……」

　そう呼びかけるのは初めてなのだろう。ひどくぎこちない発音だったが、言われたアリシアの胸にも不思議なざわめきが生じた。

　いつか、カシュヴァーンの子供を産んで……その子に「お母様」と呼ばれる未来が来るのだろうか。ルアークが「おにいちゃん」の立場になる日は来るのだろうか。

「あの、女性に感謝を示したい場合、バルロイ様は胸を揉もめ、アーレイ様は金を渡せとおっしゃったのですが、どちらが正しいのでしょう……？」

「……うちの奥様だと後者ですけど、普通はただありがとう、と言えばいいと思いますわ……」

　すべてを台なしにするジェダの問いかけに、ノーラはため息交まじりに答えてやった。そして、諦めてお茶の準備をしに行った。







　温かな湯気が立ちのぼる茶を口に含みながら、アリシアは緊きん張ちようした面おも持もちで向かいの席に座ったジェダに尋ねた。

「実はね、ジェダ。私あなたに聞きたいことがあるの。ねえ、ルアークの『先生』ってどういう人？」

『先生』のひと言に、ジェダの顔がますます硬く強こわ張ばった。

「……ルアークは、なんと」

「〈玩具の兵隊〉時代、戦い方を教えてくれた人だって言っていたわ。とっても強いんですってね。虎と戦わせたりするらしいけど、他には何か知ってる？」

　昨年の国王暗殺未み遂すい事件の犯人であり、ルアークの師に当たるとされる『先生』。先日ライセンの屋敷に潜もぐり込んでいたギゼを捕つかまえた際、アリシアが初めて耳にした人物。

「……申し訳ありません、俺も詳くわしくは。〈玩具の兵隊〉は幾いくつかの小隊に分かれていたので、自分の所属の隊以外はよく分かりません」

　詳細を聞かされていないのはジェダも同じらしい。

「ただ、『先生』と呼ばれる凄すご腕うでの指導者が訓練をしている部隊が最も優秀な隊であるとは、よく聞かされていました。俺も他の奴らもみな、『先生』の部隊に入るのが夢だった。……ルアークはその隊で、ずっと一番だったはずです」

　以前アリシアは、ルアーク本人に直接「『先生』ってどういう人？」と聞いたことがあった。しかしルアークは、今ジェダが教えてくれたようなことしか説明してくれなかった。

　そもそも〈玩具の兵隊〉のことはアリシアもよく知らない。気にはなっているのだが、ルアークの兄サイードとの複雑な確かく執しつのこともあり、アリシアでさえ思いきった質問はためらわれたのだ。

〈玩具の兵隊〉では技能に応じて順位をつけられ、下位の者は殺されていった。過か酷こくな生存競争の中、「一番」として揺ゆるぎないルアークを最初は憎にくんでいたことを思い出したのか、ジェダは微妙な表情になった。

「『先生』は『先生』っていう名前なの？」

「いや、違うと思いますが……ですが俺たちの名も、入隊時に親が名付けをしていなければ、誰かが適当につけている場合もあります」

　そこでジェダは、場を和なごませようと余計な話を挿そう入にゆうした。

「あ、俺とレネの名前は、以前に死んだ奴の名前から取ったらしいですよ。新しいのを考えるのが面倒だったらしくて、はは……あ、ええと、面おも白しろくないですか……？」

　話がどんどん重くなっていくので、同席しているノーラはどんどん気まずそうな表情になっていくが、アリシアはどんどん質問する。

「『先生』は今は、〈翼の祈り〉教団に仕つかえているのかしら。ガーゼット侯こう爵しやく様さまはそんなことをおっしゃっていたけど」

「かもしれません。俺もそのあたりはなんとも……」

　恐きよう縮しゆくするジェダに、アリシアは考え考え別の質問をしてみた。

「ギゼという人が、『先生』の部隊の二番？」

「そのようです。ギゼは自分から〈玩具の兵隊〉に入団を志願した、珍めずらしい奴で……〈灰色〉として生まれたためつらい生活を送っていたようで、そのせいでラグラドール人を恨うらんでいるようですね」

　シルディーン人とラグラドール人の間に生まれる〈灰色〉は、時に生きつ粋すいのラグラドール人以上の激しい差別にさらされる。対ラグラドール人を標ひよう榜ぼうした〈玩具の兵隊〉は、ギゼにとってまさにうってつけというわけだ。

「……ルアークのことも恨んでいるようです。ですが〈玩具の兵隊〉の中では、大抵の奴はあいつを……あ、いえ」

　つい口を滑すべらせたジェダは、慌てて補足した。

「ルアークは悪くないです。ただあいつは並外れて強く、『先生』の覚えもめでたいとの話だったので、どうしても嫉しつ妬とされてしまうのです」

「ジェダも最初はルアークのことを嫌っていたと言っていたわよね。でも大丈夫よ、今はとってもルアークのことが好きなんだもの。私もルアークのこと、好きよ」

　笑顔で言いきるアリシアに一瞬眼を見張ったジェダは、次の瞬間深々と頭を下げた。

「──アリシア様。ルアークのことを、今後ともよろしくお願いします」

「もちろんよ。あなたもルアークも、私の大事な家族だもの」

　にこっとアリシアは笑い、ジェダも不器用ながら笑顔を返した。

　ノーラも多少打ち解けてきたのか、うなずきながらさり気なく話題を変えようとした。

「……そうですわよね、あなたもルアークも、とりあえず私たちに危害を加えることはもうなさそうですもの。仲良くして差し上げないこともないですわ。そのためにはまず……もうちょっと一般的で明るい話をしてくれない？」

　ところがジェダは「一般的で明るい話」についてしばらく悩んだ結果、思いつめた表情になり首を振った。

「……すいません、あまり話の引き出しがないので、これ以上しゃべれません……あ、ええと、お二人は人間の急所について興味がおありで……？」

「私は興味あるもが」

「はい、奥様は黙っていらしてください。と言っても、ジェダに今年流は行やりそうなドレスの話をしてもしょうがないですわよね……」

　慣れた手つきでアリシアの口をふさいだノーラも話題探しのために黙ってしまい、場を沈ちん黙もくが支配する。と、途中で解放されたアリシアの頭に名案が閃ひらめいた。

「そうだわ、ジェダ。共通の趣味があると、おしゃべりも弾はずむのよ」







　ラグラドールの日暮れはアズベルグ同様早いが、街のにぎわいはあたりが暗くなっても衰おとろえを知らない。酔よっぱらいと客引きと喧けん嘩かの声が渾こん然ぜんとした喧けん噪そうの間を縫ぬって、ルアークはアリシアたちの部屋へと戻ってきた。

「たっだいまー。一日目はとりあえず、街の見取り図を頭に入れて、人の流れを摑んでってところで終了かなー。歓迎の宴えん会かいが始まったら、また街に出ようと思うんだけど……あれ？」

　室内に漂うどんよりした空気に気づき、ルアークが驚きの声を上げた。

「アリシア……は大丈夫みたいだね。ノーラと……ジェダさんどうしたの、まさか何か!?」

　互いに遠えん慮りよしてか、端と端に分かれて寝台に突っ伏しているノーラとジェダの側そばで、アリシアが甲か斐い甲が斐いしく二人に布ふ団とんをかけている。

「あら、お帰りなさいルアーク」

　ルアークの帰宅に気づいたアリシアは脳のう天てん気きに挨拶をした。

「あーえーと、おっと、ちょうどカシュヴァーンおにいちゃんもお帰りか」

　ルアークの言うとおり、すぐにカシュヴァーンが外から扉とびらを叩く音が聞こえてきた。ルアークが扉を開けて、中に迎え入れる。

「今戻ったぞ、アリシア。ああ、ルアークも戻ってきたのか……おい、ノーラとジェダはどうした？」

「うぷ、あ、あらカシュヴァーン様、お帰りなさい……」

　主の帰き還かんに気づいたノーラがよろよろと身を起こした。

「申し訳ありません。話の種作りになるからと、奥様がまたおかしな本をジェダに読ませ始めまして……」

　言われてカシュヴァーンは、出しっぱなしの茶の用意と一緒に小さな卓たくに置かれた本を見た。半分溶け落ちた不気味な屋や敷しきの表紙絵が特徴的な、『どろどろ屋敷がどろどろ溶ける』だ。

「お前、またアリシアの読書に付き合ったのか？」

『雨あめ悪あく』で懲こりなかったのか、と言わんばかりの問いをノーラは目一杯否定した。

「付き合ってませんわよ、ですけど横でジェダがもだえ苦しんでいるのを見ていたら、いろいろ思い出してしまったんです!!」

　そのジェダが寝台の上で身を起こそうとするのを、ルアークが支えてやった。

「ああ、ルアーク、すまん……見張りとして残ったのに、みっともないところを見せてしまった……」

「……あー、『どろどろどろどろ』ね、シイル嬢じようが受け取り拒きよ否ひしたやつ。ジェダさんこれ読んじゃったのか……」

　共通の趣味として本を読むのはどうか、と提案されたジェダは、アリシアが持参してきた『どろどろどろどろ』を素直に読み始めた。だが「どろどろ屋敷」と呼ばれる家か屋おくに何も知らずに侵入してきた動物や人間が少しずつ溶かされ、屋敷の養分とされていく気味の悪い描びよう写しやを読み進めるうちに段々顔色が悪くなってきて、最後にはノーラまで巻き添えにして倒れてしまったのだ。

　ひとまず寝台の上に座ったジェダは、乱れた銀髪をかき上げながら、

「俺はまだ、読書を趣味にはできそうにないが……精神力は、鍛きたえられた気がする。また他の本も貸して下さるとのことだから、こうやって話の種作りをしていけばきっと……」

「……うん、ジェダさんって本当にすぐ影響を受けちゃうよね……あのね、人付き合いについて習いたいんだったら、バルロイおじさんとセイグラムさんとアリシアはだめだって。悪いこと言わないから、せめてトレイスさんに師事したほうがいいよ」

　名指しされたトレイスを従えたカシュヴァーンは、改めて室内を見回してからこう言った。

「出かける前に言ったとおり、俺はこれから歓迎の宴に出向くわけだが、アリシアは大丈夫だな？」

「ええ、もちろん。ノーラとジェダは大丈夫？」

「私はしばらく食べ物の匂いを嗅ぎたくありません……」

「お、俺は大丈夫です」

　ルアークの「兄」としての強さを求めるジェダは、気丈に言いきった。

「……まあいいだろう。俺やセイグラムもいるし、向こうが仕切る宴会で何かあれば向こうの責任だ」

　下へ手たに気き遣づかうとジェダはかたくなになるだけと分かっているので、カシュヴァーンはそれ以上言わなかった。代わりにもうひとりの銀髪に話を振る。

「ルアーク、どうだった？」

「今はまだ、報告できるようなことは何もないや。悪いけどもうちょっと時間をくれる？」

「分かっている、引き続きよろしく頼む。では行くぞ、アリシア」

　形式的な問いかけだったらしく、カシュヴァーンはあっさり妻を呼んだ。

「はい、カシュヴァーン様。みんな、余った物があったらお土産みやげにいただいて帰るわね」

「いや、ですから食べ物は当分いいですって……」

　ノーラが弱々しい声を出したが、アリシアは元気よく部屋の外に出て行った。







　足元がふわふわ揺れる。足元だけではなく、視界も揺れている。ふわふわ、ふわふわ。

「おい、大丈夫かアリシア……」

　カシュヴァーンの腕うでにすがり、妙みように楽しい気分で迎賓館の通路を歩いていたアリシアは、夫の呼びかけにへにゃりと笑んだ。

「うふ、ふ、大丈夫、ですぅ……カシュヴァーン様、私、大丈夫、ですぅ……」

「……分かった、早く部屋に戻ろう……」

　それ以上言わず、カシュヴァーンも覚おぼ束つかない足取りでよろよろと部屋へ向かう。すぐ後ろでジェダがおろおろしているが、カシュヴァーンは彼に肩を借りることも、アリシアを運ばせることも断っていた。

　つい先ほどまで行われていたバルロイ主しゆ催さいの歓迎の宴は、アズベルグの民の浮かれ具合の比ではなく盛り上がった。場所はダーレンの中央にある広場で、夜の風は冷たかったが巨大なたき火と集つどう人々の熱気がそれを感じさせなかった。

　ラグラドール語の歌や踊りが間断なく披ひ露ろうされ、豪ごう快かいに切り分けられたあぶり肉と海鮮料理が次から次へと眼の前に運ばれてくる。アリシアは食べながらさかんにあれこれ質問をしては、「全部飲み込んでからにしろ」とカシュヴァーンに注意されていた。

　ただし酒類については、アリシアは一口も口にしていない。いないのだが、広場中にレンブラーの匂いが漂っていたことに加え、隣りん席せきの夫がひっきりなしに酒を振る舞われていたために酔っぱらった状態になってしまったのだ。

「あっ、つ、着きましたよお二人とも！」

　これはいいだろうと、素早く部屋の前に移動したジェダが扉を開けてくれる。

「ああ、すまんなジェダ……お前ももう休め……」

「いえ、そういう訳には」

「ティルやトレイスを運んで疲れただろう、いいから休め……どうせそろそろルアークも戻るだろうしな……」

　アリシアのように酒を飲まない、という訳にはいかなかったティルナードや、アリシアと同じ理由で酔っぱらったトレイスはすでにそれぞれの部屋に届けられている。まだ『どろどろどろどろ』の余よ韻いんを引きずっている、と見抜かれたジェダも不ふ承しよう不ぶ承しよううなずき、姿を消した。

「ジェダーぁ、お休みなさぁーい……」

　床に向かって手を振っていたアリシアは、カシュヴァーンに引っ張られて部屋に入れられた。

「お休みなさぁーい、お休みなさぁーい……」

「お前が先に、お休みなさい、だ……」

　言いながらカシュヴァーンは、苦労してアリシアを寝台に乗せた。酒には相当強いはずなのだが、耐性を上回る酒量のせいで力が入らないらしい。

「……、ん、カーシュ、様……？……」

　やわらかな敷しき布ふに顔を埋うずめ、心地よい気分でいたアリシアは、寝台全体が大きく揺れたのに気づいて眼を上げた。カシュヴァーンが隣に倒れ込んできたのだ。

「……ああ、久々に酔った……」

　しみじみとつぶやいたカシュヴァーンは手を伸ばし、アリシアの髪をくしゃくしゃと撫でてきた。酔いのためか、ちょっと乱暴な手つきにかえってどぎまぎしてしまう。

「楽しかったか、さっきの宴は……？」

「はい、とっても……とってもとっても、楽しかったですぅ……」

「それはよかった……とりあえず、外交の第一弾としては成功だな……あれだけばくばく食べて、にこにこ笑顔でいれば、歓迎のし甲斐もあるだろう……ラグラドール人の料理に手をつけないようなシルディーン人も、多いからな……」

　ティルナードも少々ためらった顔をしていたが、セイグラムが鞭を用意する前にはちゃんと食べ始めていた。ラグラドール人への偏へん見けんもまた、徐々に改められつつあるようだ。

「うふ……お役に立てて、嬉しい、ですわ……くしゅっ」

　次第に酔いがさめてきたのか、アリシアはくしゃみをしてしまった。

「寒いか……？」

「ええ、ちょっと……、……あっ」

　ぎしりと寝台が鳴り、向きを変えたカシュヴァーンの腕の中に、アリシアはあっという間に抱き込まれた。

「……暖炉の火では、時間がかかるからな……暖かいか……？」

「あ、あ、は、はい……すごく……、暖かい、です……」

　むしろ暑いぐらいだ。さらにはカシュヴァーンから漂うきついレンブラーの匂いもより強く感じられ、自分の状態がよく分からない。

　頭の中で様々な感情が渦うず巻まいている。怖こわいとも思っている。けれどずっとこのままでいたいとも……、もっと先に進みたいとも、思っている。

　やはり酔っているのだろうか。酒に、雰ふん囲い気きに、それともカシュヴァーンに？

「私、あの……」

「……なあ、もっと触れてもいいか……？」

　もじもじしているアリシアの耳に、じれたようなカシュヴァーンの声が吹き込まれた。

「は、はい……、あっ」

　アリシアの答えを最後まで聞かず、カシュヴァーンは身を起こしアリシアの上に覆おおいかぶさってくる。眼を閉じる暇ひまもなく唇くちびるをふさがれた。

　酒気を帯びて濡ぬれた唇は焼けるように熱く、蠱こ惑わく的てきなほどに甘い。我知らずアリシアは、カシュヴァーンの二の腕にすがるように爪つめを立てた。

「ずっと、こうしたかった……しばらく、満足な時間が取れなかったからな……」

　やがてわずかに唇を離したカシュヴァーンは、ぎゅっとアリシアを抱きしめてそうささやいた。酔いのためか、いつもの戯たわむれや余裕を含まない言葉はひどく直接的だ。

「改めて、誕生日おめでとう、アリシア……」

「あ、ありがとう、ございます……」

「十五歳のお前に、もう触れられないのが悔くやしいが……その分十六歳のお前に、たくさん……俺だけが、触れたい……いいよな……？」

　酔った頭をさらにかき回す、謎なぞの酔っぱらいの台詞。

「あ、あ、あああ、あ、ありがとう……？　ん……！」

　アリシアが混乱しているうちに、もう一度カシュヴァーンの唇が降りてくる。今度は口づけに留とどまらず、レンブラーの匂いのする舌に口内をまさぐられ、息苦しさと陶とう酔すいに頭がくらくらした。

「……ふ、ん……カーシュ、様……」

「……足りないな」

　十分すぎるほどに長い口づけを終えてなお、カシュヴァーンの瞳に宿った熱い火は消えていない。己おのれの唇をぺろりと舐め上げ、

「足りない。もっと……お前が欲しい。触れたい……」

　飾りのない願望を口にされ、「おなかが痛」くてたまらなくなる。

　深い口づけにいつしか羞しゅう恥ち心しんは溶かされ、夫に対する純粋な想いだけがアリシアを突き動かしていた。自分と同じようにカシュヴァーンも求めてくれている、それが嬉しい。

「私も……、カシュヴァーン様に、ずっと、触ってほしかった、です……」

　とろんと潤うるんだ瞳で、アリシアは夫を見上げて微笑ほほえんだ。

　おまけに酔っぱらったせいか、いつもは大体違う方向を向いている眼は正確にカシュヴァーンを捉とらえていた。

「──いかん、いかん！」

　最後の理性がぐらりとかしいだのを悟さとり、カシュヴァーンは大声を上げていきなり寝台を下りた。酒の魔力を振り払うように激しく頭を振ったかと思えば、今度は頭痛がしてきたらしくその場にしゃがみ込んでしまう。

「あら、カシュヴァーン様、大丈夫ですか……？」

「……うう、いかんいかん、お互いに酔ってるとか最悪だろう……！　こう、初めてはもうちょっと浪ろ漫まんが必要だ……!!」

　不思議そうなアリシアを尻しり目めに、カシュヴァーンは額ひたいに手を当て夢見る乙女おとめのようなことをわめいた。

「アズベルグでも、冬場に子供を作る奴らが多いんだよな……他にすることがないし、やはり寒いからか……？」

「あら、寒さが関係ありますの……？　寒いと少年趣味になるもが」

　禁止された言葉を口走ったアリシアは自主的に口をふさいだ。

　一方カシュヴァーンは、妻の失言で完全に己を取り戻したようだった。頭痛に顔をしかめながらも、落ち着いた足取りで寝台に戻ってくると、

「……まだちゃんとした覚かく悟ごもできていないのに、おかしな真似をして悪かった。もう寝よう、普通に、な？」

　とりあえず、「少年趣味」という単語を発するとカシュヴァーンのやる気がなくなることはアリシアも段々分かってきた。

　それが証しよう拠こにもう一度隣に寝転がった夫は優しく上掛けをかけ、抱きしめてくれたけれど、「おなかが痛」くなったアリシアにそれ以上触れずにさっさと眼を閉じてしまう。

　……もうちょっとぐらいなら、おかしな真似をして下さってもよかったのに。

　思わず脳裏に浮かんだ考えに、アリシアはひとり赤面した。







　翌日、二日酔いに苦しむカシュヴァーンに伴ともなわれ、アリシアはバルロイ率ひきいる傭よう兵へい団だんの訓練を見学しに行ったりした。

　途中、バルロイが「せっかくなのでルアークと手合わせをしてみたい」と言い出した。しかしいつも主夫妻の側にいるルアークは、ラグラドールにある「何か」を探っている途中で不在。下手な断り方をすると、バルロイに不在理由を突っ込まれてしまう。

　そこでカシュヴァーンは「うまいことを言って、まだあいつ（の腕）に未み練れんがあるのか？」と突き放し、想おもい人の少年趣味を疑うレネの暴ぼう発はつを誘さそい事なきを得た。バルロイには後で散々文句を言われたが。

　以降の日もダーレンの街中にある合同議事堂──ラグラドールには貴族の爵位は存在するが王はおらず、勢力の強い傭兵団長の合議により政治的決定が行われるので、そのための施し設せつ──に行ったり、バルロイと親しい関係にある他の傭兵団の人々と会ったり、迎賓館で働くラグラドール人に国内で流行っている歌を教わったり。

　忙しい日々の中にようやく訪おとずれた空あき時間を使い、アリシアが待望の海を見に行けたのは、ラグラドールを訪れてから五日目のことだった。







　ダーレンの街中にいた時よりひときわ濃密な潮風が、ごろごろと黒い岩が転ころがった海岸の向こうから吹きつけてくる。

　カシュヴァーンはなんということもない顔で進んでいくが、アリシアは眼前に広がる荒こう涼りようとした光景にすっかり心奪われていた。

「これが海……！」

　低く垂たれ込めた陰いん鬱うつな雲の下、灰色の波が打ち寄せては引き、打ち寄せては引きを繰り返している。大きめの湖ぐらいなら何度か見たことがあるが、どれだけ眼を凝こらしても見えるのは向こう岸ではなく水平線、というのは初めての体験だ。

「海です！　海!!　カシュヴァーン様、ルアーク、海っ!!」

　興こう奮ふんのあまり「海」をひたすら連発する妻の、潮風に飛ばされそうになっている頭巾をカシュヴァーンはそっと押さえてやる。

　その後ろではルアークが、同じように頭巾を押さえながら「わー久々に見たなあ」とのんきな感想を述べていた。ノーラがあれこれ理由をつけて海に同行するのを嫌がったので、代わりに、というわけだ。

　ちなみにジェダは、ティルナードやセイグラムと一緒にバルロイの団が根ね城じろにしている屋敷に赴おもむき、現団員ということを生かしてひそかに内部調査を行っている最中である。

　一行の中で最も敬虔な〈翼の祈り〉教団の信者であるトレイスについては、カシュヴァーンが先んじて留守番を命じていた。本人は試練に立ち向かう聖者の面持ちでついて来ようとしたのだが、あの調子では海に来ていたらどうなったか分からない。

「ああ、そうだな、海だ。……アリシア、悪いが俺はこの国には何度か来たことがあるので、そこまでの嬉しさを共有できんのだが……」

　ちょっと申し訳なさそうにカシュヴァーンは言い、それからぽつりとひとりごちた。

「……昔ラグラドール人が暮らしていた、豊かな南国の海の水は、青く透すき通って宝石のように美しいそうだ。だが……この海の底には、怪物がうようよしていても不自然ではないな」

　ラグラドール人に伝わる神話によれば、彼ら〈太陽の民〉は大地の女神の祝福を受けし豊かな南の島で、幸せな日々を過ごしていたのだという。しかし女神にふられた火の山の神が溶よう岩がんで島を満たしたために、新天地を探さざるを得なくなったとか。

「まあ、そうですの……そんなにきれいな海ならいつか見てみたいですけど、この海の恐ろしさは素晴らしいですわ……」

　アリシアの「海」の知識は主おもに恐怖小説からなので、眼の前の光景はその点ぴったりだ。ほうっと感かん嘆たんの息を吐きながら、その足はまっすぐ海へと向かう。

「アリシアには確かにこっちの海のほうが向いてるよねぇ」

　ルアークもそんな相あい槌づちを打ちながらアリシアの後を追うが、カシュヴァーンは眉み間けんにしわを寄せた。

「……おい、もう海は十分見ただろう。足元も危ないし、あまり近づくのはやめたほうが……」

「ねえカシュヴァーン様、あの方たちは何をしていらっしゃるのかしら？」

　少し沖合に、複数の小さな船影が固まっているのをアリシアは見つけた。激しい波を受けながらも巧たくみに船の場所を固定し、五、六人がかりで何かを海から引き上げている。

「ああ、あれは漁りよう。つまり魚を捕とっている、ということだ……合っているはずだ」

　カシュヴァーンは最近、アリシアに新しい単語を教えることに慎しん重ちようである。

「海の底に仕掛けた網あみを引き上げてるんだよ」

　ルアークがさらに説明を足すと、アリシアは瞳を輝かせた。

「まあ……海の底！　すてき、水底の国の怪物も一匹ぐらいかからないかしら!!」

「あはは、ラグラドールの傭兵さんたちと戦ったらどっちが強いんだろうねえ」

　定てい置ち網あみ漁りようの風景を眺めながらルアークは笑うが、その間にアリシアはさらに海に近づいた。今度はもう少し岸辺寄りに気になる人々を発見する。

「あの方たちは、何をしていらっしゃいますの？」

　アリシアが見つけたのは、海面から頭を突き出した岩の周りに首から上だけ出した数人のラグラドール人たち。と、ひとりの頭がいきなり海に沈んだ。

「きゃっ、あの方沈んでしまったわ!!」

「沈んだんじゃなくて潜ったんだ。ああやって、貝や海草を取るんだと」

　カシュヴァーンの解説に、アリシアはグラネウスとの食事を思い出した。

「貝……ああ、あの砂と一緒に食べる！」

「……本当はちゃんと砂を吐かせてから食う物だからな、あれは」

　妻にものを教える難しさを痛感している夫を尻目に、アリシアは波打ち際ぎわまで眼と鼻の先の距離まで近寄った。が、あともう一歩踏み出そう、打ち寄せる波に触れてみようというところでカシュヴァーンに手首を摑まれる。

「こら、アリシア。だめだ、これ以上海に近寄るな」

「いいじゃん、アリシア。海水に触ってみたいんでしょ？」

　ルアークの援えん護ごを受け、アリシアは振り向いておねだりした。

「あっ、あの、よろしいですか、カシュヴァーン様……？　お願いです、なかなかこんな機会はないでしょうから……」

　一度だめだと言われたことなので、アリシアは少しもじもじしている。

「……まあ触るぐらいならいいが……」

　可愛らしいしぐさに、あっさり陥かん落らくしかけたカシュヴァーンだったが、アリシアにはさらなる野望があった。

「あの……できたら、泳いだり潜ったりしてみたいんですけど……だめですか……？」

　図ずう々ずうしい妻の願いに、カシュヴァーンは思いきり渋しぶい顔をした。ルアークも苦笑して、

「俺もさすがに海に入るのは賛成しないなあ。まだまだ寒いし、第一、服はどうするのさ。まだカシュヴァーンおにいちゃんも見てない肌を、人目に……おっと、はいはい、分かってますって!!」

　カシュヴァーンの蹴りを、ルアークは軽く後ろに飛んで避よけた。

「まったく……いや、冗談じゃなくてな、アリシア。波打ち際で遊ぶぐらいはいいが、海に入るのはだめだ。……〈翼の祈り〉を国教としている国の人間は、無意識下に海への恐れをすり込まれているからな。いくら大丈夫だと思っていても、いざ海に入ればほとんどの奴が恐怖で身が竦すくんでしまう」

　真ま面じ目めな顔で諭さとすカシュヴァーンに、アリシアは尋ね返した。

「カシュヴァーン様も、そうでしたの？」

　他意はない質問だったのだが、カシュヴァーンは頰ほおでも張られたような顔になった。

　無言で海の向こうへ視線を投げる、その横顔は複雑な翳かげりを帯びている。

「……俺たちと仲良くしたいなら海に入ってみろと、バルロイに言われてな……自分も〈翼の祈り〉の教えを受けて育ってきたんだと、つくづく思い知らされたな、あの時は。今はもう慣れたが」

　熱心な〈翼の祈り〉の信者だった母親のことを思い出しているのだろうか。カシュヴァーンの父、レジオール・ハルバーストに仕えるメイドだったマリアンヌ・ライセンは、その信しん仰こうゆえに領主に身を捧ささげ、息子を産み落とした後、殺されてしまった。

　カシュヴァーンの神様嫌いの根の部分に両親の存在があるのは間違いない。

　だが同時に彼は、信心深いアズベルグ地方に生まれ育ったのだ。幼おさな馴な染じみのトレイスも敬虔な信者であるのだし、〈翼の祈り〉の教えの影響をまるで受けていないわけではないのだろう。

「へえ、今はもう慣れたってことは、カシュヴァーンおにいちゃん泳げるの？」

　さらりとルアークが話題を転じた。

「ああ、多少は……」

「まあ、すてき……カシュヴァーン様って、ラグラドールの方のすることはなんでもできますのね。漁はできますか？」

　ちょっと羨うらやましそうにつぶやいたアリシアを見るカシュヴァーンの表情に、余裕が戻ってきた。

「本当に海に入るのはだめだが、雰囲気だけ教えてやろう。……ほら！」

「きゃっ!!」

　いきなり腰を抱えられ、幼い子供のように空中に持ち上げられてアリシアは悲ひ鳴めいを上げた。支えをなくしたつま先が頼りなく宙ちゆうを蹴る様を、カシュヴァーンはにやにやしながら見ている。

「足が浮いているから不安だろう？　だがそこで慌ててばたばたもがくと、かえって水に沈んでしまう」

　言われてアリシアは、何度か読んだことがある海が舞台の恐怖小説を思い出してみる。冷たい水の流れに足を取られ、口から耳から水が入り込み、その恐怖から逃のがれようともがけばもがくほど、登場人物は死へと近づいていくのだ。

　……思い出せば思い出すほど溺でき死しする方向に行きそうになるので、アリシアはそれ以上記憶を辿たどるのをやめた。ゆっくりと呼吸をしながら、まずは空中でつま先を揃そろえる。

「人間の体は水に浮くようにできているんだ。落ち着いて、手足の力を抜いてみろ。……そう」

　両手両足の力を抜いて、カシュヴァーンの支えだけに身を任せる。腰を支えたたくましい腕を意識した途端、また全身に力が入ってしまったが、アリシアはがんばって脱力した。

















「そうすると、自然に体が浮く。足は少し開いて、足元の水を踏むようにしていればその体勢を保たもてるはずだ。とりあえず顔さえ水面から出ていれば呼吸はできるから、まずは体の浮かせ方から覚えるといい」

「はい、分かりました！」

　言われるまま足を動かしたり、上を向いてすーはー息を吸い込んでいるアリシアの頭から落ちた頭巾をルアークが拾い上げた。

「どーでもいいけどおにいちゃん、あんまり昼間から足を開けとか言わないほうがいいんじゃない？　さっきから素す潜もぐりやってた人たちが、じろじろこっち見てるんだけど。アリシアも、ドレスでやたらと足を動かすと中が見えるよ」

　ラグラドール人にはシルディーン人の言葉が分かる者が多いのだ。カシュヴァーンは慌ててアリシアを海岸に下おろした。

「しまった、ラグラドール人は女好きだからな。あまりアリシアを男の眼にさらすと、またおかしな虫がつくかもしれないのに……」

「……うん、ノーラを見て口笛吹いたり、はやしたりする手合いは多いね……ティルぼっちゃんは気を揉んでたけど、おにいちゃんはそこまで心配しなくていいと思うよ……」

　気遣いに満ちた相あい槌づちを打ったルアークは、木の板に摑まって浮いているラグラドール人たちにひらひら手を振った。

「それにあの人たちも、微笑ましいなって感じのこと言ってたし。お父さんと娘だと思われてるんじゃないの？」

「まあ、ルアークもラグラドール語が分かるの？」

　アリシアが聞くと、ルアークは手を振るのをやめて彼女を振り向いた。

「あーうん、昔叩き込まれたから」

「すごいわ。確かオルガンも弾ひけるのよね？　ルアークってなんでもできるのね！」

　素直な賞しよう賛さんに、ルアークはくすぐったそうに微笑んだ。

「褒ほめてくれてありがとアリシア。……えへへ、おにいちゃんがあんまり可愛い可愛い言うせいかな？　実は俺も、最近アリシアのことが可愛く見えてきた……って、おっと、怖い怖い、睨まないでよ」

　カシュヴァーンがすごい眼で自分を見ていることに気づき、ルアークはおどけてみせた。

「……別に睨んでいない。ただ、お前は本当に器用だなと思っただけだ」

「わー棒読みで褒めてくれてありがとー。ま、覚えるか死ぬかの二に択たくだったからねえ」

　また物騒な思い出話を披露し、カシュヴァーンがばつの悪そうな表情になるのを見てにやっとしたルアークが、ふとダーレンのほうを見た。

「あれ、何かあったかな？」

　街のほうから小走りにやって来たのは、数人の傭兵たち。うちひとりは知った顔で、ダーレンの街に着いたばかりの時にもいた、バルロイの団の団員だ。

　ラグラドール語による短いやり取りが交わされ、カシュヴァーンの表情が引き締まる。

「──分かった、すぐ行く」

　休きゆう暇かは終わりということらしい。カシュヴァーンはルアークにこう言いつけた。

「ルアーク、お前はアリシアを連れて部屋に戻れ。……聞いていて分かったと思うが、どうやらティルが、バルロイのところで何かやらかしたらしい」

「あーあ、おぼっちゃん、とうとうやっちゃったか」

　バルロイのところに行っていたティルナードが、何かしら無礼なことをしでかしたとの知らせだった。ラグラドール人への偏見を完全に払ふつ拭しよくできていなかったのだろうと、ルアークもため息をつく。

「大丈夫だろうと思って行かせたんだが……だがまあ、今はそんなことを言っても仕方がない。とりあえず後見人を呼んでこいとのことだ。俺はバルロイのところに向かうから、お前たちは先に部屋に帰っていろ」

「カシュヴァーン様、私も……」

　手伝いを申し出たアリシアだったが、カシュヴァーンは素っ気なく首を振った。

「いや、まずは俺ひとりのほうがいいだろう。とにかくアリシアは戻れ、分かったな」

　気持ちはありがたいが、これ以上不安因いん子しを増やしたくないと言げん外がいに匂わせ、カシュヴァーンはさっさと踵きびすを返した。バルロイの団員に先導され、まっすぐにダーレンの街へ向かっていく。

「俺たちも戻ろう、アリシア」

「……そうね」

　まだ海水に触っていないのだけれど、できたらまた今度、カシュヴァーン様と一緒の時に。

　そう思いながらアリシアは、ルアークと一緒に海岸を離れた。







　海側からダーレンの街に入ると、石造りの背の高い壁がびっちりと並んでいる。この壁は街に吹き込む潮風を遮しや断だんするためのものだが、塩えん害がいに荒れた表面は塩の結けつ晶しようで真っ白で、あちこちに亀き裂れつが入っている。

「セイグラムさんがついててもだめだったかあ。ノーラにも一緒に行ってもらえばよかったかな。でもノーラはラグラドール人好みすぎて、別の問題になる可能性があるよねえ……」

　ひとりごちるルアークについて歩きながら、アリシアはさかんにあたりを見回している。行きは海で頭が一杯でじっくり見られなかったが、街の景色もなかなか新しん鮮せんだ。

「潮風の力ってすごいのね、壁をこんな風ふうにしてしまうなんて。でもこれだけ塩があったら、いろいろお料理に使えそうだけど」

　左右ばかり気にしていたアリシアは、いつの間にか立ち止まったルアークに気づかずに彼の背にぶつかってしまった。

「きゃっ、ルアーク、どうしたの？」

「──アリシア、動かないで!!」

　緊きん迫ぱく感かんをみなぎらせた声でルアークは命じた。その両手には、お得意の針状の武器が握にぎられている。

　次の瞬間ルアークの姿が消えた。何かがぶつかる音が何度かして、そして。

　からからと頼りない音を立て、死神の武器が地面に落ちた。

「……え？」

　何が起こったのか分からず、アリシアは反射的に一番眼を引いたものを……すぐ近くの、赤く染まった壁を見た。

　ひび割れた壁にもたれ、荒い息を吐いているルアーク。右手で押さえた脇わき腹ばらから、次々と鮮やかな赤が零こぼれては、背後の壁を、地面を濡らしていく。

　苦痛に歪ゆがんだ緑の瞳がアリシアを捕らえた。動けないでいる彼女に、ルアークは余裕の欠片かけらもない声で絶叫した。

「逃にげろ……!!」

「ル、ルアーク」

「逃げろ!!　逃げるんだ、早く……!!」

　狼ろう狽ばいしながら、とにかく一歩踏み出したアリシアの頭の上で知らない声が響いた。

「認識」

　男だろうか、女だろうか。若いのか、年を取っているのか。温かみも個性もまるで感じられない、吹きすさぶ潮風にも似た無機質な声。

「記憶」

　同じ声がそう言った次の瞬間、アリシアの首に重い衝しよう撃げきが走った。

「実行」

　最後のつぶやきを聞く前に、アリシアの意識は冷たい夜の海へと沈んでいった。








　第三章　鳥かごの聖女







　暗い海の中で、アリシアは一いつ生しよう懸けん命めいもがいている。

　周りには山より大きかったり、眼が三つあったり、角つのが生はえていたりする、すてきな怪物たち。こう見えて紳しん士しな彼らと、仲良くお茶を飲んでいたのだ。

　──どうしたお嬢じようさん、せっかく来てくれたのに、もう帰ってしまうのかい？

「違いますの、私、息が……ちょっと一回、体を浮かせないと……あっ！」

　思いきって全身の力を抜くと、重い水をかいてもかいても一向に見えてこなかった海面が近づいてきた。光が瞳ひとみを射さし、大きく息を吸い込む……

「私、浮けましたわ、カシュヴァーン様……」

　大きな寝台の上で眼を開けたアリシアのつぶやきに、だるそうな声が反応した。

「何を……言っている……」

　起きたばかりのアリシアよりもやる気がなさそうに言うのは、寝台の枕元に座っているひとりの男。長い手足を伸ばして大きくあくびをするあたり、こちらもうとうとしていたらしい。

　着ている物は〈翼つばさの祈いのり〉教団の聖せい職しよく者しやの証あかしである、裾すその長い白い法ほう衣いだ。しかし癖くせの強い黒髪は、前は眼や鼻を覆おおうまで、後ろは背までだらしなく伸びていて、法衣を盗んで着ている山さん賊ぞくのように見えてしまう。

「寝ぼけ方も……変わっているな……お姫様……」

　アリシアを「お姫様」と呼ぶ男の顔は髪に覆われ、アリシアでなくてもよく見えないが、独特の風ふう体ていには覚えがあった。

「まあ……あなたはリュクのお友達の……確かレオニア様！」

　外はずされてしまったらしい眼め鏡がねを手で探しながら、アリシアはどうにか言い当てた。

　去年アズベルグ地方を襲しゆう撃げきしてきた〈翼の祈り〉教団急進派のひとり、レオニアだ。面倒くさがりの発明家で、暇ひまさえあればその辺で寝ているような男だったが、なぜかよくリュクとつるんでいた。

「友達では、ないが……リュクは……生きているのか……？」

　懐ふところからアリシアの眼鏡を取り出し、渡してやりながらレオニアがつぶやく。

　素す直なおに眼鏡をかけて見回せば、ここは天てん井じようの高い広い部屋だった。壁も床ゆかも白く、室内には寝台の他には小さな卓、レオニアのかけている椅い子す、あとは『アーシェル言語録』だの『至いと高たかき国の門』だのと記しるされた革かわ張ばりの本が収おさめられた本ほん棚だなだけ。

　まったく知らない場所だが、どこかに似ている……そう、去年、さらわれたアリシアが閉じ込められていた、レイデン地方の〈翼の祈り〉の聖堂の一室。

「ええ、私たちの屋や敷しきで働いていますわ。最近新境地を開きましたのよ！　ところでここは、ど……」

　嬉うれしくなってつい報告してしまった瞬間、アリシアの脳のう裏りを赤い色がかすめた。

　白い壁にべったりと付着した赤。悲ひ鳴めいのようなルアークの声。

　人の恨うらみをかうほどの腕を持つ最強の死神少年が負けた。負けて……そして。

「お姫様……？」

「レオニア様、ルアークは？」

　レオニアはかすかに首をかしげた。

「ルアーク……？　ああ、〈玩具おもちやの兵隊〉の……こら」

　寝台を下おりかけたアリシアを、レオニアは腕を摑つかんで止めた。

「勝手に……動くな……逃にがすなと言われている……」

「だって、ルアーク、あんなに血を流して……！　それに、あのルアークがあんな怪け我がをするなんて……!!」

　大怪我と大量出血の先にある、当然の結論を考えるのが怖こわい。

　珍めずらしく声を震ふるわせ、感情的になったアリシアをレオニアはじっと見ているが、依い然ぜんとして手を放してはくれない。

「落ち着け……今は、お姫様には……ここにいてもらうしかない……」

　ほんの少し言い聞かせるような調子を含ふくんだ声が、アリシアの心を落ち着かせ、いつもの順じゆん応のう性せいを引き出してくれた。

　今ここで騒さわいだところで、ルアークの運命が変わるとも思えない。自分がどれぐらい気を失っていたかは分からないが、たぶん丸一日以上経過しているだろう。

　──去年ユーランにカシュヴァーンを殺すと言われた時と同じ。ルアークが死んだところは見ていない。死んだとは聞いていない。

「そう、ですわよね……だってルアークは強いんですもの。誰よりも、強いんですものね……」

「あいつは死んだ」

　生死が確定した訳ではないと、懸命に繰り返していたアリシアに冷ひややかな声がかかった。

　びくりとして顔を上げれば、いつの間にか室内に黒髪の少年が出現していた。白い壁にくっきりと浮かび上がる浅黒い肌はラグラドール人から受け継ついだものだが、その眼には彼らへの憎にくしみが燃えている。

「『先生』が仕留めたんだ、とうとうあいつは死んだ！　ざまあみろ!!」

　高らかに哄こう笑しようするのはギゼだ。ルアークを憎む〈灰色〉であり、ルアークをして「技能だけならあいつのほうが上かも」と言わしめた暗殺者。

「……『先生』が、ルアークを？」

『先生』。この間ジェダに聞いた……妙に冷静にそう思いながら、アリシアは指先が冷たく冷えていくことを自覚していた。

　口の中が乾かわく。自信が揺ゆらぐ。物語の中でなら幾いく度どとなく見てきた「死」が、強く心しん臓ぞうを握にぎり締める。

　……また、家族を亡なくしてしまったのか。アリシアが幻まぼろしの海の中でもがいている間に、ルアークは本当に水みな底そこの国へと沈しずんでしまったのか。

「はっ、なんだよ、死神姫なんて呼ばれた女がだらしがねえな！」

　床に視線を落とし、動かなくなってしまったアリシアをギゼが揶や揄ゆした。

　レオニアが何か言いかけたが、出足の遅い説教が始まる直前、アリシアの亜あ麻ま色いろの髪の先がかすかに揺れた。同時にギゼがくぐもった悲鳴を上げる。

「えっ？」

　驚いたアリシアが眼を上げた瞬間、悔くやしげに顔を歪ゆがめたギゼの姿が視界から消失した。

「ギゼ？　どうし」

「生きている」

　そう告げた声は、個性も人間味もなく、吹き抜ける風のごとく無色透明。

　それゆえに際きわ立だって特異な印象を残す声の主ぬしは、アリシアの視界をかすめることすらなく去っていった。

　まるで何事もなかったかのように、室内にはアリシアとレオニアの二人だけ。

「……今の人が、ルアークの『先生』？」

「そうだろうな……」

　レオニアも姿を捉とらえられなかったらしく、曖あい昧まいな相あい槌づちを打った。

「生きて、いるのね、ルアーク……よかった……」

　状況はさっぱり摑めないが、とりあえず今のアリシアにとって一番大切な情報は手に入った。ルアークは、生きている。

『先生』と呼ばれたあの声が噓うそをついている可能性はあるが、人より風に近い声こわ音ねはただ事実を口にしただけと思われた。生きてさえいてくれれば、きっとまた会える。

　そう思い直したアリシアは、左手にカシュヴァーンから贈おくられた指輪を見つけてほっと息を吐はいた。……自分も無事だ。眼鏡も指輪もある。大丈夫、大丈夫。

　と、そこへ、室外から扉とびらを叩たたく音が聞こえてきた。

「レオニア、アリシア様が目覚めたそうだな」

「あら……ナディール様？」

　聞き覚えのある声に、アリシアはきょとんとした。







　二人の従者らしき若者を従え、優ゆう雅がな足取りで室内に入ってきたのは、〈翼の祈り〉教団第二階かい梯ていの聖職者であるナディールだった。

　三人とも同じ白い法衣を着ているが、ナディールの胸元で揺れる翼を象かたどった紋もん章しようの下にだけ、聖女アーシェルの横顔が刻きざまれている。第三階梯以上の司教の証だ。

「アリシア様、お久しぶりです」

　緩ゆるやかに波打つ緋ひ色いろの髪を打ち払い、艶つやっぽい垂たれ眼めの端を下げ、ナディールはにこやかにアリシアに微笑ほほえみかけてきた。華はなやかな美び貌ぼうを整える白粉おしろいは顔だけでなく指先にまで及んでおり、アリシアなどよりよほど貴婦人めいて見える。

「ああ、ええと、お久しぶりですわ。あの……ところでここはどこですか？　私もしかして、また〈翼の祈り〉のみなさんにさらわれましたの？」

　ルアークを倒して連れてこられたのだから、拉ら致ちされたのは間違いあるまい。去年連れてこられた場所と雰ふん囲い気きも近い。

「ではここは──今度こそ、〈翼の祈り〉の本ほん拠きよ地ち!?」

　シルディーン及び近隣諸国に影響力を持つ〈翼の祈り〉教団。その神秘性を維い持じするため、聖女アーシェルのいます本拠地を彼らは決して他に漏もらさない。

　もっとも、アーシェルは何百年も昔の伝説上の人物。本人が実在しているはずがなく、ルアークは偽にせ者ものの聖女だと断言したが、だからこそアリシアの好奇心は募つのるばかりだった。

　しかし、興奮して眼を輝かせているアリシアに対し、ナディールの反応は冷ややかだ。

「何を今さら……とぼけても無む駄だですよ。そのつもりでいらしたのでしょう？」

　思わせぶりに聞かれ、アリシアは戸と惑まどってしまう。

「ええと、私、確かに最近政治的なことをカシュヴァーン様にお話しいただけるようになりましたわ。ですが、すべてのことをお聞きしている訳ではないんですけど……」

　今回ラグラドールに来たのは、そこに隠かくされているとされる漠ばく然ぜんとした「何か」を探さぐるため。それ以上のことは分からないのに……そう思いながらアリシアは、ふと窓の外を見た。

　雲が低く垂れ込めた陰いん鬱うつな空。

　荒々しくうねる灰色の海。

　どこからか吹き込んでくる潮風の独特の匂い。

　この景色には明らかに覚えがある。




「あの……ここは、ラグラドールに似ていますわね……？」

　恐る恐るアリシアが問うと、ナディールが鼻先で笑った。

「似ている？　白しら々じらしい。だから知っていてこの国にいらしたのでしょう、死神姫」




　優雅に笑い飛ばされた瞬間、アリシアの中でようやく何かが嚙かみ合った。

　空の色も海の色も、ラグラドールと似ているのではない。

　同じだ。




「──〈翼の祈り〉の本拠地は、ラグラドールにありますのっ……!?」

　思わず声を上げたアリシアを見るナディールの眼は、少々引きつっている。ここまでのやり取りで、さすがに演技ではないと判断したのだろう。

「……勇いさみ足あしだったのでは……？　ナディール様……」

　二人の様子を見ながら、レオニアがだらだらしたいつもの口く調ちようで尋たずねた。

「あの王子が、ラグラドールに来たから……お姫様たちも来た……それだけでは……？」

「だが、ルアークがこそこそ何かを嗅かぎ回まわっていたとの報告は入っている」

　アリシアを連れて来たのはナディールの指示だったのだろう。確たる証しよう拠こなしに動いたわけではない、と強きよう硬こうにナディールは主張するが、いささか言い訳じみて聞こえる。

　レオニアは黙って軽く前髪を払い、三さん白ぱく眼がん気味の瞳を露あらわにした。

「国王暗殺未み遂すいといい……王子のことといい、今回のことといい……最近独どく断だん専せん行こうが過ぎるのでは……？　ソルラスカ様は、なんと……？……」

　ソルラスカ。リュクが怖い怖いって言っていた方の名前だわ、とアリシアが思っていると、ナディールもかすかに顔をしかめた。

「……私とあの方は同格の指導者であり、急を要する決断は片方の独断で構わないことになっている」

「そうですか……？　最近のナディール様は……第一階梯にあるような……ノートレー様に、許可は……？」

「黙れレオニア。お前が口を挟むべきことではない!!」

　ぴしゃりと言いきると、ナディールは続けてレオニアに「外に出ろ」と言いつけた。

「お姫様の……見張りは……？」

「この二人がする」

　ナディールは連れてきた二人の従者を指し示した。アリシアは「あら、ご機き嫌げんよう」と挨あい拶さつしてみたが、二人とも見事に無反応だ。

　レオニアの例があるのでちょっと待ってみたが、反応が遅いわけではなく反応がない。厳きびしい戒かい律りつと上位の聖職者の命令に従って行動する、よくできた〈翼の祈り〉信者らしい。

「とにかく、アリシア様。あなたはここにいればよろしい」

　問答無用でそう命じると、ナディールはレオニアを追い立てて去っていってしまった。







　部屋に残されたアリシアは、一応脱出経路を探そうとしてみたが、案の定じようナディールの連れてきた従者たちに止められた。

「ここはラグラドールのどのあたり？」とか「アーシェル様ってどんな方？」とか「ソルラスカ様ってそんなに怖いの？」とか「ナディール様はご自分で毎日お化け粧しようをなさるの？」とかいろいろ聞いてもみたが、当然のごとく無反応。乱暴な扱いをされたりする訳ではないのだが、こうもほったらかしだとどうしていいのか分からない。

　寝台を下りようとするだけで諫いさめられるので、アリシアは仕方なく眼鏡を外して枕元に置き、もう一度横になった。思ったよりも疲れているようで、いざ横になってしまえばとろとろと眠気が押し寄せてくる。

「初めてライセンのお屋敷に行った時も、カシュヴァーン様に『ここにいるだけでいい』と言われたわね……」

　小さくあくびをしながら、アリシアは今となっては懐なつかしい記憶を探った。

　──カシュヴァーンや他のみんなは大丈夫だろうか。

『先生』の攻撃が、ルアークだけに終わったのかどうかは分からない。

「あのう……」

　寝台の脇わきと、戸口に立った二人の若者を見上げてアリシアは質問をしかけた。しかし二人揃ってはなから聞く気がないらしく、眼さえ動かさないのを見て諦あきらめた。

　……なるようにしかならない。

　戦闘能力皆かい無むのアリシアが、後先考えず逃げ出しても事態が改善される可能性は低い。一口にラグラドールと言っても広いのだ。いくら国としては小さいとはいえ、アズベルグ地方ぐらいの広さはあるはずである。

　何より以前同じような目に遭あった時と違い、ナディールが自分をどうするつもりでさらったのかもよく分からない。

　あの口ぶりからして、人ひと質じちとするつもりと思われるが、下手に逆らえば最悪殺されてしまうかもしれない。

「みんなが生きていても、私が殺されたらもう会えないもの……至高き国か水底の国でなら再会できるかもしれないけど、カシュヴァーン様は死後の世界など信じないとおっしゃるし……待つしか、ないわよね……」

　物ぶつ騒そうなひとりごとに思わず見張りの若者たちが寝台を覗のぞき込んだが、アリシアはすやすやと寝息を立てていた。







　どれぐらい時間が経たっただろうか。押し殺したような誰かの話し声で、アリシアはふと眼を覚ました。

　室内は真っ暗だ。緞どん帳ちようも閉めきられ、すでに夜になっているようだが、かすかな灯あかりがわずかに開いた扉から漏れ入ってきている。

　そこには見張りの若者のひとりが立って、廊ろう下かにいる誰かと話していた。

「私はそんなことは聞いていないぞ」

「今……話しただろう……」

　だらだらと間ま延のびしたこの声、口調。外にいるのはレオニアだ。

　アリシアは音を立てないよう気をつけながら身を起こしてみた。もうひとりの見張りも話に気を取られているらしく、注意してくる気配はない。

「とにかくナディール様に確認する」

「ナディール様も……ソルラスカ様も不在だ……」

　急進派を代表する二人の名を並べられ、若者が気け色しきばんだ。

「なら、だめだ！　アリシア様を外に出すなと言われている!!　さっさと帰ってくだらない発明でもしていろ!!」

　無礼な発言につられず、レオニアはゆっくりと問いかける。

「教団の……代表は、誰だ……？」

　改めての質問に、若者は返事に窮きゆうした。ややあって、うなるように低く吐き捨てる。

「……レオニア、貴様、少しばかりアーシェル様に気に入られているからといって……いい気になるなよ」

　挑ちよう発はつにレオニアは何も答えず、扉を開いて中に入ってきた。部屋に差し込む灯りが強くなり、まぶしさに瞳を細めるアリシアに近づくと、

「お姫様に……会わせたい……相手がいる……」

「まあ、どなた？　……あっ」

　喜々として寝台を下りようとした瞬間、アリシアのおなかが小さく鳴った。

「あの、申し訳ないですけど、おなかが空すきました……」

「ちょうどいい……夕食に招しよう待たいしたい……」

　見張りの若者たちの視線が突き刺さるなか、レオニアは平然とそう言ってアリシアを誘さそった。







　燭しよく台だいを手にしたレオニアに先導され、天井の高い暗い廊下を歩く。

　ライセンの屋敷も昼間から薄暗いが、〈翼の祈り〉教団の本拠地内はさらに薄暗かった。ところどころにぽつりぽつりと灯りが掲かかげられてはいるものの、人の姿は皆かい無むで、聞こえてくるのはかすかなささやき声だけ。

「みなさんもう眠っていらっしゃるの？　お食事は？」

「今……みな食べている……」

「あら、そうですの。とてもお行ぎよう儀ぎがよろしいのね」

　昔と違い、アリシアの食卓は最近いつもにぎやかだ。相変わらず忙しいカシュヴァーンがいなくても、ノーラとルアークは必ずいるし、料理人のダン以下厨ちゆう房ぼうの使用人たちと台所で食べる食事も楽しい。

「ここには……特別に信しん仰こう篤あつい者しかいない……黙だまって食い……働き……祈り……寝る……」

　静かなのはそのため、との説明を受けてアリシアは微笑んだ。

「まあ、ではレオニア様もそうですのね」

　至って単純な相槌だったのだが、レオニアは少しだけ間まを空あけてから答えた。

「俺は……伯はく爵しやく家けの出だからだ……」

「あら、そうなんですの」

　一度単純にうなずいたアリシアは、おかしなことに気づいた。

「そういえば以前、リュクともそんなことを話していらっしゃいましたわね。ですけど、教団に入る時に家か名めいは捨てておしまいになるのでしょう？」

〈翼の祈り〉教団に入団し、聖職を得た者は家名を捨てるのが習ならわし。いわば俗ぞく世せとの縁えんは切った、との宣言をしているのだから、爵位は関係ないのではないだろうか。

「教団入りする時……家名は捨てる……しかし……捨てたはずの名で……区別される……」

　淡たん々たんと解説するレオニアの声に変化はないが、伸びすぎた前髪の下で彼はすうと瞳を細めた。

「事実……高位の聖職者は……大抵貴族の出だ……」

「まあ、そうですの」

　じゃあナディール様やソルラスカ様もそうなのかしら、とアリシアが思っているうちに、レオニアが立ち止まった。

　いつの間にかあたりの様子が変わり、通路の壁はただの白壁ではなく、繊せん細さいな絵が描かれていることに気づく。リュクの絵ではないようだが、高い技量を持つ絵師の手により描き出されたのは、荒れ狂う海の上を優雅に飛んでいく翼持つ少女。

「……素晴らしい絵……五十……ううん、好こう事ず家かなら七十万ゼダルは出せるかしら」

　アリシアが絵を値ね踏ぶみしている間に、レオニアは金色の翼の飾りがついた豪ごう華かな扉に近づいた。見張りの兵士に話は通してあるらしく、軽く視線を交かわしてアリシアを振り返る。

「絵ではなく……実物に会ってもらうぞ……お姫様……」

　兵士たちが扉を開き、その中を見たアリシアはあっと息を吞のんだ。

　燭台の火が揺れる長ちよう卓たくの向こう、上かみ座ざに腰掛けたひとりの少女。

　淡あわい色の髪と瞳が揺らめく火灯りに映えるが、硬こう質しつな美貌よりも人目を惹ひくのはその背にある巨大な翼だ。海鳥の羽から作られたという偽いつわりの翼を背負った、伝説の少女の偽者。

















「あなたが……聖女アーシェル様？」

「お前が……死神姫、アリシア・ライセン？」

　確かめるように名を呼び合った後、アリシアはドレスの隠しを探った。

　取りあげられてしまったかも、と思ったが、指先に無事に硬かたい感触が当たる。リュク作の木き彫ぼりのアーシェルの肖しよう像ぞうを取り出して、アリシアは飛び上がらんばかりにはしゃぎ始めた。

「──すてき！　リュクの作品どおりだわ、とってもきれいな方ですのね!!」

　きゃっきゃと喜ぶアリシアを見て、かすかに微笑むアーシェルの手にも、同じ制作者の手による死神姫の肖像がある。

「ああ……そうだ。その、笑顔だ。リュクと言ったか、レオニアの友人は、本当に腕うでだけはいいな……」

「あら、それはリュクの作品ですの？　リュクはレオニア様の友人ではないそうですわよ」

　不ふ思し議ぎそうなアリシアに一瞬怪け訝げんな顔をしたものの、アーシェルは表情を引き締めてレオニアに命じた。

「レオニア。二人で話がしたい」

「……ええ……さあ……お姫様、中へ……」







　ひとり室内に入ってきたアリシアを、アーシェルは自分の斜ななめ右の席に座るよう指示した。給きゆう仕じの者などもおらず、完全にアリシアとアーシェルの二人きりだ。

　言われたとおりに席につきながら周りを見回せば、ここは半球形の天井を持つ部屋だった。客人を迎むかえるための場所なのだろう、閉じ込められていた部屋よりは椅子や暖だん炉ろといった調度品が豪華だが、やはり聖職者の住まいの一室。シルディーン貴族を基本として考えれば、ずいぶん質しつ素そな作りである。

　それは食卓の上に用意された食事も同じ。清潔な白い布が貼はられた卓の上に並べられているのは、黒っぽいパンとチーズ、それに泥どろイモのスープだけ。

　泥イモはアズベルグやラグラドールのような、瘦やせた土地にもしぶとく根を張る植物である。ただし味もそれなりで、少なくとも客人に出すことはあまりない。

「あら、やっぱりお魚や貝はお食べにならないのですね。ここがラグラドールなら、安くたくさん手に入りますのに」

　海を忌いみ嫌う〈翼の祈り〉の教えを守る人々は、海産物を決して口にしないのだ。その本拠地で魚や貝が出てくるわけはないのだが、アリシアはついそう言ってしまった。

「……お前は、魚や貝を食べるのか？」

　案の定じようアーシェルは眉まゆをひそめている。

「ええ、あ、アーシェル様はさすがにお食べになれませんよね。残念ですわ、とってもおいしいのに……」

　冬場は特に食べ物に困るアズベルグでは、カシュヴァーンは信心深い領民たちに魚を食べさせられないかと画かく策さくしている。だが〈翼の祈り〉の教えの根こん幹かんたるアーシェルは無理だろうと、アリシアなりに遠えん慮りよした。

「……私は食べられないが、そうか、お前は食べるのか。そうか……」

　感じ入ったようにひとりごちたアーシェルは、やがて姿勢を正し、まっすぐアリシアを見た。

「ナディールが無礼な真似をしたようで申し訳ない」

「……いえ」

　血を流していたルアークのことを思い出し、声を詰まらせたアリシアだったが、『先生』の言葉を思い出す。……生きている。大丈夫。

「私ではなくて、ルアークが大怪我をしましたけど……私は無事ですわ。今のところは」

「……そのようだな。すまない。ナディールは最近、かなり先走った行動を取る傾けい向こうがある」

　アーシェルが苦りきった口調で漏らした言葉を、アリシアはごく単純に聞き返した。

「あら、私をさらってきたのはアーシェル様の指示ではありませんの？」

　アリシアから見れば、アーシェルを名乗る彼女こそが教団の代表であり、意思決定権保持者。

　しかしアーシェル本人は、ますます苦々しい表情になってかぶりを振る。その動きにつられ、背負った羽がかさかさと乾いた音を立てた。

「違う。あいつが勝手にやったことだ。レオニアが教えてくれるまで、私は何も知らなかった」

　アリシアの驚きを読み取ったアーシェルの口元に、自じ嘲ちようの笑みが浮かんだ。

「……お前や他のみなが思っているほどには、聖女に権限はないのだ」

「ええと……それは、あなたが偽者の聖女だからですか？」

　さらに単純な問いかけに、アーシェルは黙った。何度か唇くちびるを開きかけ、そのたび迷うように視線を落とす。

「……あの、申し訳ありません、本物でいらっしゃるの……？　だとしたら若作りでいらっしゃるのね、とても何百年も生きていらっしゃるようには見えませんけど……」

　カシュヴァーン様とは逆だわ、と思いつつアリシアは言ってみたが、アーシェルの顔が強こわ張ばっただけだ。重い沈ちん黙もくが、どれぐらい続いただろうか。

　ぐう、と思いきりアリシアの腹が鳴った。

「あっ、あら、失礼を」

「──……食べていい」

　さすがに顔を赤らめたアリシアに、アーシェルはため息をつきながら許可を出した。

　許可さえ出れば元々おなかは空いていたのだ。早さつ速そくぱくぱく食べ始めたアリシアを見つめる聖女の表情は、だいぶ和やわらいでいる。

「噂うわさ以上に変わった令れい嬢じようだな……レオニアが興味を示すのも無理はない……」

　自分は食事に手をつけず、アリシアの食べっぷりを見守りながらアーシェルはつぶやいた。

「ナディールの行動には大きな問題があるが……だが、お前に会えたこと自体は嬉しい。ずっと……会ってみたかった」

「むぐ？」

「……いや、それを食べ終わってからでいい」

　硬いパンを口一杯に頰ほお張ばったアリシアに、アーシェルは苦笑いする。

　やがてスープまでたいらげ、人心地ついたアリシアは、「私もお会いしたかったですわ」と微笑んだ。

「あなたが本物なら本物、偽者なら偽者で、お聞きしたいことがたくさん……」

　またアーシェルの表情が強張る。

「あ……ええと、ごめんなさいね。あなたは、本物」

「──偽者だ」

　腹を決めた様子でアーシェルは断言した。

「私は伝説の聖女などではない。教団が代々用意している偽者だ。成人すれば私は役目を終え、人間になる。その後は、新しい娘が『聖女アーシェル』を名乗る」

「……まあ……」

　聖女に新旧があることも聞いてはいたが、具体的な話を聞くのは初めてだ。

　びっくりしているアリシアを見ながら、アーシェルは額ひたいに浮いた冷たい汗を拭ふいた。口の中が乾いているらしく、スープをひとさじ口に含ふくんでから、

「……次は、私が質問をしていいか」

「え、あ、はい、どうぞ」

　異い様ような緊きん張ちよう感かんを漂ただよわせたアーシェルにつられ、アリシアは思わず背筋を伸ばした。

「お前はレオニアに、こう言ったそうだな。生きている時も死んだ後も、何不自由なく、楽に暮らせるのがいいと……」

「ええ、はい、言いました」

「お前はどうやってそんなことを考えたのだ？」

　それがひどく大事なことのように問われ、アリシアは面食らってしまった。

「どうやって……？　いえ、自然に」

　反射的にそう答えたが、アーシェルは納なつ得とくいかない様子だ。

「お前は一応名門地方伯の令嬢、幼い頃から〈翼の祈り〉の教えを受けてきたはずだ。なのになぜ……そのくびきから、それほどたやすく逃のがれられる」

　海を見ながらカシュヴァーンも苦い顔をしていた。自分も〈翼の祈り〉の教えを受けて育った、そのことを思い知らされたと。

「我々が新しん興こう貴族にも死後の翼は与えられる、そう発表したことで地方伯たちの怒いかりを買ったことは分かっている。だが……貴族たちの地位を保障しているのも、〈翼の祈り〉の教えだ」

　何百年も前、誰もが神を信じなくなったその時代、ただひとり表おもて立だって信仰を貫つらぬいたのはアーシェルひとりだけ。

　しかし彼女をひそかに支し援えんする人々もおり、彼らが後のちの王族と貴族の祖先であると言い伝えられていた。特にアーシェルを崇すう拝はいしていたエルナンドという若者の名は、シルディーン王国の王宮がある付近の地名となっている。

　このように生活に根ね差ざした教えを、どうやったらそんな風ふうにあっけらかんと否ひ定ていできるのかと……アーシェルの眼はそう言っていた。

「ええと、私も、こちらにいらっしゃるみなさんのように、信仰心の篤い方はご立派だと思いますの。ですけどうちの家はすっかり没ぼつ落らくしておりまして、教団の方に満足な寄き付ふ金きんを差し上げられなくて、派は遣けんされてきていた司教の方もお帰りになりましたし……」

　父母は去っていく聖職者の背を見送りながら、「あんな役立たずの金の亡もう者じやがいなくなってせいせいした」と強がっていた。アリシアにも〈翼の祈り〉の教えなど、もう今の世では役に立たないと繰り返し言っていた。

　そのくせ食事の前の祈りや旅立ちの無事を祈る聖せい句くは、自然と口にしているのだ。両親の真ま似ねをしながらアリシアは、二人が〈翼の祈り〉を信じているのかいないのかよく分からなくなっていた。

　だが大半のシルディーン王国の人間にとって、〈翼の祈り〉の教えはそういうものなのだ。生活苦を理由に聖堂に顔を出す暇を惜おしみながらも、漠然と至高き国へ行くことを願う。

「子供の頃から身近にあった教えですから、私も〈翼の祈り〉の教えを信じてはおりますわ。でも、なんでもただで楽に手に入るほうがよろしいではないですの。私は地方伯の家柄ですから、たぶん死後の翼をいただけるのでしょうけど、私の家族の分まで翼を揃そろえようと思うとかなり大変そうですしね」

　食い入るようにアリシアを見ていたアーシェルのまなざしが、卓上に落ちた。

「……そうだ。昔の翼は金では買えなかった。平民はただひたすらに裏切りの罪つみを購あがない、聖女に許しを乞こうしかなかった」

　生前の善ぜん行こうにより死後の翼の強さが決定される。農民たちは生まれながらに神を裏切った原罪を背負っている以上、上位者である貴族や王族に懸命に仕つかえ、聖女への祈りを捧ささげなければ至高き国へ行けない。

「その是ぜ非ひを問う資格は私にはない。しかし、金を払えば手に入る翼になんの意味がある……？　しかもナディールのやつは、もっと悪あく辣らつな方法で金かね儲もうけをしようとしている……」

　卓に敷しかれた布の端を握り締め、アーシェルは悔しそうな顔をしている。

　ガーゼット侯こう爵しやく様さまがそんなことをおっしゃっていたかしら、とアリシアも思い出した。

「そういえばナディール様は、至高き国にも位くらいがあるというお話をしているとか」

「そんなことまで知っているのか!?」

　ぱっと顔を上げたアーシェルが大声を出した。

「アリシア、お前は……いや、お前の夫が手に入れた情報か？　なるほど……ナディールが危険視するのももっともか……」

　情報を整理しようとするように、アーシェルは眉み間けんにしわを寄せて黙り込んだ。

　おかわりっていただけるのかしら、とアリシアがアーシェルの手のつけられていない食事に視線を送った時、廊下が急に騒がしくなった。







　見張りの兵士が制止する声を振りきり、扉が乱暴に開け放たれる。

　何事かと振り向いたアリシアの眼に映ったのは、真っ白い髪を長く伸ばした老女だった。かなり急いでやって来たらしく、白い法衣の首元で翼の紋章と聖女アーシェルの横顔がまだ揺れている。

「この娘が、例の死神姫ですか」

　深いしわに埋うもれた青い瞳が、鋭くアリシアを刺さした。

「あ、はい、私はアリシア・ライセンと申します」

　アリシアは律りち儀ぎに名乗ってみたが、かすかに息を乱した老女は名乗り返してくれない。代わりにアーシェルが落ち着いた声を発した。

「ソルラスカ、アリシアを連れてきたのはナディールだぞ。大方私の希望を汲くんでくれたのだろう。あいつもたまには気の利きいたことをする」

　この方が怖い怖いソルラスカ様、とアリシアはまじまじと老女を見つめた。

〈翼の祈り〉教団第二階梯の高位にある、急進派の最さい先せん鋒ぽう。アズベルグ地方を火で浄じよう化かすることすら目もく論ろんだという狂信者。

「私に相談もせず、愚おろかなことを……」

　つぶやきには、アリシアでさえぞっとするような冷たい憎ぞう悪おが込められている。

「……アーシェル様のお手をわずらわせ、誠に失礼いたしました。すぐに独どく房ぼうに」

「彼女は私の客人だ」

　自分が連れてきた信者に目め配くばせしたソルラスカを、アーシェルがさえぎった。ソルラスカの眼が吊つり上がる。

「何を馬ば鹿かなことを」

「馬鹿なこと？　ソルラスカ。私は誰だ？」

　奇妙な問いかけにアリシアはきょとんとしたが、二人の間では重大な質問のようだ。

「……アーシェル様です」

　ソルラスカの勢いは減じた。その分、内にこもった怒りは根深く、陰いん湿しつな炎となって瞳の底で燃えている。

「そうだ。聖女アーシェルの客人に、お前たちが手を出すことが許されると思うか？」

　心持ち身を乗り出し、アーシェルは居い丈たけ高だかに命じた。

「──……分かりました」

　重々しくソルラスカはうなずいた。瞳の底で燃える火を、さらに激しく燃え上がらせながら。

「従いましょう。あなたが聖女アーシェルなのですから。……今のところは」

　軽くあごをしゃくったソルラスカは、手下らしき信者たちを連れてまたあっという間に出て行ってしまった。







　扉が閉めきられ、室内には再びアリシアとアーシェルの二人きりになった。

「今の方がソルラスカ様ですの。確かにとっても厳しそうな方」

　ちょっとセイグラムに似ているかも、と、本人に言ったら鞭むちで引っぱたかれそうな感想をアリシアは抱いだいた。

「女性で第二階梯にあるなんてすごいですわね。あの方は、よほどいい家の出身なのですか？」

　今までアリシアが見たことがある聖職者のうち、各地の聖堂の責任者になれる第五階梯以上の女性はいなかったと思う。

　それが第二階梯、しかも急進派の代表格とくれば、どれほどの家の出なのか。

「……そんなことまで知っているのか」

「ええ、先ほどレオニア様から。あ、もしかして、どこかの国の王女様とかですか？」

　シルディーン王国には王女はエルティーナしかいないが、〈翼の祈り〉教団はシルディーン以外の国にも影響力を持っている。西のクルセージュなどは聖職者を政治の場から追い出してしまったぐらいだから違うだろうが、他国の王女なら可能性はある。

「……斬ざん新しんな発想だが、それは違う。ソルラスカは先々代の聖女だ」

　笑うべきか、判断に迷うような様子を見せながらアーシェルは教えてくれた。

「あらそうなんですの。ではアーシェル様も、人間になった後は聖職者になられるの？」

「……普通はならない。聖女を降りた娘は、教団内の有力者と結婚し、相手の男は第一階梯に上のぼる」

　にわかにアーシェルの表情が憂うれいを帯おびた。

「その後はただここで、静かに生きるだけだ。……しかしソルラスカはその生き方を拒こばみ、聖職者になった」

「あら、でしたら今のアーシェル様も、いずれどなたかとご結婚なさるのですね」

　アリシア自身も二度結婚した身なので、あっさりそう言ってしまったのだが、アーシェルはにわかに険けわしい眼になった。

「……お前は……」

　急激な反応に、アリシアは急ぎ謝罪した。

「ご、ごめんなさい、立ち入ったことをお聞きしましたわ」

　調子に乗って質問をしすぎてしまったようだ。カシュヴァーン様にもがんばりすぎるなと言われていたのに……と、反省するアリシアに、アーシェルは表情を整えてから口を開いた。

「お前はこの場所を知ってしまった。そうである以上教団は……ソルラスカは、絶対にお前をここから逃がさない。……もしくは、完全に我々の教えに染そめ上げ、ここでのことをよそに漏らさぬようにしてしまうか」

「えっ？　ええと、それはちょっと困るのですけど」

　たった今カシュヴァーンのことを思い出したばかりなのに、「逃がさない」と言われても困る。ユーランがティルナードに施ほどこしたような、火であぶったり手足を折ったりしながらの「再教育」はもっと困る。

　しかし、ナディールは何か勘かん違ちがいをしているようだが、カシュヴァーンたちはよもやラグラドールに〈翼の祈り〉教団があるとは思っていないだろう。……ルアークもあんな怪我をさせられているのだし、尾び行こうできたとは考えにくい。

　──もう、会えないのだろうか。

　我知らず背筋が寒くなり、身じろいだアリシアをアーシェルはこう力づけた。

「心配するな、そんなことはさせない。いずれどうにかして、お前を家族の元へ無事に返せる方法を探す」

　当代聖女らしい気き概がいあふれる言葉に、ためらいがちな頼みごとが続いた。

「だが……それまでは、私の客人でいてほしい。私と会い、話をしてほしい」

「え？」

　先ほど怒らせたばかりだったこともあり、思わずアリシアが聞き返すと、アーシェルはさらに声の調子を落とした。

「お前と話していると、新しい考え方ができそうな気がするんだ。……頼む」

「ええ、もちろんですわ」

　過去を振り返らない主義のアリシアである。ご本人がこうおっしゃるのだから、とにっこり微笑んで答えると、アーシェルもはにかむように笑ってくれた。







　こうしてアリシアは聖女の客人として、〈翼の祈り〉教団本拠地に迎え入れられた。

　アーシェルの希望では部屋も同室に、ということだったのだがさすがにそれは叶かなわず、寝起きは別の部屋となった。眼が覚めるとアリシアはアーシェルの部屋へ連れて行かれ、彼女の手が空いている時は食事を共にし、いろいろとおしゃべりをしたりする。

　もっともアーシェルの仕事というのは本拠地内で毎日行われる朝夕の祈りの際、大聖堂に行って信者たちと共に祈るだけ。それ以外の時間は大抵部屋にいるとのことなのだったが、今日は様子が違った。

「今日のアーシェル様はお忙しいのですね」

　出会ってから二日目の昼、先に用意された食事をたいらげていたアリシアは、ようやく戻ってきたアーシェルにそう言った。

　昼食は一緒に、とのことだったのだが、直前で聖女目当ての客が来てしまったのだ。相手は詳くわしくは教えてもらえなかったが、どこかの国の貴族で、熱心な〈翼の祈り〉の信者だという。

「……たっぷり寄付をしてくれた相手らしくてな」

　言葉少なに応じながら、アーシェルはアリシアの向かいに腰掛けた。

　よほどの信仰心があるか、もしくは多額の金を払えば聖女に会えるとはカシュヴァーンも言っていたが、聖女本人は限りなく憂ゆう鬱うつそうだ。慎つつましい食事に手をつける様子もなく、その眼はぼんやりと窓の外に広がる海を見ている。

　アリシアは外に出してもらえないので全容が分からないが、〈翼の祈り〉教団本拠地は二階建てで、高い崖がけの上に建っており、どこに行っても潮の匂いがする。中でも聖女のために用意されたこの部屋は、かなり海に近い。

〈翼の祈り〉の教えは海を恐おそれているのに、どうしてその本拠地がここにあるのか。不思議に思って尋ねたアリシアに、この間アーシェルは「この場所が、かつてアーシェルが自ら飛び降りた場所だとされているからだ」と教えてくれた。

「外に出たいか？」

　無意識に窓の外、伝説の生まれた崖を眼で探していたアリシアの心を読んだように、アーシェルがそう誘ってくれた。

「え、でも、よろしいの？　ソルラスカ様やナディール様に怒られません？」

　ソルラスカとナディールは初日以降姿を見せないが、アリシア及びライセン家への対応を巡めぐり、激しく言い争っているのを見たとアーシェルは言っていた。そんな二人の見解が、差し当たってアリシアを軟なん禁きん状態に置くことだけでは一致しているとも。

「行こう。どうせこの向こうはすぐ崖だ。逃げられるような場所ではない」

　アーシェルは立ち上がり、アリシアにしたのと同じ説明を扉の外にいた見張りに行い、無理やり許可を取った。







　ダーレンの街に近い海岸を歩いた、あの時よりさらに速い潮風が崖の向こうから吹きつけてくる。乾いた大地にわずかに生えた草も、風の勢いに押されてまるで最初からそうだったように、一定方向に向けて地面に押しつけられていた。

「すごい風ですわ……！」

　あまりの勢いにアリシアはちょっとよろよろしてしまうが、アリシアよりよほど風の影響を受けそうなアーシェルは平気ですたすた歩いていく。微び妙みように体を斜めに傾かたむけ、ぎしぎしと鳴る偽物の翼の正面で風を受けないようにしながら、手を貸してくれる余裕があった。

「今日はひときわ風が強いな。大丈夫か？　気をつけろ、落ちたらすぐ下は海だ」

　あまりの風で眼鏡までずれてしまい、途中からアーシェルの手の感触のみを頼りに歩いていたアリシアは、立ち止まってどうにか眼鏡のずれを直した。

　眼前に広がるのは切り立った崖と、どこまでも続く荒れた海。

〈翼の祈り〉の信者であろうがなかろうが、本能的な危機を感じてしまう光景だが、アリシアは違った。

「……まあ……ここが、アーシェル様が飛び降りた場所!!」

「ッ!!　ばっ、こらッ、危ない!!」

　興こう奮ふんして身を乗り出したアリシアの手首を、アーシェルが慌あわてて摑んだ。

　ぐいっと引き戻されつつアリシアは、崖の下の光景を見た。かなりの高さがあることに加え、眼鏡をかけてなお怪あやしい視力しかない身には詳しいところは不明だが、崖に荒い波がぶつかっては砕くだけた波は頭とうが激しく飛び散る様は分かった。

「も、申し訳ありません。でも、本当にとても高いですのね……!!　アーシェル様のように翼がなければいちころですわ……!!」

　恐怖は感じているのだが、そのこと自体に喜んでいるアリシアのつぶやきをアーシェルはそっと否定した。

「……そうでもないぞ。何人かは、助かっている。私もそのひとりだ」

「えっ？　ここから落ちたことがおありですの？」

　驚いてアリシアが聞くと、アーシェルは遠くを見るような眼をしてうなずいた。

「落ちたというより、落とされた。……聖女アーシェルの役には、体に重りをつけた候補者の娘をまとめてこの崖から落とし、一番長く浮いていた者が選ばれるのだ。聖職に相応ふさわしき者は水に沈まぬ、それが教団の教えだからな」

「……まあ……」

　じゃあ、ソルラスカ様もここから落とされたのね……とアリシアがさらに好奇心を募つのらせていると、

「……お前は、ライセン強公こう爵しやくやらと結婚して、どうだ」

　風に負けてしまいそうな声で、唐とう突とつにアーシェルが尋ねてきた。

「え？　どう……とおっしゃいましても」

「楽しいか」

　やけに真剣な表情のアーシェルは、少しだけアリシアより背が高い。自然に彼女の顔を見上げることになるアリシアは、恥ずかしくなってすぐにうつむいた。

「あ、はい……とても、楽しいです……」

　アリシア的にはカシュヴァーンと結婚して以来、楽しいことばかりだ。

　特に今年になってからは楽しさの度合いが増した。視線を交わし、微笑み合い、手を繫つないで、口づけをする。どれひとつ取っても「おなかが痛」くてたまらない。

　──……会いたい。

　次から次に起こる出来事に紛まぎれ、意識から追いやられていた想おもいが急に強くなった。

　でも、またしばらく会えない日々が続きそうだ。段々しょんぼりしてきたアリシアに、アーシェルはなおも問いかける。

「顔も見たことのない男と結婚するのは……嫌ではなかったのか？」

「いえ、別に。最初に結婚した方もそうでしたし、お金持ちだと聞いていましたから」

　事もなげに答えると、アーシェルの表情が暗くなった。

「……そうか。私は、顔も性格も知っている男と結婚することになりそうだが……だから嫌なのか」

「あら、どなたと、いえ、もが」

　うっかり聞いてしまったアリシアは、先日結婚についての質問をしてアーシェルを怒らせたことを思い出して口をふさいだ。

　しかし今日のアーシェルは、この話をするつもりだったのだろう。怒ることなく答えてくれた。

「このままいくと私は、ナディールと結婚することになるだろう。ユーランは死んだからな」

「あら……ユーラン様も花はな婿むこ候こう補ほでしたの？」

「天てん罰ばつ」により死亡したユーラン。ティルナードの前ぜん後こう見けん人にんであり、彼を教団が扱いやすいおぼっちゃんとして大切に育ててきた男。

「そういえばあの方も、第三階梯以上の高位の聖職者でしたわね……では、やはりいい家の出でいらっしゃるの？」

　聖女や王女ではないわよね、と思いながら質問したアリシアにアーシェルはちょっと意外そうな顔をした。

「これは知らないのか？　ユーランは、スタンバール宰さい相しよう家けの出身だ」

「えっ……まあ、ではイーダル・スタンバール様の!?」

　アリシアはすっとんきょうな大声を出した。

「ああそうだ。息子らしい」

　シルディーン王家を支える宰相一族。ユーランがその血筋に連つらなる者とは驚きだ。

　カシュヴァーン様はご存じなのかしら、と思いながら、アリシアはひとつ前の質問に戻った。

「アーシェル様は、ナディール様との結婚がお嫌なのですか？」

「……嫌だ」

　率そつ直ちよくにアーシェルは答えた。

「あら、でも結構美形でいらっしゃるようですけど」

　前にルアークか誰かが言っていたのを受け売りしてみるが、アーシェルはもう一度「嫌だ」と繰り返した。

「美しい男ではある。だが自分でそれが分かっていて、利用しているのが嫌だ。……教団に入ってくる女に、片かたっ端ぱしから手をつけている。そして、手をつけた女を利用している」

　そんなことは以前リュクもぼやいていた。可愛かわいい子はみんなナディール様のところに行ってしまう、と。

「あいつにとって、〈翼の祈り〉の教えは手段に過ぎない。以前からろくな奴ではなかったが、最近私と結婚できるものと思ってますます調子に乗っている。勝手に至高き国に位とやらを作り、貴族たちの不安を煽あおって醜みにくい商売を行うような奴とは、結婚などしたくない」

　よほど言いたいことが溜たまっていたのか、普段冷静なアーシェルにしては珍しく語気が荒い。

　アリシアはナディール様はなかなか眼のつけどころがいいわ、と以前から思っていたが、カシュヴァーンも怒っていたことを思い出しとりあえず黙っていた。

「第一、現在の教団のやり方では、聖女はただのお飾りに過ぎない。普段はもったいぶって姿を隠し、忠義か金を払ってくれた相手の前にだけ現れ、肝かん心じんの教団運営は第一階梯と教団総会に握られている。私はそれが嫌だ。……その点だけは、ソルラスカに賛成だ」

　ひととおり怒りを吐き出したアーシェルの言葉の一部に、アリシアは疑問を感じた。

「あら、教団の運営は第一階梯の方が行っていらっしゃいますの？　では、その方もナディール様のお考えに賛成していらっしゃるのね」

　聖女との婚こん儀ぎにより得られるという第一階梯。その地位にある男の名前は、今までの会話にはまったく出てこなかったが、彼も賛さん同どうしているからナディールが商売に精を出せるのだろう。

　しかしアーシェルはため息をつきながら首を振る。

「……ノートレー様は、教団の行く末などどうでもいいのだ。あの方が興味があるのは女遊びだけ。ある意味ナディールより無害ではあるが、あの方の無関心のせいで第二階梯の連中はやりたい放題だ」

　軽けい蔑べつも露あらわに唯ゆい一いつの第一階梯の男の名を呼んだ後、アーシェルは口の端を歪めた。

「……もっとも、ノートレー様をあそこまで堕だ落らくさせたのもナディールとの噂はある。自分が手なずけた女を次々とあの方の寝しん所じよに送り込んだとか」

「まあ、ナディール様はそんなことをなさっているんですか。きっとたくさんの女性に恨まれておいででしょうね……」

　アリシアの好む本であれば、ナディールにはそろそろ生いき霊りようか死し霊りようによる復ふく讐しゆうが始まりそうだ。恋愛にまつわる恨みは大体下半身のどこかに異変を生じさせるようだが、なぜなのかしらと思考を脱線させかけていると、

「これで分かっただろう。少なくとも今の〈翼の祈り〉における聖女の役目は、ただの象しよう徴ちよう。何も知らない信者たちにかしずかれながら、何もできずにここに閉じ込められている」

　己の無力を嘆なげくアーシェルの声があまりにも苦く渋じゆうに満ちているので、アリシアは元気づけるつもりで言った。

「でも、あまりお仕事をしなくていいのにみんなに崇あがめられて、それで衣食住の世話をしてもらえるなんて素晴らしいですわ」

　前述どおり聖女の仕事とは、本拠地内で行われる朝の祈りと夜の祈り、それに突発的に入る熱心な信者との面会だけ。文句どころか私語ひとつ口にしない信者たちが、すべての雑務を行ってくれる。

　結構いいのではないかしら、とアリシアは素そ朴ぼくに思ったのだが、アーシェルは非常な衝しよう撃げきを受けたような顔をしていた。

「……お前は、本当に、すごいな……」

　ちょっと眼の端が引きつっているが、やがてそれも収おさまり、彼女は静かに面おもてを伏せた。

「そうか、そうだな、私は確かに恵まれている……だからこそ、聖女の名に相応しい行動をすべきなのだ……」

　生き真ま面じ目めな独白をしているアーシェルに、アリシアは代だい替たい案あんを出してみた。

「あの、ナディール様がお嫌なら、レオニア様ではどうですか？」

「レオニア？」

　心底驚いた様子でアーシェルはその名を繰り返す。

「お気に入りだとお聞きしたのですけど……違いますの？」

「……まあ、気に入っていないこともないが、いくらなんでもそれはない。あいつは第五階梯だし、私と結婚するには位が低すぎる」

　考えたこともなかったらしく、アーシェルは曖昧につぶやいてから話題を変えた。

「例の件については、レオニアに方法を探してもらっている。あいつはああ見えて優秀……だと思う。やる気も……たぶん、ある。いつもに比べれば、比較的ちゃんと起きて活動している……はず……だ」

　レオニアの見た目としゃべり方がやる気がなさそうなのは、アーシェルも認めているようだ。断定を避さけた結果、彼女の話し方はレオニアそっくりになった。

「……すまないな。私には頼れる者が少ない」

　悄しよう然ぜんとしたアーシェルに謝られ、アリシアはとんでもないと首を振る。

「お気になさらないで。あの……でも、レオニア様は急進派の方なのでしょう？　信用なさって大丈夫ですか？」

　以前は穏おん健けん派はの中に急進派の間かん諜ちようとして潜もぐり込み、ユーランに「天てん罰ばつ」を与える武器を作ったレオニアだ。アーシェルとは確かに仲がいいようだが、アリシアを逃がすことは急進派に弓引くことではないのか。

「……そこは正直、私にも分からん。だがレオニアは、お前のことを気に入っているようだ。そもそもお姫様を逃がしてやろうと、私に持ちかけてきたのもあいつだしな」

　アリシアが連れてこられたことのみならず、レオニアはそんなことまでアーシェルに進言していたらしい。

「ナディールたちが何か企たくらんでいる、という可能性もあるが、やり方が回りくどすぎる。大体レオニア自身、食うために教団入りしたような奴だ。急進派に身を寄せているのも、逆らうのも面倒だからと言っていたし……」

　断言できずすまない、と結んだアーシェルにアリシアはまた首を振った。

「他に信用できる方がいらっしゃらないのなら、とりあえず信じてみるしかないですわ。それに、カシュヴァーン様たちも私のことを探していらっしゃると思いますし」

「……仮に場所が分かったところで、下手に乗り込んでくれば一気に我々と全面対決になってしまう。お前の夫は頭が切れるとは聞いているが、迂う闊かつなことをされると……」

　かえって深刻な様子になったアーシェルが、はっと顔を上げた。

「らーら、らー、らー、らららー」

　小さな子供のような、無む邪じや気きで楽しげな歌声にアリシアも振り向いた。するとそこには、二人の侍じ女じよらしき女性に付き添われた金髪の女性が立っていた。

　白いものが交まじり始めた髪や、張りを失い始めている肌を見るに三十代から四十代。だがその顔に浮かぶ笑みは幼女のようにいとけなく、足取りは酔よっぱらいと踊り子の中間だ。

「パーシア様……」

　アーシェルが小さく彼女を呼んだ。

「パーシア様、いけません、戻りましょう！」

　パーシアの侍女たちもアーシェルとアリシアに気づいた。慌てて主あるじの腕を引き、戻ろうとしたが、それより先にパーシアの眼が崖に立つ二人を捕とらえた。

「危ない！」

　楽しげな歌声が絶ぜつ叫きように変わる。

　いきなり気け色しきばんだパーシアが近づいてきて、自分の手を摑んだのでアリシアはびっくりしてしまった。

「あの、パーシア様とおっしゃるの？　私はアリシア・ライセ……」

「危ない、危ない、危ない!!」

　毎度律儀なアリシアの名乗りは今回も無視された。アーシェルも腕を摑まれ、二人揃ってものすごい力で崖から遠ざけられる。

　満足のいく距きよ離りが取れたのか、やっとアリシアたちから手を離したパーシアは、突然童どう女じよの笑みを取り戻して尋ねてきた。

「あら、あなた、だあれ？」

「あ、ええと、アシリア・ライセンと申します」

　変だと思わなかったわけではないが、聞かれたのでアリシアはもう一度名乗った。隣となりのアーシェルは、その様を固かた唾ずを吞のんで見守っている。

「アリシア？　アリシアね！　私パーシア！」

「パーシア様ですわね、ご機嫌よう」

「ご機嫌よう！」

　何が嬉しいのか、きゃらきゃらとご機嫌で笑ったパーシアが、アリシアの手を握ってきた。

「遊びましょう!!」

「あ、はい、あ、では、アーシェル様も」

　アリシアがそう言ったのは、一緒にいるのだからというごく単純な理由からだった。だが呼ばれたアーシェルは度ど肝ぎもを抜かれた顔をし、パーシアも小首をかしげる。

「今のアーシェル、遊んでくれる？」

　きらきらと光る眼でパーシアは尋ねる。濁にごりも曇くもりもない、俗世から完全に離れた瞳。

「……あ、いや、私は……」

　狼ろう狽ばいしたのも束つかの間ま、アーシェルの口元にゆっくりと微び苦く笑しようが広がる。

「……遊びましょうか、パーシア様」

　それを聞いて、パーシアの眼がもっときらきらと輝かがやいた。

「嬉しい！　みんなで目隠し遊びしましょ!!」

「あら、それは楽しそうですわ」

　侍女たちは顔を見合わせているが、アリシアも楽しくなって相槌を打った。パーシアがどういう人かはよく分からないが、敵意はなさそうだし目隠し遊びは面おも白しろい。

「……そうか、一緒に遊んで差し上げればよかったのか……ただ哀あわれに思うだけでなく……」

　何か大切なことに気づいたような表情で、アーシェルがひとりごちる。

「アーシェル様？」

　不思議そうにアリシアが聞くと、アーシェルは穏おだやかに微笑んだ。

「いや、いいんだ。……お前は本当に面白い娘むすめだな、アリシア。人によっては死ぬほど腹が立つだろうが」

　しみじみとつぶやく顔には静かな決意が満ちている。

「私もぐだぐだと思い悩む暇があったら、行動を起こすべきだと分かった」

　まずは目隠し遊びをするかと、アーシェルはそう言ってもう一度笑った。








　第四章　空を目指して







　昼間から燭しよく台だいの火が揺ゆれる、閉ざされた薄暗い部屋の中で歓かん声せいが上がる。

「アリシア、アリシア見て！　できた!!」

「あら、とってもお上手ですわ、パーシア様」

　寝台の上で一いつ生しよう懸けん命めい作業をしていたパーシアが、誇ほこらしげに差し出してきた物を見てアリシアは微笑ほほえんだ。

　余り布を丸めて作った球たまに、〈翼つばさの祈いのり〉教団本ほん拠きよ地ちにわずかに自生している小さな花や、きれいに磨みがいた石が貼はりつけてある。アズベルグでは祭りのたびに娘たちが作る、丸い飾り物を真ま似ねしたものだ。

「私もできましたわよ、ほら」

　そう言ってアリシアが差し出した物に、パーシアは眼を輝かがやかせた。

「わあ、アリシア、上手ね！　これが豚の頭ず蓋がい骨こつ？」

「そう、この石のところが眼、ここが鼻ですわ」

「このお花は？」

「ああ、この豚は女の子なんですの」

「だから飾りをつけているのね！」

「いいえ、それはこの豚の急所ですわ。ここを狙ねらうと私はいちころ！　と男性を誘さそっているんですのよ」

　ジェダに習ったのだけど合っているわよね、と思いながら、アリシアは説明した。

　初めてパーシアに会った日以来妙みようになつかれたアリシアは、アーシェルの口くち添ぞえもあり最近ほとんどをパーシアの部屋で過ごしている。……聖女となったことをソルラスカに妬ねたまれ、陰いん湿しつな嫌いやがらせの果はてに海に突き落とされて以来、心が子供に戻ってしまったという彼女と。

　聖女になった時にも一度あの崖がけから海に落とされたはずだが、選抜のための儀ぎ式しきと殺害目的では大違いだ。命だけは助かったものの、三十代のはずのパーシアは、アリシアより幼い子供のような振る舞いで自分を守っている。

　無論事が事なので箝かん口こう令れいがしかれている、お前もおおっぴらに言ってはいけないともアーシェルは教えてくれたが、教団内では暗あん黙もくの了解であるようだ。ソルラスカが聖女を降りたのに聖職者として権勢を振るっているのも、そのことに起因しているとか。

「アリシア、次は隠かくれんぼしましょ！」

「ええ、よろしいですわよ。あら、外に出ますの？」

　狭せまい室内では隠れる場所も限界があると見てか、パーシアは戸口に向かった。そこには彼女づきの侍じ女じよ二人組がいて、突然のパーシアの行動に困った顔をしている。

「パーシア様、あの……外は、ちょっと……」

「隠れんぼをしたいの!!」

　だだをこねるパーシアは、態度は子供でも体は大人。しかも子供特有の容よう赦しやのない腕わん力りよくを発はつ揮きすることがあり、侍女たちは彼女を持て余し気味である。

「パーシア様、この方たちを困らせてはいけませんわ。もっと楽しい急所の話をして差し上げますから」

「嫌！　隠れんぼをするの!!　アリシアとするの!!」

　アリシアの妥だ協きよう案あんに乗らず、なおもパーシアは外に出て行こうとする。侍女たちはパーシアに危害を加えてはいけないとも言い含ふくめられているようで、強ごう引いんに止めることもできずおろおろするばかり。

　そのうちパーシアは隙すきを突き、扉とびらの外へと出て行ってしまった。

「パーシア様!?」

「私隠れるから！　アリシア、十数えてから来て!!」

　勝手な宣せん言げんを残し、法ほう衣いの裾すそをひるがえして駆かけていく先代聖女を、侍女たちは途方に暮くれたように見送り……そして、さも申し訳なさそうに、アリシアに頼んだ。

「あの……アリシア様、申し訳ありません、パーシア様をお願いできますか？　私どもの言うことは、なかなか聞いて下さらないので……」

　ここ数日ですっかりお馴な染じみになった台詞せりふに、アリシアは笑ってうなずく。

「アーシェル様がお見えになったら、隠れんぼをしていますとお伝えくださいね」

　それだけ言い置いたアリシアは、パーシアを追いかけて部屋の外に出た。

　最初はアリシアを離したがらなかったアーシェルだったが、最近妙に忙しそうで、食事も一緒にできないことが多い。しかし時折この部屋を訪ねてきては、のんきに遊んでいるアリシアとパーシアを微笑ましそうに見守り、時には遊びの輪に加わってきたりするのだ。

　脱出についてはまだ吉きつ報ぽうが聞けていないが、せっついても仕方がない。ついでにここの構造も調べられるし、と思いながら、アリシアはパーシアを探し始めた。







　似たような扉が等とう間かん隔かくに並ぶ廊ろう下かを、左右を見回しながら歩いていく。

　いまだ海に怯おびえるパーシアのため、彼女の部屋はすべての窓がふさがれているのだが、一歩外に出るとこの建物の中ではどこからか必ず潮しお風かぜが吹いてきた。

「パーシア様はどちらに向かったのかしら……」

　とっくに姿は見えないが、パーシアが行けるところは限られている。なぜならパーシアやアーシェルたちの部屋があるのは〈翼の祈り〉教団本拠地内の二階の端、通称「聖女域」と呼ばれる一角だからだ。

　そこは現在の聖女とかつての聖女、及び彼女たちの世話をする女性信者たちしか入れない場所。他の区域との境さかい目めには屈くつ強きような見張りが立っているため、パーシアはもちろんアリシアも「聖女域」より外には出られない。

　聖女アーシェルが飛び降りたという海に臨のぞむ崖の方面には行けるが、パーシアはひとりで海には近づかない。となれば、建物のどこかに隠れているはず。

「パーシア様、パーシア様ー。どこにいらっしゃるの？　見つけてしまいますわよぉー」

　隠れんぼにつきものの声がけをしながら、アリシアは無人の廊下を歩く。「聖女域」は広さの割に入ることができる人間が少ないので、歩けども歩けども誰とも出会わない。

「パーシア様ぁー。うふふー、捕つかまったら大変ですのよぉー、怖こわぁい怖ぁい怪物に、頭からばりばりと……」

　延えん々えん続く廊下と扉、という悪夢的状況に毒されてきたアリシアは、「聖女域」に相応ふさわしくないことを口走り始めた。歩き方まで怪物らしく、大おお股またを意識してどすどすやっていると、

「お困りなのですか？」

　声は、ずらりと並んだ扉のひとつから聞こえてきた。

　驚いたアリシアがそちらを見ると、扉の隙間から顔を覗のぞかせているのは見知らぬひとりの少女。年齢は五つほどか、つぶらな瞳でこちらを見ている。

「あら、あなた……たちは、誰？」

　アリシアが尋たずねている最中に、扉の向こうに少女の顔が二つ増えた。しかもまだ後こう続ぞくがいるらしく、前の三人は見る間に扉に押しつけられて苦しそうにしている。

「あら、ちょっと、大丈夫？　無理をしないで」

　自分の腰ほどしか身長のない子供たちが、押し合いへし合いしているのを見てアリシアは止めようとした。だが、

「大丈夫です！」

「お困りなのでしょう、お助けします！」

「私に任まかせて下さい、必ずお助けします！」

　舌っ足らずな声で「お助けします」を連れん呼こした少女たちが、扉からあふれ出してくる。口では健けな気げなことを言っているのに、互いを横目に見ながら、我先に飛び出そうとする姿からは競争心しか感じられない。

　程なく廊下に出てきた少女たちは合計六人。いずれも〈翼の祈り〉教団の聖職者が着る法衣に身を包んでおり、きょとんとしているアリシアを取り囲んで口々に叫さけぶ。

「お困りなのでしょう」

「私がお救いします」

「どうしてほしいのですか」

「祈りましょうか」

「あ、あら、え、ええと」

　少女たちの輪の中央部で、アリシアは困ってしまって眉まゆ根ねを寄せた。

「そうね、大勢で探したほうが簡単に見つけられるとは思うけど、それだと隠れんぼの醍だい醐ご味みが全くないわよね……」

　好意はありがたいが、遊びに手助けはいらない。この子たちも隠れんぼに誘えばいいかしらと思いついた矢先、騒さわぎに誘われたかパーシアが自みずから姿を現した。

「アリシア、何してるの？　その子たちは誰？」

　不ふ思し議ぎそうにパーシアは聞いてきた。彼女もこの少女たちのことを知らないようだ。

「あら、パーシア様もご存じないの？　でもここには、聖女とその関係者以外、誰も……あの、ごめんなさいね、危ないから放して下さる？」

　話している間にもさかんに手や服を引っ張られるので、つまずきそうになってしまう。

「そうだわ、パーシア様。この子たちも一緒に隠れんぼを……」

　思いつきを口にした時、アリシアに群むらがっていた少女たちのひとりが何かに気づいてひっと息を吞のんだ。

　ひとりが慌あわてて床ゆかに伏すと、他の五人もたちまち同じ行動を取り始める。六人の少女が残らず平へい伏ふくしたところに、床を乱暴に蹴けりつけながら近寄ってきたのは、なんとソルラスカだった。

「お前たち、ここで何をしている!!」

　まなじりをきつく吊つり上げ、強い口く調ちようで怒ど鳴なられてアリシアは首を竦すくめた。

　しかしパーシアの反応は、首を竦めるどころではなかった。

「ごめんなさい、ごめんなさいごめんなさい！」

　いきなり直立不動の姿勢を取ったパーシアが、半泣きで謝り始めたのでアリシアは仰ぎよう天てんした。

「あ、あら、パーシア様……？」

「私は人間です、私はもう人間です!!　ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい……!!」

　パーシアの怯おびえが伝でん染せんしたか、床に伏した少女たちも震ふるえながらすすり泣き始めた。アリシアは呆あつ気けに取られながら、とりあえずこの場でただひとり、平静を保たもっているソルラスカを見上げる。

「あの、これは一体……」

　戸と惑まどいながらソルラスカを見たアリシアは、自分の間違いに気づいた。

　彼女は平静ではなかった。笑っていた。泣き叫ぶパーシアと、怯えて地に伏す六人の少女たちを見み下おろし、ひどく心地よさげに。

　かつての聖女であり、現在も高い地位にある聖職者とは思えぬ、邪じや悪あくな笑みがその口元を歪めている。水みな底そこの国の怪物もかくやとばかりの、悪意に満ちた表情。

　パーシアは、このソルラスカに海に突き落とされたのだ。それを思い出し、アリシアははっとしてパーシアを庇かばう位置に立つ。

「パ、パーシア様をいじめないで下さい……!!」

「……いじめる？」

　素そ知しらぬ顔で笑みを消したソルラスカは、彼女にしては優しい声を出す。

「とんでもない。私はただもう少し、パーシア様にもアリシア様にも注意して行動していただきたいだけです。特にパーシア様は、また海に落ちるのがお嫌なら、無む闇やみにうろうろするのはおやめになったほうがよろしいかと」

　上うわっ面つらだけの進言に、パーシアはなおも「ごめんなさい」を繰り返している。アリシアの背にすがりつき、必死になってその陰かげに隠れようとしているのが痛ましい。

「お前たちもだ。聖女候補から外はずされたくなければ、さっさと部屋に戻れ!!」

　激しい叱しつ咤たに、六人の少女たちは飛び上がった。謝罪の言葉をつぶやきながら、我先に出てきた扉の中に駆け戻る。

　最後にソルラスカ自身も、同じ扉に手をかけた。まだパーシアを背に庇っているアリシアを、冷たい視線が撫なでる。

「アリシア様、あなたの処しよ遇ぐうはまだ決まっていないのです。アーシェル様の客人だからといい気になっておいでのようだが、聖女交代の時期は迫せまっています」

　聖女を降りた娘は人となり、ここで静かに暮らしていくだけの存在となる。

　ソルラスカと同じ派は閥ばつのナディールが次の第一階かい梯ていとなり、名実ともに教団の支配者となったその後、アリシアを客人として遇ぐうする必要性があるだろうか。

　暗におとなしくしていろ、と匂わせ、ソルラスカはそのまま扉の向こうに消えた。







　自分たち以外誰もいなくなった廊下で、アリシアとパーシアは同時にほうっと息を吐はく。

「本当に厳きびしい方……セイグラムを基準にすると、三セイグラムぐらいね……」

　新しい単位を発明したアリシアの背後で、パーシアは安あん堵ども束の間ぶるぶると身を震わせている。

「殺される」

　不ふ穏おんな言葉に一瞬胸ときめかせてしまったアリシアだったが、パーシアの虚うつろなつぶやきは切せつ迫ぱくしたものを帯おびていた。

「みんな殺される。落とされる。沈しずめられる。誰も助からない。誰も……」

「パーシア様、大丈夫です。ソ……いえ、あの方はもういません。私個人的には海に入ってみたいと思っておりますけど、あなたを突き落としたりしませんから、安心して……」

　とにかく落ち着かせようと、話しかけたアリシアの肩を不意にパーシアが摑つかんだ。

「右」

「え？」

　真剣な声でそれだけ言われ、アリシアは眼を丸くした。

「右？　右に何がありますの、パーシア様？」

　言われたままに右を向いても、無人の廊下と扉が並んでいるだけだ。

　詳くわしく聞こうと正面に視線を戻したアリシアは、パーシアの表情を見てもっと驚いた。

「……パーシア様……？……」

「落ちたら、右に行きなさい」

　優しさと知性を同居させた上品な女性が、憂うれいのまなざしでこちらを見ている。

















　かつての聖女アーシェルに相応ふさわしい姿がそこにあった。が、

「右！　右!!　右ッ!!」

　大人びた表情が持続したのは、まばたき三つほどの間。パーシアは最も早はや少女ですらなく、腹を空すかせた赤ん坊のように叫び出した。

　訳が分からず、黙っていることしかできないアリシアだったが、そこへ顔色を変えたアーシェルが走ってきた。

「パーシア様、アリシア!!」

　当初は隠れんぼの仲間入りをするつもりで来たのかもしれないが、ただならぬ様子を察したのだろう。なおも「右！」と叫んでいるパーシアの腕うでを、一瞬のためらいの後摑んだ。

「アリシア、一体何があった！　お前がこの方に何かしたのか!?」

　まさかの思いを込めながらの質問に、アリシアはとりあえず首を振った。

「いえ、私は何も……隠れているところも見つけられなかったぐらいですし」

　アーシェルの登場で気が殺そがれたのか、いったんおとなしくなったパーシアに聞こえないように、アリシアはそっと耳打ちした。

「実はつい先ほどまで、ソルラスカ様がいらしたんです。あと、ええと、あの子たちが次の聖女候補なのかしら？　五歳ぐらいの小さい子が、六人いましたわ」

　大体の事情を摑んだらしく、アーシェルは苦い顔をした。

「……聖女候補が出揃った、とは言っていたな。迂う闊かつだった、もう本格的に準備を始めていたのか……」

　あの少女たちの誰かが、次のアーシェルというわけらしい。どうやらたまたま未来の聖女を「聖女域」に連れてきたソルラスカと、不幸な遭そう遇ぐうをしてしまったようだ。

　聖女交代の時期は、近隣の国で成人とみなされる十八歳を当代聖女が迎えるころに行うのが習わしだとか。アーシェルはアリシアより少し年上のようだから、聖女でいられる時間は残り少ないだろう。

「……もう、アーシェルの地位を降りられますの？」

　アリシアが尋ねると、アーシェルは静かにうなずいた。

「ああ、もうそろそろだな。だがその前に……やるべきことがある」

　ささやき合っているところに、遅おくればせながらパーシアの侍女たちが現れた。パーシアをなだめる役は彼女たちに任せ、アリシアとアーシェルはひとまず当代聖女の部屋へと引き上げることにする。

　その道すがら、アーシェルは決意のまなざしでアリシアを見つめ、いったん中断していた話を再開させた。

「アリシア、お前をここから逃がしてやるための準備が整った。決行は明日の朝だ」







　翌朝、アリシアは初めてアーシェルが朝夕祈りを行う〈翼の祈り〉の大聖堂に入った。

　正面入口の扉が一いつ対ついの広げられた翼を模もしているなど、レイデン地方の山奥で見た聖堂との共通点が多い。無論ユーランたちは大聖堂を真似して自分たちの聖堂を建てたのだろうが、規き模ぼは圧倒的に本ほん家けが上だ。

「まあ、たくさん人がいますのねえ」

　最初は美しい弓形を描く高い天てん井じようや、王宮でも見たような〈翼の祈り〉にまつわる絵物語がびっしりと彫ほり込まれた太い柱に気を取られていたアリシアは、改めて場内を見回して感心した。

　しばらく人ひと気けのない「聖女域」にいた上、本拠地の全容がいまだ不明だったのでぴんとこなかったのだが、集まった人々は優に数百人を超えているのではないだろうか。驚くべきことに、中にはちらほらとラグラドール人らしき姿も交じっている。

　ラグラドール人が信じるのは、大地の女神ではなかったのだろうか。それともみなさん〈灰色〉の方なのかしら、とアリシアが思っていると、前を行くレオニアに注意された。

「静かに、お姫様……もう始まる……」

　一般信者たちとは少し離れた、高位の聖職者用に用意された長ちよう卓たくへと先導する彼の背を、アリシアはおとなしく追う。そこは正面に高くしつらえられた壇だんの一番近くで、もうすぐ姿を現すはずの聖女アーシェルがもっともよく見える場所だ。

　そのアーシェルから逃がしてやる、決行は今日だと言われてはいるが、具体的なことはほとんど聞かされていない。

　アリシアがうっかり口を滑すべらせることを危き惧ぐしているのだろうが、指示はひとつ。『朝の祈りに参加しろ』。

　レオニアに世話を頼んだとかで、朝から彼が「聖女域」の入口まで迎むかえに来てくれたが、そのまま逃げ出すようなこともなく大聖堂まで来てしまった。おまけに座るよう指示された卓には、当たり前にナディールやソルラスカがいる。

　二人ともアリシアが来ることは聞いていたのだろう。何も言わなかったが、この距きよ離りに彼らがいるのでは下へ手たなことはできなそうだ。

「もしかして、今日は中止と伝え忘れていらっしゃるのかしら……」

　口の中でぶつぶつ言っていると、一般信者たちがざわめき始めた。

「アーシェル様だ」

　前方の壇上に、袖そでから進み出てきたのはアーシェルである。高い位置から差し込む朝の光が、背負った翼を白く輝かせていた。

　元々当代アーシェルは美しいのだが、今の彼女は正しく聖女。そのたおやかな姿とは裏腹に、ただひとり神への信しん仰こうを貫つらぬいた誇り高き聖なる娘。

　おお、と声ならぬ声が上がり、何人かが感かん極きわまったように祈りの姿勢を取る。反応からしてアリシア同様、初めて朝の祈りに参加した者のようだ。

　あの人たちはよほど信心深いのかしら、それともたくさんお金を払ったのかしら。アリシアがそんなことを考えている最中、壇上のアーシェルが口を開いた。

「翼の元に集つどう者たち、おはよう」

「おはようございます、アーシェル様!!」

　聖女の挨拶に数百人の声が応じ、彼らは手に手に教典を持った。アリシアも事前に渡されていた教典の一頁目、「朝の祈り」の項目に視線を落とす。

　ところがアーシェルその人は、手にした教典を小さな台に置いてしまった。

「朝の祈りの前に、今日はお前たちに少し話したいことがある」

　聴ちよう衆しゆうは戸惑ったようにざわめき、そしてひとりがこう叫び始めた。

「アーシェル様のお言葉をいただけるのですか……！」

「なんという僥ぎよう倖こう、ありがとうございます……!!」

　毎日同じように繰り返される祈りも無論ありがたい。しかし今日は教典には載のっていない、聖女の新たな説せつ法ぽうが聞けるのかと、信者たちは喜びに眼を輝かせている。

「あら、ではアーシェル様はこのために私をお呼び下さったのかしら？」

　去年から二度も〈翼の祈り〉教団の教典しかないところに閉じ込められていたので、アリシアはもう大体中身を覚えてしまっていた。違う話が聞けるなら、とわくわくしながらアーシェルを見上げてみるが、壇上の聖女は聴衆の勢いに気け圧おされたように固まっている。

「──ああ、そうだ。新しい……お前たちの知らない、話をする」

　ひとつ息を吸い、アーシェルがそう前置きしたと同時に、ソルラスカとナディールが何事かささやき合った。

　指示の言葉は二人から周囲にはべる部下たちへ、部下たちから兵士たちへと広がっていく。どうやらこの展開はアーシェルの独断らしく、さりとて聖女の行動を表おもて立だって制止もできず、対処の準備をしながら様子見というところか。

「……？　レオ……もが」

　何か聞いているのかと、レオニアに聞こうとしたら、大きな手で口をふさがれた。そして彼はもう片方の手で、アリシアの手首をぎゅっと摑んだ。

「我らが教えの源みなもと、聖女アーシェルはただひとり神を信じ抜いた功こう績せきにより翼を与えられ、至いと高たかき国へ飛び立った。以来教団はアーシェルの役目を担になう娘を選び出し、この羽を背負わせて聖女を名乗らせている」

　この程度のことは、大聖堂に入れてもらえるような信者たちなら既き知ちの事実なのだろう。年を経へれば聖女が入れ替わることぐらいは、ある程度の年の者なら分かる。

　だが公おおやけの場で言うようなことでもないと思っているのか、信者たちは若じやつ干かん鼻はな白じろんだ様子だ。それを気にせず、アーシェルはいよいよ話の核かく心しん部分に入った。

「しかし現在の〈翼の祈り〉教団の在あり方かたはどうだ。聖女アーシェルは、こうして祈りの場に顔を出すだけ。教団の来こし方かた行く末にいっさい関わらず、ただ信者の好意を貪むさぼるだけの暮らしだ」

　以前話したことを思い出してか、アーシェルは苦い視線をちらりとアリシアに向けた。

「おまけに次代の聖女決めには政治的思おも惑わくが絡からみ、無用の血が流されている！　わざわざ海から落として聖女を選別するのは、伝説に則のつとった公平なやり方を採とっているという宣せん伝でんに過ぎない。実際には聖女候補に入る段階から裏取引が横おう行こうし、親は娘を聖女にしようと躍やつ起きになる。……ひどい時には対立候補の足に下がった重りを増やしたり、賄わい賂ろを使って見極め役を抱き込もうとする。このような形で選ばれた聖女に意味があるのか!?」

　異い様ような熱意で自分の役に立とうとしてくれた少女たちのことを、アリシアは思い出した。

　彼女たちはきっと、周囲の様々な腹はら積づもりによって聖女候補の地位を得たのだろう。親かもしれない。聖職者たちの誰かかもしれない。〈翼の祈り〉教団へ影響力を持とうとする、近隣国家かもしれない。

　いずれにせよ少女たちは聖女を目指す。競争相手を横目に見ながら、より「聖女らしい」行動を取る。

　けれどあの中のひとりしか、次のアーシェルにはなれない。

　他の五人は海に沈み、そして、二度と浮かんでこない。

　今さらのような戦せん慄りつを覚え、まつげを震わせるアリシアの手首を摑むレオニアの指に力がこもった。

「静かに……」

　そうアリシアにささやきかけてから、彼女の口をふさいでいた手を離し、上着の隠しに手を突っ込む。

　取り出したのは、小さな袋。そこからかすかに漂ただよう、得も言われぬ刺し激げき臭しゆうに鼻はいいアリシアは気づいた。

　これの中身はレオニアの発明品のひとつ、「死なないが……嫌な気分になる粉……」だ。豚の何かから作られた、吸い込むとたちまちむせて咳せき込んでしまう危険な代しろ物もの。

　折おりしも壇上のアーシェルの演説は山場を迎えていた。一般信者たちはもちろん、ナディールもソルラスカも聖女を見つめて動かない。

「私は〈翼の祈り〉の教えを信じている、この教えが人々を善よき方向に導くものだと信じている！　至高き国に相応しい者となるため、日々努力を積み重ねるのは素晴らしいことだ!!」

　大きく両手を広げ、アーシェルは熱心に叫んだ。背負った翼が左右に揺れ、想定外の激しい動きで抜け落ちた羽がひらひらと朝の光の中を舞う。

　その様を見やりながら、レオニアがかけていた椅い子すから腰を浮かせた。同時に兵士たちの何人かが彼と視線を交かわし、じりじりと動き出した。

　アリシアもアーシェルの企たくらみを察し、レオニアと一緒にそっと立ち上がる。

「だからこそ言うのだ、みな眼を覚ませ!!　……特に貴様らだ、ナディール、ソルラスカ……、っぐっ!!」

　政敵だったユーラン亡なき後、アーシェルもノートレーも無視して身勝手に教団を動かす急進派の代表者たち。

　敬けい虔けんな信者たちを眼の前に、今こそ彼らを糾きゆう弾だんしようとしていたアーシェルが突然その場に倒れた。







　アーシェル様、という叫びをどうにか飲み込んだアリシアは、レオニアの舌打ちを聞いた。

「……はめられたか……」

　無念そうなその首元に、大振りのナイフが添えられていることにアリシアは気づいた。

　背の高いレオニアの後ろ、器用に椅子の背に立っているのはギゼ。アリシアを見下ろし、愉ゆ快かいそうににやにやしている。

「アーシェル様はお疲れの様子だ」

　しんと静まり返った大聖堂の中で、真っ先に口を開いたのはナディールだった。

「聖女の重じゆう責せきを背負い早十数年。さぞつらかったのでしょうな。お気の毒に」

　まるでその言葉を待っていたかのように、壇の前のほうに陣じん取どっていた信者たちが次々とさえずり始める。

「早く交代していただかねば」

「我らを至高き国へ導いてくださる、新しいアーシェル様を早急に選ばねば」

　中には聖女候補たちの誰かの親なのだろう、「うちの娘に」と失言を漏もらした者さえいた。倒れ伏したアーシェルの具合を心配する声も聞こえたが、その声は「だから早く次のアーシェル様を」の叫びに潰つぶされてしまう。

　いまだ動かないアーシェルが口にしたような、笑えない一幕がひとしきり続いた後、

「──そう、今のアーシェル様はお疲れのご様子だ。だが、安心してほしい。すでに次代の聖女候補は出揃っている」

　定められた台本を読み上げる名優さながらに、ナディールが決め台詞を放はなった。そして彼は、ゆっくりとレオニアとアリシアに視線を向けた。

「大方アーシェル様は、この死神姫……招まねかれざる客人におかしなことを吹き込まれ、錯さく乱らんしていらっしゃるのだろう。それとレオニア。お前がアーシェル様に、死神姫について余計なことをしゃべったらしいな？」

　レオニアはナディールの言葉を無視し、背後のギゼに尋ねた。

「所要で……出かけていたのでは……？」

　気を引くようにしゃべりかけながら、彼の手は握にぎり締めた小袋を投げようと動いた。

「おっと!!」

　間かん一いつ髪ぱつ、ギゼが身を乗り出し、危険な粉の詰まった袋を取り上げる。

　次いで生なま意い気きに、とばかりにナイフの柄えで、思いきりレオニアの後こう頭とう部ぶを殴なぐった。話題がルアークのことでなければ、ギゼもそこまで注意を奪われないようだ。

「ぐっ……！」

「レオニア様!!」

　苦痛に顔を歪めるレオニアにアリシアは取りすがろうとしたが、ギゼはナイフの刃をちらつかせて彼女の動きを封ふうじた。嘲あざけるようにレオニアを見下ろして、

「ふん、手間を取らせて……俺たちが不在だと信じていたのか？　馬ば鹿かな奴だ」

　気づけばレオニアの動きに呼応した兵士たちも、すでに取り押さえられている。……アーシェルが教団の在り方を問いかける演説を行い、その隙にレオニアがアリシアを逃がすという計画だったようだが、策さくは読まれていたようだ。

　しかもナディールたちは、ただ脱出計画を阻そ止しするだけに終わらせなかった。血を吐くようなアーシェルの糾弾を、逆に彼女が聖女に相応しくないという理由づけに使った。

　考えてみればナディールの手下には、姿を見せず行動できるギゼや『先生』がいるのだ。アーシェルやレオニアといった急進派に楯たて突つく者の動きは、常に見張られていたのかもしれない。

「アーシェル様を……殺しておしまいになったの？」

　壇上のアーシェルを見つめ、アリシアが震える声で問いかけると、ナディールは優美に微笑んだ。

「何を馬鹿な。あの方はただ、お倒れになっただけです」

　言われてよくよく見てみれば、アーシェルに外傷はなさそうだ。出血しているようでもないし、時折かすかに手や足が動く。

　だが持病があるようではなかったし、先ほどの倒れ方はあまりにも唐とう突とつだった。まるで眼に見えない何かにいきなり襲おそいかかられたような。

「もしかして、『先生』がアーシェル様に何かなさったの？」

　ギゼの出現も併あわせ考えて尋ねると、ナディールはちょっと嫌そうな顔をした。あくまで「急に倒れた」ということにしておきたいらしい。

「……なんのことですか。それにアーシェル様には、大事な役目がまだ残っている。新たな伴はん侶りよを選び、次代の教団の導き手を決めるという」

「ああ、ナディール様は第一階梯にお上のぼりになりたいんですよね。あら、でもアーシェル様は、ナディール様は顔だけはいいけど結婚するのは嫌と……もが」

　全部言ってから口をふさいでも遅い。

　あけすけな物言いにナディールは固まり、後頭部の痛みに苦しんでいるはずのレオニアが思いきり吹き出した。ギゼまで笑いそうになったのか、微妙な表情で我が慢まんしている。

「──アリシア様をこちらへ」

　無表情を保っているソルラスカに軽く視線をやってから、ナディールがそれは冷たい声で命じた。

「やめろ！　お姫様に何をする気だ!!」

　珍めずらしく明めい瞭りような声でレオニアが叫び、その勢いで立ち上がった。しかし側そばに控ひかえたギゼが、すぐさま彼を取り押さえにかかった。







　吹きつける潮風に亜あ麻ま色いろの髪が乱れる。

　まだレオニアが暴れているらしく、大聖堂の方向からは騒ぐ声が聞こえるが、ナディールにぐいぐい引っ張られているアリシアの耳には次第に風の音しか聞こえなくなってきていた。

「は、放して、放してください……！　ごめんなさい、ええと、私はナディール様のことをなかなか商売上手だと思っておりますわ……!!　もう結婚しておりますので、あなたを夫にすることはできませんけど……!!」

　アリシアなりに気を遣つかってみたが、ナディールは無視だ。白粉おしろいに飾られた指は強く、アリシアを引きずって進んでいく──伝説の生まれた崖へと。

「さあ、こちらへ、死神姫」

　パーシアなら悲ひ鳴めいを上げて飛びすさるだろう、海を背にした崖っぷちぎりぎりの位置にナディールはアリシアを立たせた。

　背中を押す激しい風に足元がよろめく。思わず視線を下げると、遙はるかな下方で波が崖にぶつかり、水みな面もが白く泡あわ立だっているのが見えて全身総そう毛け立だった。

　懸命に周囲を見回してみたが、ナディールが呼びつけた兵士たちがぐるりと周りを取り囲んでいる。逃げ場はない。

　のみならず、彼は一般信者たちも数十人連れてきて、人の壁を作らせていた。逃亡防止のためでもあるのだろうが、見せしめの意味でもあるのだろう。

「あの、私を殺したりしたら、カシュヴァーン様が黙ってはいないと思いますわ……」

「ご心配には及びません。今の時点であなたの夫が踏み込んでこないということは、本当にまだこの場所を見つけられていないのでしょう？」

　買い被りすぎて申し訳なかったですね、とナディールは皮肉に笑うが、

「ですけど、カシュヴァーン様はラグラドールの方と仲がよいですし、いつかはここのこともばれてしまうと思います。でしたら交こう渉しようの材料は残しておくべきではないですか……？」

　本拠地がばれた可能性を理由に、ナディールはアリシアを拉ら致ちしたと主張していた。今まで生かしておいたのは人質にするつもりだからだろうに、殺してしまっては無意味ではないか。

「……つくづく口の達者なお姫様だ。そうやってアーシェル様に、余計なことを吹き込んだのですね。ようやく聞き分けが良くなってきたところだったのに……」

　低くつぶやいたナディールの表情は奇妙に歪んでいた。アリシアを追い詰めておきながら、自身こそがまるで何かに追われているような余裕のなさが、華やかな美び貌ぼうを翳かげらせている。

「レオニア様もおっしゃっていましたけど、あなたは何を焦あせっておいでですの……？」

　つい素す直なおに問いかけたところ、ナディールの顔が完全に強こわ張ばった。

　無言のまま、ナディールはアリシアの腕を引っ張り、その体を反転させた。視界一杯に広がる灰色の空と海。

　一瞬ときめいてしまったが、それどころではない。ナディールの手がアリシアの肩に置かれた。

「さようなら、死神姫。我らが教えを信じる民には、溺おぼれ死にした者の戯ざれ言ごとに聞く耳持つ者はいませんよ」

　たとえカシュヴァーンがアリシアの死体を見て怒り狂ったとしても、それが溺でき死し体たいであれば話は別。

　日々の祈りは忘れられても、水死した者は水底の国行きという考えは根強い。かつてのユーランのように、「天てん罰ばつ」を受けた罪人として扱われるだろう。

　どん、と容赦なく肩を押され、地面の感覚が消える。

　空を目指して飛び立つ鳥のように──至高き国へと飛び去った聖女のように、体が浮いたのも一瞬のこと。

「きゃあああああああー……!!」

　長い悲鳴の尾を引きながら、アリシアは真っ逆さまに海に落ちていった。







　妙に心地いい落下時間は短かった。アリシアは白い水柱を立てながら、まっすぐに海中に沈んだ。

　水面に突き当たり、突き破る衝しよう撃げきで全身が痺しびれているが、ぼんやりしてはいられない。落下の反動で一気に深くまで海中に潜もぐったアリシアは、息苦しさにじたばたともがいた。

　眼鏡めがねはどこかに飛んでいってしまったようだが、眼鏡があっても同じことだっただろう。荒れた海面から射さし込む光は不規則で弱く、辺りはほとんど真っ暗だ。

　海面が遠いせいか、思ったほど波の抵てい抗こうはないが、水の冷たさと重さは予想以上だった。まとわりつく水を蹴ってみても、ちっとも体が浮いた感じがしない。

　思わず足先を見てみたアリシアは、次の瞬間後こう悔かいした。

　眼下に広がるのは、底があることが想像できないような果てなき暗くら闇やみ。その闇の只ただ中なかに、自分だけがぽつんと浮かんでいる。

　ラグラドール人たちは、この闇の中に潜り、食料を得るのだ。道理で強いはず、と埒らちもない考えが頭をかすめたのも一瞬で、アリシアは本能的な恐怖に囚とらわれた。

　──こっちにおいで、お嬢さん。

　いつか夢で聞いた声が、足元に広がる底知れない闇から呼びかけてきたような気がした。

　──お茶会の続きをしよう。さあ、こっちへ。

　見えざる怪物の手に摑まれたように、アリシアは身動きできない。だが怪物という単語は、彼女にとっては別の意味も持つ。

　父を、自らを怪物と称する「アズベルグの暴君」。

　アリシアを愛し、アリシアに愛される怪物は水底の国でも至高き国でもない場所にいて、きっと自分を探している。

（ごめんなさい、みなさん。続きはまた数十年後にして下さい）

　地方伯の令れい嬢じようとして生まれはしたが、今まで散々〈翼の祈り〉教団に歯向ってきたので、死後は水底の国に行くことになるかもしれない。幻げん聴ちように心で答えながら、アリシアはドレスの合わせ目に手をやった。

　このドレスを縫ぬってくれたノーラには申し訳ないが、水を吸った布が四し肢しにまとわりつき、余計に動きを束そく縛ばくしているのだ。脱ぬげば少しは状況が改かい善ぜんされるはず。

　とはいえ、貴婦人のドレスはひとりで簡単に脱だつ着ちやくできるようにはなっていない。苦労してなんとかアンダードレス姿になったアリシアは、名な残ごり惜おしい気持ちで沈んでいくドレスを見下ろした。

　ドレスそのものも惜しい。だが今、ドレスと同時に、隠しに入れたままのアーシェルの肖しよう像ぞうも水底に沈んでいっているのだ。

　もちろん木彫りの肖像を握ったままで生還できるほど、ラグラドールの海が甘くないのは分かっている。それに……、それ以上に大切な物は、幸いこの薬指に残っている。

　カシュヴァーンより贈おくられた指輪を撫でながら、アリシアは海辺での彼の言葉を思い出した。

『人間の体は水に浮くようにできているんだ。落ち着いて、手足の力を抜いてみろ』

　あの時のように全身の力を抜いていくと、少しずつ少しずつ、海面が近づいてくる……







「……ぷはっ!!　きゃあっ!?」

　海面に出た途端、一気に波に押し流されてアリシアは叫び声を上げた。

　速い風を浴びた頰ほおに感じる寒さより、波の強さが恐ろしい。たちまち海中に引きずり戻されてしまい、アリシアは必死に水をかいて浮き上がった。

　懸命に周囲を見回すが、海面から突き出ている岩はどれも波に削けずられ、鋭するどく切り立っている。すがりつくことぐらいはできるかもしれないが、岸に続いているようではない。

「お、落ちた時あれにぶつかるよりは、ましだったけど……わぷっ」

　カシュヴァーンに習ったとおりに水を足で踏むようにし、立ち泳ぎの状態を保とうとしたアリシアだったが、水面から顔を出していても波なみ飛沫しぶきが襲いかかってくる。

　このままではじわじわ消しよう耗もうしていくだけだ。元から身体能力に優すぐれているわけでもないのだし、遅かれ早かれおぼれてしまう。

　──右。

　パーシアが繰り返した単語がふと思い出された。

「そう、パーシア様は、助かった……、きゃっ!!」

　再び波に引っ張られたアリシアは、そのまま近くの岩まで押し流された。

「いたっ……!!」

　体の右側からぶつかって、痛みと衝撃に息が詰まる。特に派手に打ちつけた右足が痺れたようで、思わず涙がこぼれた。

　だが波は待ってくれない。さらに流されそうになり、慌てて手近の岩に伸ばした指が滑った。

　がりっ、という嫌な音と爪つめ先さきに走った激痛に身が竦む。持ち前の諦あきらめのよさが顔を出しそうになる。

　しかしその時、左手の指輪が眼に入った。

「……だめっ、流されちゃだめ……!!」

　痛くても、これ以上流されたらきっと二度と岸には戻れない。アリシアは必死に硬かたい岩の表面に爪を立て、踏ふん張ばりながらきょろきょろした。

「ええと、右って、どっちかしら……？」

　どこを起点としての「右」なのか。もっとちゃんと聞いておけばよかったが、後悔しても仕方がない。

「本拠地は、たぶんあっち……ということは、やっぱり、こっち……？」

　朧おぼろげな視力を頼りに落ちてきた崖を見上げ、〈翼の祈り〉教団本拠地を背にした「右」方向を見つめてみる。そちらには海面から頭を出した岩すらなく、あるのはただの崖だ。

「……ええい!!」

　迷っていても仕方がない。体力が残っているうちにと、アリシアは「右」を目指してがむしゃらに水をかき始めた。







　何度も海中に沈み、何度も塩しお辛からい水を飲んだ。

　苦しくて、海水に侵しん入にゆうされた眼や鼻や喉のどが痛くて、もうやめてしまおうかと何度も思った。

　けれど長年培つちかってきた諦めのよさを発はつ揮きせずに、アリシアは必死にもがき……やがて。

　手の平に当たるざらざらした感触。

　苦労の末、どうにか崖の表面にへばりつけたアリシアは、ぐしゃぐしゃになった前髪の隙間から必死に「右」にあるべき「何か」を探したが……




　──何もない。




「そんな……」

　途と方ほうに暮れてアリシアはつぶやいた。

　落ち着かないと、眼鏡がないのだからと思ってみるが、必死に眼を凝こらしても見えるのはただの崖。

　時刻はまだ朝のはずだが、天気は相変わらず悪く、太陽の方向の関係で崖の「右」側は今は影になっている。視界が利ききにくいのは仕方がないが、それを割り引いても見えるのはただの岩がん壁ぺきだ。

「『右』は、こっちじゃないの……、きゃっ!!」

　岩にかけていた指がいきなり滑り、アリシアは再び海中に沈んだ。

　あっという間に息が切れ、ごぼごぼと貴重な空気を吐きながら、暗い海に飲み込まれていく耳に再び呼びかけが聞こえ始める。

　──数十年後なんてつれないね、お嬢さん。

　──お茶が冷さめてしまうよ。

　──こっちへおいで。

　──こっちへ来るんだ。

「ごほっ、ごほ、ごほっ……!!」

　指先が傷つくのも構わず、崖を引ひっ搔かくようにしてアリシアはまた海面に顔を出した。薬指で光るダイヤモンドの輝きを支えに、派手に咳せき込みながら潮水を吐き出し、一生懸命呼吸を整える。

　だがこのままでは、いくらも保もたないのは明白だ。疲労と寒さで手足の震えが止まらない。

　……怖い。

　この時になって初めて、アリシアの中で溺でき死しの恐怖が実感を伴ともなうものとなった。

「嫌……」

　くしゃくしゃに顔を歪めてアリシアはつぶやいた。

　本当に怖いのは溺死することではない。海でもない。海の底に住む怪物たちでもない。

　大好きな「家族」たちに、生きてもう会えなくなってしまう。それが怖い。

「私、帰るの。みんなのところに帰るの……!!」

　怪物たちへ宣言するように叫びながら、アリシアは必死に辺りを見回した。

　こっちが「右」でないのなら、反対側か。それとも「右」というのは何かの暗号で、方向を示しているものではないのか。

　そうしている間にも、ついに海中にあらずとも聞こえ始めた幻聴がアリシアを惑まどわせる。

　──こっちへ来るんだ、アリシア。

「行けません……!!　……ッ、あっ!!」

　激しく拒きよ否ひしたアリシアの体を、無情な大波がすくい取った。

　あっという間に岸から引き剝はがされ、距離にして数十歩分も沖に流される。

　地上にある時ならなんと言うこともない距離。しかし海の中、いい加減体力も気力も底を突いたアリシアには容よう易いに埋うめがたい距離だった。

　闇雲にもがき、どうにか顔だけ海面に出すことに成功したが、耳に入り込んだ水のせいで聴覚までおかしくなっている。

　すべての音が反響を伴い、わんわんと鳴り響ひびくように聞こえるなか、水底の怪物たちの呼ぶ声だけが恐ろしく鮮せん明めいだ。

　──こっちへおいで。

　──こっちへ来るんだ。

　──こっちへ来るんだ、アリシア!!

「きゃああああ……っ……!!」

　残された力を振り絞しぼり、がむしゃらに四し肢しをばたつかせてもどんどん体が沈んでいく。

　カシュヴァーンに習った泳ぎ方も、パーシアの言う「右」も頭から消し飛んでいた。帰りたい、ここで死にたくない、その気持ちだけを支えに手足を動かそうとするのに、重く冷たい水はむしろ体に巻きついてくるようで。

　──アリシア！

「や……っ、ごほっ、帰るの……っ、私帰る……っ!!」

　──アリシア!!

「帰るの、げほっ、カ、カシュヴァーン様のところっ、帰るの……!!」




「落ち着け、アリシア!!」




　聞こえてきたのは、懐なつかしい呼び声。

　恐きよう慌こう状態に陥おちいったアリシアの体を、背後から羽は交がい締じめにするようにして強い腕が抱いている。見覚えのあるサファイアの輝きが視界をかすめた。

「……カシュヴァーン、さ、ま……？……」

　声はまだ遠く感じる。視界はいつも以上に悪い。

　でも、抱き締める腕の強さと暖かさは、夢でも幻でもない。

　なぜ、どうしては後回しだ。今彼がここにいる現実、それだけが大事。

　世界にたったひとり、「特別」なアリシアの王子様。

「来て、下さったの……？　あ……」

　首をねじるようにして振ふり仰あおいだアリシアの、冷えきった頰に手が添えられる。額ひたいの中央に熱い唇くちびるが触れた。

「……神よ……！」

　存在を確かめるようにきつくアリシアをかき抱いだいたカシュヴァーンの口から、思わず、というようなひと言がこぼれた。

　与えられたぬくもりは本当にささやかなものだったけど、いまだ冷たい海中にあるはずの体にじわりと火が灯ともる。

「カシュヴァーン様、私、私……!!」

　本物だ、来てくれたのだという安あん堵どで気が抜けたアリシアは、ついカシュヴァーンに抱きつきそうになってしまった。途端、二人揃そろって海中に沈みかけ、カシュヴァーンは慌てて腕の中の体を拘こう束そくするように抱かかえ直す。

「落ち着け！　俺も、それほど泳ぎに慣れているわけじゃない。下手をすると二人とも溺れる」

　慎しん重ちようにつぶやいたカシュヴァーンは、アリシアが暴れなくなったことを確かめると、濡ぬれた黒髪をかき上げながら「右」方向へ視線を向けた。

「大丈夫だ、絶対に助かる。お前は力を抜いていろ」

　そう言うと、カシュヴァーンはアリシアを片腕に抱いたまま泳ぎ始めた。




















　崖の「右」下に、ぽかりと口を開けた穴。

　長きに渡り波に打ちつけられたせいだろうか。小さな洞どう窟くつの入口が、岩陰に隠れるようにしてそこにあった。

「『右』って……、これの、こと……」

　カシュヴァーンに押し上げられ、洞窟の床に転ころがり込んだアリシアは、しみじみとつぶやいた。

「視力って……、……大切ですわ、ね……」

　いざ洞窟内に入ってから先ほど溺れかけた付近を見回せば、自分は絶対こちらを何度も見ていたはずなのだ。

　恐怖のせいもあってちゃんと認識できなかったのだろうが、少しは寝る前の読書を控えるべきかしら、と反省しながら、アリシアはぶるっと身を震わせた。

「さあああああむううううういいいいいでえええええすうううううわああああああああ……」

　呼吸は楽にできる。溺れる心配はなくなった。しかし、寒い。

〈翼の祈り〉の教えを国教とする国の人間は、水に入ることがまずない。従って、水に濡れた体が急速に冷えていく感覚を経験することがない。

　ただでさえ冷たい海水に長時間浸つかっていたのだ。疲ひ労ろうも限界の上、芯しんまで冷えた体から、狭い洞窟に入ることでさらに速度を増した海風が熱を奪っていく……

「アリシア、だめだ、寝るな!!」

　ぬるぬるした汚い床に伏したまま、意識を失いかけていたアリシアをカシュヴァーンが抱き起こした。海に飛び込む前、ここに脱ぎ捨てていたらしきマントを拾い上げ、妻の体をくるもうとする。

「さ、む、い……」

　急接近に普段なら「おなかが痛」くなるところだが、今は寒さが先に立った。

　ぬくもりを求め、アリシアはかじかむ手足を懸命に動かし、カシュヴァーンに身をすり寄せる。

「……くそっ！　何か、火を起こせるようなものは……!!」

　冷えきった体を抱いて、カシュヴァーンは忌いま々いましげに舌打ちしたが、そんな気の利いた設備は見当たらない。おまけに彼自身も濡れねずみだ。

「……やむを得ん」

　しばらく迷うように視線をさまよわせていたが、やがて意を決した顔になり、アリシアをいったん床に下ろす。

　びりびりと派手な音が洞窟内に響き渡った。

「……きゃあ……」

　生なま乾がわきのアンダードレスが引き裂かれ、潮風がじかに素す肌はだを打つ。

　ぼんやりしながらも恥ずかしさを感じ、かといって大声を出す力もなく中途半はん端ぱな悲鳴を上げたアリシアの体を、カシュヴァーンはマントで拭ふき始めた。布越しとはいえ、胸から尻しりから、あまり自分で触れたこともないような場所まで手早く拭ぬぐわれていく。

　と、太ふと腿もも付近に伸びていたカシュヴァーンの手が止まった。

「畜ちく生しよう、こんな怪け我がまでさせられて……!!」

　怪我？

　緩かん慢まんに自分の足を見たアリシアは、右の太腿に切きり裂さかれたような傷ができていることに驚いた。

　溺死の恐怖と寒さで感覚がなかったが、たぶんさっき、流されて岩にぶつかった時切ったのだ。刃物の傷ではないためすっぱりと切れておらず、断面がぐちゃぐちゃになっている。

　とはいえ傷口は冷えたせいで縮ちぢみ、すでに出血は止まっているが、カシュヴァーンはマントの裾を引きちぎって作った包ほう帯たいでそこをきつく縛しばった。

　そして自分も上着の前を開き、大おお雑ざつ把ぱに水分を拭った後再びアリシアを抱き寄せる。

　海水に冷えた裸の胸同士が触れ合った瞬間は寒かった。だが、すぐにカシュヴァーンの体温が伝わってきた。同じく伝わってきた激しい心しん臓ぞうの鼓こ動どうは、そのま彼の動どう揺ようを示していた。

　ひどく心配させていたことが分かり、申し訳なく思った。

　でもそれと同じぐらい嬉しくも思った。

「大丈夫だ、アリシア。大丈夫だ、大丈夫だ……!!」

　むしろ自分に言い聞かせるように、カシュヴァーンは何度も繰り返した。その手はアリシアの剝むき出しの背中や腕をさすり、冷えた体を少しでも暖めようと努力している。

「はい……大丈夫……」

　夢うつつに、アリシアは応じた。

「来て、下さったんですもの……私……、お会いしたかった……」

「……しゃべらなくていい!!　今はただ、体を暖めることだけ考えろ……!!」

　ぎゅっと抱き締められ、紫に変色した唇に命を吹き込むような口づけをされると、また眠気が押し寄せてくる。

　この眠りには身を任せてもいいのだ。だってもう、カシュヴァーンが来てくれたのだから。大丈夫だと、そう言ってくれているのだから。

　けれど、暖かな腕に抱かれているこの感覚を手放すのが惜しいような気もした。少しずつ感覚が戻ってきた指先を伸ばし、カシュヴァーンの体を抱き返してみる。

　なめらかな肌を撫でるように指で触れていくと、背中の左側に違い和わ感かんを感じた。骨でもない、皮ひ膚ふが突っ張っているような。

　……これは、傷きず痕あと……？……

　そんなことを考えながら、アリシアは幸福な眠りに沈んでいった。








　第五章　新たな聖女







　次に眼を覚ました時、アリシアはまだカシュヴァーンの腕うでに抱だかれていた。

　ただしアリシアは素す裸はだかでマントにくるまれた状態だったが、カシュヴァーンは着ちやく衣いを直していた。洞どう窟くつの海側ではなく、反対側らしい入口にアリシアを抱かかえて立ち、外の様子をうかがっている。

「起きたか。静かにしていろよ」

　小声でそう命じると、カシュヴァーンは慎しん重ちように周囲を見回しながら洞窟の外に出た。

　眼鏡めがねがないアリシアには周りの景色がよく見えないが、二人に降ふりかかる太陽の光は茜あかね色いろを帯おびていた。もう夕方になっているようだ。

　潮しお風かぜが強く吹いており、ごつごつとした岩ばかりで、人ひと気けは全くない。明らかにラグラドール内の風景であり、まだ〈翼つばさの祈いのり〉の本ほん拠きよ地ちからさほど離れてはいないようね、とぼんやり思う。

　カシュヴァーンはどうやってここが分かったのか、聞きたいことはたくさんあったが、聞ける状況ではなさそうである。寒気も眠気もまだ強かったので、アリシアは夫の腕の中でおとなしくしていた。

　と、びゅうびゅうと吹き続ける潮風とは違う方向に吹く風が、頰ほおを撫なでた。

「アリシア……!!」

　抑おさえきれない喜びに満ちた少年の声がそれに続く。

「……ルアーク……？」

　いつもどおり、一いち陣じんの風のように姿を現したのは、風に銀髪を乱した死神少年。

　腹部に包ほう帯たいを巻いた痛々しい姿を見て、カシュヴァーンが苦い声を出す。

「馬ば鹿か、寝ていろと言っただろう」

「ごめん、どうしても我が慢まんできなくて。アリシア……無事、だよね……？」

　カシュヴァーンの腕に抱かれたアリシアの顔を、ルアークがおずおずと覗のぞき込んでくる。いつになく不安げな瞳ひとみに応こたえるよう、アリシアは相変わらず微び妙みようにずれた方向を向いて微笑ほほえんで見せた。

「大丈夫よ……裸だけど……ルアークも、よかった、無事ね……」

「……うん」

　お互い怪け我がはしているが、とにかく、生きている。それを確かめられて、アリシアもルアークもほっとした。

「えーと、ところで裸なのはなんで？　まさかカシュヴァーンおにいちゃん、どさくさに紛まぎれて本ほん懐かいを遂とげたりしてないよね？」

「話は後だ、一いつ刻こくも早く逃げるぞ!!」

　多少元気になったルアークの軽口にカシュヴァーンは応じなかった。妻と「息子」を安全なところに連れて行かねば、との使命感を漂ただよわせて命じる。

「……だね。追っ手も来てるみたいだし。うーん、いくら時間も人手もないとはいえ、やっぱジェダさんぐらいには来てもらえばよかったかな」

　無む造ぞう作さに転ころがる岩の向こうに現れた気配を察し、ルアークが低くつぶやいた。その手の中には、お得意の武器が出現している。

　程なくアリシアの耳にも、「あそこだ」「まさか、本当に!?」との声が聞こえ始めた。







　手に手に松たい明まつを掲かかげ、現れたのは〈翼の祈り〉教団の信者と兵士の団体だ。数はおよそ十人。

　生きていると知って追いかけて来たにしては少ない。アリシアの死を確かめに来て、死体が見つからないので探していた矢先の遭そう遇ぐうといったところか。

「あれはこの間の、ナディールとかいう奴か……？　くそ、あの時始末しておけばよかった」

　信者たちの中にナディールの姿を見つけ、カシュヴァーンが憎にく々にくしげに瞳をすがめる。

　一方のナディールも、カシュヴァーンと、その腕に抱かれたアリシアを見て忌いま々いましそうにした。思いは同じ、ということらしい。

「……なんと悪運の強い、さすが死神姫だ。だがそれもここまで、おい、早く奴らを捕つかまえ……いや、殺せ!!」

　カシュヴァーンたちを指し示し、ナディールが大声で指示を出す。本拠地の場所を知られた以上、他に選せん択たく肢しはない。

　しかしナディール以外の〈翼の祈り〉教団の者たちは、カシュヴァーンのこともルアークのことも見ていなかった。

　彼らの視線はただひとり、マントにくるまれたアリシアに釘くぎづけになっていた。

「死神姫が生きているぞ」

「海に落ちたのに……!!」

　ざわざわとざわめき始めた彼らを、いら立ったナディールが叱しつ咤たする。

「馬鹿者、何をしている！　さっさと捕まえろ!!」

　だが、いくらナディールが血けつ相そうを変えてわめいても、敬けい虔けんな信者たちは眼の前で起こった奇き跡せきに興こう奮ふんを抑えきれない。

「……聖女だ」

　誰かひとりが口に出した言葉は、たちまち大きな波となった。

「新しいアーシェル様だ」

「まさか、そんな」

「だが、あの崖がけから落ちて助かったんだぞ……!!　いくら重しをつけていなかったとはいえ、ただのシルディーン人なのに……!!」

　見る前に広がっていく騒さわぎに、ナディールは呆ぼう然ぜんとしている。

「……な、何を馬鹿なことを!?　アリシア様はあのライセン公こう爵しやくの、不信心で有名な男の妻だぞ!?　そのような者が次のアーシェルなど……馬鹿げている!!」

　普段の優ゆう美びさをかなぐり捨て、ナディールは懸けん命めいにわめいた。

　だがナディール自身が、以前から少しずつ扇せん動どうしていたのだ。聖女アーシェルの交代の時期が迫せまっている、と。

　狙ねらいはもちろん、政敵だったユーラン亡なき後、一刻も早く当代アーシェルと自分が結けつ婚こんするため。彼女の次のアーシェルが決まらないうちは、結婚することができないから。

　自みずから仕掛けた罠わなにはまった状態のナディールを置き去りに、気の早い者はその場に伏して祈りを捧ささげ始めた。

「あら……私が、なんですって……？」

　不ふ思し議ぎに思ったアリシアが瞳を向けた、それだけでさらに何人かが歓かん喜きの声を上げて地に身を伏せる。

　カシュヴァーンも事態が摑つかめず、怪け訝げんな顔をしていたが、とにかく今追っ手の動きは止まっているのだ。

「今のうちだ、行くぞ!!」

「だね、ギゼだの『先生』だのが出てこないうちに!!」

　怪我をしているとは思えぬ速度で動くルアークを従え、カシュヴァーンはアリシアを抱いたまま走り出した。

「……アーシェル様と、レオニア様は、大丈夫、かしら……？……」

　残った心配事に思いを馳はせながら、アリシアは再び眼を閉じた。







「アーシェルとレオニアがやってくれたことは、全くの無む駄だではなかったのさ」

　ダーレンの街の迎げい賓ひん館かんまで引き上げてから三日。怪我と疲ひ労ろうにより発熱し、こんこんと眠り続けた後、ようやく眼を覚ましたアリシアの枕元に座ったカシュヴァーンはそう説明してくれた。

「お前を逃がすためあちこち手を回した、その動きが俺たちにも漏もれ伝わった。おかげで本拠地の場所の見当もつき……最悪の事態は避さけられた。あの洞窟を発見できたのは偶然だがな」

　アリシアを逃がすため、レオニアは単純に〈翼の祈り〉本拠地から連れ出すだけでなく、安全な場所へ逃げおおせるまでの経けい路ろを用意しようとしていたのだろう。ナディールはそうと知って泳がせていたわけだが、レオニアの動きを摑んだカシュヴァーンたちは、願ってもない好機を逃のがすまいとやって来たわけだ。

「そうでしたの、ありがたいことですわ……でも、あの洞窟は何なのでしょうね……？」

「聖女選定の儀式……だったか。その胸くそ悪い儀式の際、見極め役が使う場所だろう。ルアークがそんな話を聞いたことがあると言っていた。近くで見ていないと、誰が最後まで浮いているのか分からないものな」

〈玩具おもちやの兵隊〉は〈翼の祈り〉とも一部繫つながっていた。聖女についてなど、ルアークは教団内について多少は知識を持っているようだ。

「ああ、ではパーシア様は、二回も海に落とされたからご存じでしたのね……」

「パーシア？　誰だそれは」

　いぶかしげにしたカシュヴァーンに、アリシアは簡単にパーシアについて説明した。

「なるほど、先代の聖女、そんなものが……だがそれなら納得がいく。聖女選定の儀式の時は、見極め役が溺れる前に助けに来てくれただろうから、あの洞窟のことには気づかなかったかもな。誰も彼もがあそこに転がり込んで助かっては意味がないだろうし、一部の人間しか知らない場所だろう」

　結構な距きよ離りを泳がねばならないことを考えると、場所を知っていても辿たどり着けるかどうかは怪あやしい。水底に引きずり込まれそうになった恐怖を思い出し、アリシアは表情を暗くした。

　もう大丈夫だと言い聞かせるように、カシュヴァーンは妻の小さな手を握にぎり締め、

「いくらお前をさらわれたとはいえ、正面から乗り込んではたちまち〈翼の祈り〉と全面戦争になる。……そういう意味では、こういう形で取り返すことができてよかったわけだが」

　いつかアーシェルが危き惧ぐしていたようなことは、カシュヴァーンも考えていたらしい。

「そうですわね、穏おん便びんに戻ってこられてよかったですわ……」

　まだ少し痛む喉のどを押さえながらアリシアが微笑むと、カシュヴァーンはじろっと彼女を睨にらんだ。

「どこが穏便だ!?　くそっ、勝算があるなら今すぐ全面戦争を仕掛けてやりたいぐらいだ!!　あいつら、俺の『息子』に大怪我を負わせて妻をさらったばかりか、海に突き落としやがって……!!　ナディールの野郎、今度会ったら絶対殺してやる……!!」

　怒いかりを露あらわにしたカシュヴァーンの声はそれほど大きくはなかったのだが、アリシアはびくっとしてしまった。海中に落とした眼鏡の代わりがないのでほとんど何も見えない分、音に反応しやすくなっているのだ。

　それに気づいたカシュヴァーンは慌てて手を伸ばし、妻の亜あ麻ま色いろの髪を優しく撫でた。

「ああ、悪かった、お前に怒ったわけじゃない。……大丈夫か？」

「ええ、大丈夫ですわ。たくさん眠りましたし、たくさんご飯も食べましたし」

　実際アリシアの顔色はよく、足の傷もふさがり始めている。今はむしろカシュヴァーンの顔のほうに疲れが目立った。

「そうか、ならいいんだが……今はとりあえず、お前を助け出せただけでよしとしよう」

　カシュヴァーンはまた優しくアリシアの髪を撫で、それから額ひたいに手を当てた。

「熱がぶり返す様子はなさそうだな。大丈夫か？」

　この「大丈夫か」をさっきから十回以上聞いているアリシアは、今回も律りち儀ぎにうなずく。

「はい……あの、ところで、〈翼の祈り〉のみなさんの動きは……？」

「今のところ、目立った動きはないようだが……ルアークとジェダが探さぐりに行ったが、向こうには例の『先生』とギゼがいるからな。あの二人でもおいそれとは近づけない」

『先生』という呼称から、アリシアの頭に浮かんだのは倒れ伏した聖女の姿。

「アーシェル様とレオニア様、無事だといいのですけど……」

　正面切って、現在教団を動かす勢力に歯向った二人。ただですむとは思えない。

「うまくいけば、ついでにその二人も連れて逃げ出せるかと思ったが……まあ、今さら言っても仕方があるまい」

　苦い口く調ちようでカシュヴァーンが言うとおり、アリシアにできることはない。それでもつい、思考は〈翼の祈り〉の本拠地にいるはずのアーシェルとレオニアに向かう。

　たぶん、レオニアはとにかくとしてアーシェルは殺されてはいない。次の聖女が決まっていないのに今のアーシェルがいなくなったら、教団内に無用な混乱を招まねくだけだ。

　とはいえ、すでに聖女候補は出で揃そろっている。次の聖女を選ぼうと思えばすぐ……考えて、アリシアは自分の死を確かめに来たらしき信者たちの反応を思い出した。

「私のことを……新しい聖女アーシェルだって、おっしゃっていましたわね、みなさん……」

　伝説の生まれた崖から海に落ち、それでも助かったアリシア。

　他の聖女候補たちと比べるとだいぶ年上なのだが、アリシアは「死神姫」として以前から妙に有名だったことに加え、当代アーシェルが客人として迎むかえた娘だ。

　おまけにアーシェル自ら教団の在あり方かたへ疑念を呈ていした直後、ナディールによって崖から突き落とされるも、一命を取り留めた……一連の出来事は、「死神姫」を「聖女」に変えるには十分な奇跡であると映うつったのかもしれない。

「それにパーシア様も、大丈夫かしら。ソルラスカ様に、いじめられていないといいけど……」

「右」の発言でアリシアを助けてくれたパーシア。彼女は無事か。

　アリシアが独力であの洞窟まで辿り着けたわけではないが、方向だけでも示してくれて助かったのだ。もしも反対方向に向かっていたら、アリシアが突き落とされたことを知って探しに来ていたカシュヴァーンに発見されず、そのまま水死していたことだろう。

　溺れる恐怖を思い出し、小さく震えた妻の肩にカシュヴァーンがそっと手を置いた。

「アリシア。もう少し体が治なおったら、〈翼の祈り〉内のことをできるだけ詳くわしく話してほしい。協力してくれるか？」

　他た人にん行ぎよう儀ぎなほど真ま面じ目めに言われ、アリシアはこっくりうなずく。

「ええ、もちろんですわ。今でも構いませんけどもが」

　ちょうどいいからと、話し始めようとした矢先、なぜか手で口をふさがれた。

「まだだめだ。お前の体調は万全ではないはずだし……それに、ここでこれ以上下へ手たな話はまずい」

「俺もそう思うよ、アリシア」

　頰を撫でる一陣の風と共に、カシュヴァーンの背後にルアークが出現した。

「ルアーク、大丈夫なの？」

　声で大体の方向を聞き分け、頭を動かしたアリシアに「アリシアこそ無理しないで」とルアークは笑った。

「場所が場所だからいっぱい血は出たけど、鍛きたえ方かたが違うから。……向こうさんに殺すつもりがなかった、っていうのも大きいけどね」

　後半、微妙にルアークの声の調子が変わったことにアリシアは気づいた。

「『先生』は、ルアークを殺すつもりはなかったということ？」

「アリシアを連れてくることしか命令されてなかったんじゃないかな。あの人は本当に、雇やとい主ぬしの言うことを忠ちゆう実じつに実行するから……それはそうと、カシュヴァーンおにいちゃん、お客さん」

　曖あい昧まいに話を打ち切り、ルアークが戸口のほうへと眼をやる。

「……来たか」

　立ち上がったカシュヴァーンは、視界の利きかないアリシアにも分かるほど険けわしい空気を帯びていた。







　間もなく扉とびらの向こうから現れたのは、トレイスに先導されたバルロイだった。すぐ側そばにはレネもいる。

　見舞いの品を渡されたらしく、小さな箱を抱えたトレイスの表情は苦かった。ティルナードほどではないが、彼にもラグラドール人と傭よう兵へいへの抵てい抗こう感かんがあるから、だけではなさそうだ。

　バルロイの顔にも、いつもの飄ひよう々ひようとした闊かつ達たつさが欠けている。レネは相変わらず無表情だが、光を受けると赤く光る瞳はうつむいており、不安げな様子が見て取れた。

「……よう、お嬢ちゃん。体は大丈夫かい？　見舞いに来たぜ」

　あえてのように軽いバルロイの挨あい拶さつを、カシュヴァーンが鋭するどく一いつ蹴しゆうした。

「何が見舞いだ、ふざけるな!!　──お前たちは最初から、〈翼の祈り〉と組んでいたんじゃないか！」

　それを聞いて、アリシアは遅ればせながら「あ」と小さな声を上げた。

　そうだ。ラグラドール国内に〈翼の祈り〉の本拠地があることに、ラグラドール人自身が今まで気づかないはずがない。

　傭兵として呼ばれればどこへでも駆かけつけるラグラドール人たちは、情報収集力にも優すぐれているのだ。他国の内部事情についてもその国の民たみ以上に詳しいとされているのに、自国内のこととなれば言わずもがな。

　以前にも、バルロイは「ディネロが〈翼の祈り〉と組んでいるらしい」と偽にせの情報を流し、カシュヴァーンたちを混乱させたことがあった。

　もっともあの時は、カシュヴァーン自身あえて彼らの手に乗った部分もあった。途中の情報操作を警けい戒かいしてセイグラムに情報収集を任せることも増えていたが、まさかこんな根こん源げん的てきなところを操作されていたとは……

「我ながら自分の間抜けさに反へ吐どが出る。貴様らに〈翼の祈り〉の本拠地を探させていたなんてな。近隣諸国に情じよう報ほう網もうを持ち、情報源として利用されるラグラドール人。そのお前たちが〈翼の祈り〉と結けつ託たくしているのでは、本拠地の場所など分かるはずがない……！」

　悔くやしそうなカシュヴァーンに、しばしの間を置いてからバルロイはため息をついた。

「俺は別に、お前が無能だとは思わんぜ。事実お前以外の奴で、このからくりに気づいた奴はいない」

　無ぶ精しよう髭ひげの伸びたあごを撫でながら、開き直ったように薄く笑って、

「例の王子殿下だって、『何か』なんて漠ばく然ぜんとした物言いだったんだろう？　ま、あいつにうまく使われた感は否いなめないがな」

　ゼオルディスが勘かんづいたラグラドールの秘密。それを暴あばく役目を背負わされたことについても不快感を抑えきれないらしく、カシュヴァーンは小さく舌打ちした。

「で？　どうするんだ、カシュヴァーン。王子殿下に告つげ口ぐちするか？　ラグラドール人は〈翼の祈り〉と手を組んでいます、とな」

「……それはこっちの話だ。貴様らには関係ない」

　わざとらしくふざけたバルロイの物言いを、カシュヴァーンは即座に突っぱねた。

　余裕のない対応に、バルロイの表情も凄すごみを帯びる。

「──何か勘違いしていないか？　俺とお前はただの協力者。利害が一致しているから、たまたま今まで手を組むことが多かった。それだけの話だ」

　返された正論に、カシュヴァーンは無言。トレイスもルアークも無言。レネもアリシアも何も言えない。

　ぎりぎりまで高まった緊きん張ちよう感かんの中、バルロイがとどめのひと言を放はなった。

「俺はお前の『お父さん』じゃねえんだよ、ぼうや。何もかも教えてもらえると思っていたのか？　甘ったれるな」

　父親との確かく執しつを知った上での発言に、カシュヴァーンが眼を剝むいた。

　トレイスがはっとした顔になったが、その主あるじは激発はせず、ただ強く拳こぶしを握り締めている。

「……とはいえ、そいつは俺たちと〈翼の祈り〉教団も同じことだ。俺たちの基本的な取り決めはただひとつ、『〈翼の祈り〉教団の本拠地をよそに漏らさぬこと』。これだけだ。これ以外の時は、その時々の状況や契けい約やくによって決まる」

　カシュヴァーンの様子を観察しながら、バルロイはそう続けた。

「……それを信用しろと？」

「今まで奴らとやり合った時、俺たちが躊ちゆう躇ちよしたことがあったか？」

　質問に質問で返され、カシュヴァーンは過去の記憶を探るように瞳を動かした。

　アリシアも同じく、これまでのことを思い出してみる。と言っても傭兵たちの力を借りて、〈翼の祈り〉と実際に戦ったのは、去年ユーランに自分たちが拉ら致ちされた時だけだ。確かにあの時、バルロイは相手が教団の連中だからといって手を抜いているようではなかったが……

「その見返りとして、教団はお前たちに何をしてくれているんだ？」

「それはこっちの話だ。貴様らには関係ない」

　さらなる追つい及きゆうを、バルロイはカシュヴァーンの言葉を使ってかわした。カシュヴァーンがまなじりを吊つり上げ、室内の空気がぴんと張りつめる。

「〈翼の祈り〉の本拠地で、ラグラドールの方たちを見ましたわ」

　ふと、そんな言葉がアリシアの口を突いた。

「〈灰色〉の方だったのかもしれないのですけど……敬虔な信者しか入れない大聖堂で、祈りに参加していらっしゃいました」

　たぶんこっちにいらっしゃる、程度の認識でしゃべるアリシアの眼は、バルロイではなく壁に掛かった虎とらの顔のほうを向いている。

　だがバルロイは、あさっての方向を向いて語られる言葉に、見舞いに訪れて以来一番大きく表情を動かした。

「ラグラドールのみなさんは、実は大地の女神様ではなく〈翼の祈り〉の教えを信じていらっしゃるの？　だからあの方たちの本拠地を隠かくしているのですか？」

　それなら話は通る、と思って尋たずねたアリシアに、バルロイは首を振った。

「……違うよ、お嬢ちゃん。俺たちが信じているのは、俺たちの神話だけだ」

　その、妙に乾かわいた言い口に誘さそわれたように、一時黙っていたカシュヴァーンがおもむろに口を開いた。

「──〈翼の祈り〉の教えが、お前たちの文化に入り込んでいる」

　バルロイの表情が険しくなったが、カシュヴァーンは指摘を続けた。

「……まあアリシアの視力は怪しいが、俺にティルがどうだとか伝えに来たお前のところの若いの……あいつも、〈翼の祈り〉に傾けい倒とうしているようじゃないか」

　海岸を親子三人で散策していたところにやって来たバルロイの部下。

　彼が告げたティルナード云うん々ぬん、ということが全くのでたらめだったことは、すでにアリシアも聞かされていた。ナディールにそそのかされた〈翼の祈り〉信者であり、それを隠してバルロイの団に紛れ込んでいたということも。

「あいつは、〈灰色〉じゃないだろう。生きつ粋すいのラグラドール人だよな？」

　カシュヴァーンに追及され、バルロイはわずかな逡しゆん巡じゆんの後うなずいた。

「〈翼の祈り〉の連中がここに本拠地を作った、その当初はあくまで利害の一致だけだったんだろう。だが……長く接していれば、いずれどこかが交まじわる」

　シルディーン人とラグラドール人の間に〈灰色〉が生まれるように。

　ライセン家の面々が、バルロイに人種を超えた絆きずなを感じてしまったように。

「〈翼の祈り〉の連中は、お前たちをじわじわと自分たちの教えに改かい宗しゆうさせようとしているんじゃないのか。それは……〈太陽の民〉の誇りに、傷をつけはしないのか？」

「……最近つくづく部下に恵まれなくてな。……俺の名を使ってふざけた真ま似ねをしたことについては、きちんと落とし前をつけさせるさ」

　意い図と的てきにずれた返答をしたきり、バルロイは無言。

　そこへ、ルアークが一歩進み出てつけ加える。

「俺たちの存在も、〈翼の祈り〉のみなさんがラグラドールの人たちを軽視してる証しよう拠こだったりしない？　だって俺たち、あんたらより強くなれってずっと言われてたもん」

　シルディーン王国と〈翼の祈り〉が共きよう謀ぼうし、ラグラドール人たちへの対抗手段として作った〈玩具の兵隊〉。ルアークやレネはその生き証人だ。

「おじさんが〈玩具の兵隊〉にやけにこだわるのも、いつか〈翼の祈り〉とちゃんと手を切るための準備なんじゃないの？　だったらさ、ばれちゃった今が好機じゃない？」

「──……こっちの話だ。貴様らには関係ない、とでも言っておくか」

　ふうっと大きく息を吐いたバルロイを、レネが心配そうに見上げている。

「バルロイ様……」

　ラグラドール人ではないレネは、迂う闊かつに口を挟めないのだろう。ただ名を呼ぶことしかできない彼女の頭を、バルロイは大きな手で撫でてやった。

「レネを責せめるなよ。〈翼の祈り〉とのことは、ラグラドール人の中でも一部の人間だけの秘密だ。こいつは何も知らなかったんだからな」

　団長の気き遣づかいに、レネははっきりと首を振る。

「たとえすべてを知っていたとしても、私はバルロイ様の部下です。バルロイ様の不ふ利り益えきになるようなことは、口が裂さけても言いません」

「……しょうがない奴だな、お前は。……お前ら、と言うべきか」

　レネ及び〈玩具の兵隊〉を「猟りよう犬けん」と称した時のように、バルロイは苦笑いした。

「じゃあな、カシュヴァーン、お嬢じようちゃん。御用の際はまたいつでも声をかけてくれよ」

　気を取り直したような別れの言葉を最後に、バルロイは扉に手をかけた。

　レネもすぐさま後に続こうとするが、その背に不意にルアークが呼びかける。

「レネ。レネは、『先生』のことはよく知らないって言ってたよね？」

　振り向いたレネの表情は曇くもっており、同じく立ち止まったバルロイも眉まゆをひそめている。

「……ええ、存じません。私が所しよ属ぞくしていた隊の指導者には、一応普通の名前がありましたし。……恐ろしい腕前らしいですね。あなたがそのような怪我をさせられるとは」

　ルアークの敗北により『先生』の実力を思い知ったせいか、珍めずらしくレネは歯切れが悪い。〈玩具の兵隊〉時代のことを思い出しているせいかもしれない。

「あの人がどういうつもりかは分からないけど……」

　そこでルアークは、軽く頭を振って言い直した。

「……あの『先生』に、個人的にどういうつもり、なんてのはないんだった。えーと、あの人が今従ってる人がどういうつもりかによっては、今後レネやバルロイおじさんにちょっかいを出してこないとも限らない。意味ない忠告かもしれないけど、気をつけて」

「分かっています」

　しかとうなずき、レネが一礼したのを皮切りに、バルロイが改めて扉を開いた。

「……おっと、これは失礼？　安心しな、俺たちはもう帰るところだ」

　茶化すバルロイとレネが廊ろう下かに出て行き、入れ替わりに室内に入ってきたのは、セイグラムとジェダを連れたティルナードだった。カシュヴァーンと入れ違いに部屋を出ていたノーラもいる。







「失礼します。……ああ、アリシア様、気がつかれたのですね、よかった……」

　硬かたい表情でバルロイたちとすれ違ったティルナードは、寝台の上のアリシアを見てほっと息を吐はいた。

「ええ、もう……あっ」

　挨拶に応え、身を起こそうとしたアリシアをカシュヴァーンが押さえた。

「いい、起き上がるな」

「いえ、でも」

　大丈夫だから、とアリシアは眼で訴えるが、カシュヴァーンは聞かない。

「無理するな、まだ起きたばかりなんだ。足の傷もふさがりきってはいないだろう？　これから長旅をしてアズベルグに戻るのだし、休んでおけ」

　そう言われるとアリシアも逆らえない。ティルナードももちろん無理をさせるつもりなどないので、何も言わず寝台の側にやって来た。

「……ライセン、バルロイと話をしたんだな」

　ちらりと廊下を振り返りながらしゃべるティルナードの表情は険しい。ラグラドール人への偏へん見けんが薄れつつあったところにもたらされた事実に、衝しよう撃げきを隠しきれない様子だ。

「ああ。……こうなった以上、セイグラム。お前の手持ちの経路を信用するのは危険だな」

　ティルナードの後ろに控ひかえていたセイグラムが眼鏡を押し上げる。

「……そのようですね。バルロイ様、及びラグラドール人と繫がっている情報網がほとんどですから」

　理想の主人を探し求め、シルディーン内を放ほう浪ろうしていた時期があるセイグラムは独自の情報網を持ってはいる。しかし主おもに利用していたのは、バルロイの団に属していた際に開発した経路であるらしい。

「だが幸い、ガーゼット侯こう爵しやく閣かつ下か……それに、オーデル侯爵閣下の協力が得られそうだ」

　先日主従の誓ちかいを結んだグラネウス。エリクスを介かいし、接触を持ってきたジスカルド。

　共に高名な地方伯であり、シルディーン国内に影響力を持つ二人だ。差し当たっては彼らの協力を仰あおぐことになりそうだが、皮肉な展開にカシュヴァーンは顔を歪ゆがめた。

「……くそっ、バルロイと仲なか違たがいをして、オーデル大侯爵閣下と組むだと……？　一年前の俺に教えてやりたいな」

　グラネウスはとにかく、ジスカルドとはずっと犬けん猿えんの仲だったのだ。ゼオルディスという共通の敵ができた今、他に採とれる手段もないと頭で分かってはいても、心の整理が追いつかない様子だった。

「まあでも、エルティーナ様とアリシアは仲良しだし、それにジスカルドおにいちゃんにも弱点があることが分かってるんだしさ。前よりは気楽に付き合えそうじゃん」

　しかめ面のカシュヴァーンをルアークがなだめる。

「それにバルロイおじさんと、仲違いしたって決まったわけじゃない。とはいえ、ちょっと距離を置かないといけないのは事実だけど」

「……ちょっとと言わず距離を置くのでちょうどいいですわ。図ずう々ずうしいんですもの、あの男」

　ノーラが殊こと更さらに強がるが、無理をしているのは明らかだった。アズベルグの民として間近でラグラドール人の強さを見続けてきた分、彼らを敵に回す恐ろしさが分かっているのだろう。

「そうね、レクサンドール子し爵しやく様さまはノーラとは距離を置くべきよね。だってノーラはもうレイデン伯はく爵しやく様さまともが」

　懲こりずにアリシアがしゃべり出したが、ルアークもかくやとばかりの速度で駆け寄ったノーラに口をふさがれた。

「ああ、こら、アリシア、しゃべるな！　また熱が出る!!」

　カシュヴァーンもあたふたし始め、ジェダまで今さらのようにルアークに怪我の具合を聞き始めた。ノーラの側に行こうとしたティルナードに鞭むちをちらつかせつつ、セイグラムが呆あきれ顔で進言する。

「強公こう爵しやく閣下、奥様もおとなしく寝ていられないほど回復されたようですから、ひとまずアズベルグに戻りましょう。詳しい話は後のちほどでよろしいかと」

「……ああ、そうだな」

　アリシアの額に手を当てていたカシュヴァーンは、一同を見回して力強く宣せん言げんした。

「今後の戦略を大おお幅はばに立て直さねばならないようだ。みな、協力してもらうぞ」

「……任せろ!!」

　独り立ちを意識しているのか、ノーラの眼を気にしているのか、ティルナードが率そつ先せんして請うけ合った。カシュヴァーンも茶化さず「頼んだぞ」と言い、ティルナードは顔を赤くしてこくこくとうなずく。

　被後見人の成長ぶりを頼たのもしげに見つめるカシュヴァーンの姿には、家長の風格が漂っていた。しかし、

「ああ……でも、体は大丈夫か？　アリシア」

「ええ、大丈夫ですわ。足の痛みも引きましたし、とてもよく寝ましたし」

「そうだな、顔色はよさそうだが……だが、大丈夫か？　アズベルグまでは長いぞ。もう雪はほとんどないし、暖かくなってきてもいるが……」

「ええと、はい、大丈夫ですわ。お食事もたくさんいただきましたし」

　寝台に横たわる愛あい妻さいに話しかける姿は、ただの過か保ほ護ごな夫である。延えん々えん繰り返される「大丈夫か」に、見かねてトレイスが割り込んだ。

「カシュヴァーン様、いい加減『大丈夫か』と聞きすぎですよ。いちいちお答えいただくほうが負ふ担たんになってしまいます」

「……そ、そうだな」

　我に返ったカシュヴァーンは、周囲の生ぬるい視線を振りきるように窓の外を見つめる。

「──帰るぞ。俺たちの家に」







　アズベルグ地方に戻る旅は、途中アリシアが微び熱ねつを出しカシュヴァーンがおろおろした以外は大きな騒ぎもなく、無事に終了した。〈翼の祈り〉内部でも混乱が続いているのか、今のところ追っ手がかかる様子もない。

「旅は楽しいですけど、帰ってくるとやっぱりほっとしますわね」

　カシュヴァーンの言いつけでふかふかした毛布でぐるぐる巻きのアリシアは、馬車の外に住み慣れた屋や敷しきを見つけて微笑んだ。

　黒い森の奥に佇たたずむ、翼ある怪物の像だらけで墓ぼ標ひようのような巨石に囲まれた「ライセンの石屋敷」。うっかり迷い込んだ旅人が悲ひ鳴めいを上げて逃げ出すこともあるようだが、アリシアにとってはここが世界で一番安心できる、家族と共に住む場所だ。

「そうだねえ、アリシアが見てる方向は森だけど。あーでも、なーんか、すっごく久しぶりに戻った感じ……あれ？」

　ルアークもここが「家」との認識が強まっているらしく、アリシアの言葉に相あい槌づちを打った後、いつもの勘の良さを発はつ揮きした。

「カシュヴァーンおにいちゃん、ディネロ様が来てるみたい」

「……そのようだな」

　アズベルグ家の馬車が車くるま停どめに寄せてあることにカシュヴァーンも気づいた。馬車はトレイスに任せ、まずは妻を抱き上げる。

「あの、カシュヴァーン様、私もう歩けますわ……あと、ちょっと毛布が暑いんですけど……」

「おなかが痛い」思いをしながらアリシアがささやいても、カシュヴァーンは無視だ。そのまま屋敷の広間へ向かう。

「あっ、カシュヴァーン様、アリシア、ルアークもノーラもお帰りなさい!!」

　ライセン夫妻が屋敷内に足を踏み入れると、真っ先に声をかけてきたのはリュクだった。側にはルアークの読みどおり、ディネロと執しつ事じ見習いというアレクトールがいる。

　カシュヴァーンの腕に抱かれたアリシアを見て、ディネロはかすかに眉をひそめた。しかし眼鏡もない状態のアリシアに分かるはずもなく、いつものように「お久しぶりですわ」と挨拶をする。

「今ちょうど、ディネロ様の肖しよう像ぞう画がを描こうかって話で盛り上がってたんですよぉ。やー、こんだけの美形だと描きがいがありますよねー!!」

　脳のう天てん気きなリュクの説明に、カシュヴァーンが冷ひややかに突っ込んだ。

「……ほう。ところでアリシアの肖像画の描き直しの件はどうなっている？」

「えっ……え、えへへっ、あ、あれ？　レイデン伯爵様とセイグラムさんは？」

　いかにもとってつけたようなごまかし方だったが、カシュヴァーンはかすかに表情を曇らせた。

「……ああ、あの二人はレイデンに戻ったので、途中で別れた」

　カシュヴァーンの腕の中で、アリシアも意い気き消しよう沈ちんしてうつむく。ノーラも所在なげにメイド服のスカートのしわを伸ばしたりしていた。

『ユーラン様は、スタンバールの宰さい相しよう様さまの息子だそうですわ』

　帰路の途中、何の気なしにアリシアが告げたひと言でティルナードはひどく衝撃を受けた様子だった。前ぜん後こう見けん人にんについては心の整理はついたようだったのだが、やはりまだ、ユーランの存在は頭の隅すみに引っかかっているのだろう。

　主の気落ちを見取ったセイグラムは、「我々も屋敷に戻りますので」と言い置いてティルナードを引っ張ってレイデンに戻ってしまった。おかげでノーラの元気がないが、彼女の前で無理に気を張っているより、今はセイグラムに任せたほうがいいとカシュヴァーンも判断を下したのだ。

「それはそうと、久しぶりだなディネロ。よく来てくれた。俺の留守中変わったことはなかったか？　特に報告をもらってはいないが」

「何も」

　名実共に領主代行を務つとめていたディネロの答えは簡かん潔けつだ。

「当たり前です、何もあるはずありません！　みなディネロ様の言うことならよく聞くのですから!!」

　旅立つ前にはっぱをかけたのが効きいているのか、アレクトールが突っかかってきたが、カシュヴァーンは取り合わない。

「そいつは何よりだ。ところでアレクを連れてきているようだが、リドレックはどうした？」

「アレクトールと呼んで下さいとあれほど」と本人は憤ふん慨がいしているが、ディネロは静かに首を振った。

「……まだ、起きられない」

「……そうか」

　他にかける言葉もなく、カシュヴァーンはそれだけ言って黙だまった。アリシアは一生懸命リドレックを元気づける方法を探す。

「もう春も来ましたのに、なかなか治りませんわね……そうですわディネロ様、何かお土産みやげを作りますから、リドレックに渡していただけないかしら」

「アリシア、こら、お前自身がまだ回復しきっていないのに……それにまさか、また肥ひ料りよう要いらず入りの何かを作る気じゃないだろうな？」

　とどめを刺さす気か、とカシュヴァーンが慌あわてるが、ディネロは違うところに反応した。

「……回復？　アリシア、ラグラドールで、どうか、したのか。ぐるぐる巻き、だが。眼鏡も、どうした」

　カシュヴァーンの腕に抱かれているのはとにかく、眼鏡もかけずに毛布で包まれているのはおかしいとディネロも思っていたようだ。

　額にうっすら汗を浮かべながら、アリシアはたぶんディネロ様ならこっち、と天てん井じようを向いて答えた。

「あ、ええと、ちょっと海に落ちまして……」

「海!?」

　ディネロは自他共に認める敬虔な〈翼の祈り〉の信者だ。だから「海」に過か剰じよう反応するのは当たり前ではあるが、その後の行動が周囲の予想に反した。

「……貴様が、ついて、いながら!!」

　激しい叫さけびと同時に、大きな手が伸びた。

　いきなり胸むな倉ぐらを摑み上げられ、カシュヴァーンがぎょっとした顔をする。

「ディネロ……!?」

　瞬間アリシアを取り落としそうになったが、素す早ばやく手を添えたルアークの助けもあり、どうにか踏ふん張ばった。

「ディネロ様っ!?」

　普段は非常に理性的な主の行動に、アレクトールは眼を丸くしている。カシュヴァーンとディネロに挟まれて、アリシアも困こん惑わくしてしまった。

「あ、あら、ディネロ様、そんな、カシュヴァーン様は悪くありませんわ。いろいろ、ええといろいろありまして、こういうことに。確かに眼鏡とアーシェル様の肖像はもったいなかったですけど……」

　崖から突き落とされた際脱ぬぎ捨てたドレスと一緒に、リュク作のアーシェルの肖像は海に沈しずんでしまった。

　けれど眼鏡はまた作ればいいし、アーシェルの肖像だって作り直してもらえばいいのだ。後こう者しやは製作者の調子によっては時間がかかるだろうが。

　でも、指輪は無事でよかった。左手に輝く愛の証あかしの存在を触って確かめながら、アリシアはリュクに話しかけた。

「あ、そうだわリュク、この間レオニア様に会ったの。あなたのことを友達ではないとおっしゃっていたけど、生きているのか心配していらっしゃったわよ」

「え？　アリシア、レオニアさんに会ったの!?　なんで!?　あとなんか俺の扱いひどくない!?」

　アリシアたちがラグラドールに行ったことしか聞かされていないリュクには、レオニアの名前がなぜここに出てくるのかさっぱりの様子だ。詳しよう細さいを聞きたそうにしていたが、今なおディネロがカシュヴァーンに摑みかかっている状態のため、「あ、いえ、すいません、そちらが終わってからで」と控えた。

「……ディネロの言うとおりだ。俺がついていながら、アリシアを危険な目に遭あわせてしまった」

　責任は十二分に感じているらしく、カシュヴァーンの声は重い。

「いえ、そんな。カシュヴァーン様に体の浮かせ方を習っていたから、私は助かったのですし」

　海中の恐怖はアリシアの想像以上だった。カシュヴァーンと予行練習をしていなかったら、パーシアの助言を思い出す暇ひまもなく溺でき死ししていたに違いない。

「それに、俺が油断してなければ、そもそもアリシアをさらわれることもなかっもが」

　まだ腹部に包帯を巻いたルアークの、神妙なつぶやきをカシュヴァーンが器用に片手でふさいだ。そのままディネロの薄い灰色の瞳を見つめ、

「同じ過あやまちを繰り返さないために、ディネロ。お前の力を借りたい。……今から時間は取れるか？　いろいろ打ち合わせをしたいことがある」

　率そつ直ちよくな言葉に、ディネロも黙って手を引いた。

「……いや。俺も、悪かった。話を、しよう。だが、その前に」

　ちらりとアリシアと、その指にはまった指輪を見た後、懐ふところに手を差し入れ一通の手紙を取り出す。

「アリシア。王子殿下、より、直接、渡すよう、言こと付づかった。今日の、目的は、これだ」

　大輪の薔ば薇らの紋もんが押された赤紫の封ふう蠟ろうで封をされたそれは、以前ゼオルディスが送ってきたものと同じ。

「あら、ゼ……王子殿下が、あっ」

　受け取ろうと手を伸ばしたアリシアの指先から、カシュヴァーンが手紙を引ったくった。ディネロも普段なら止めるところなのだが、送り主が送り主なので特に何も言わない。

「いいところに来たな。トレイス、読め」

　だがアリシアを抱えたままでは中を開けず、かといって妻を下おろす気も彼女を他の誰かに任せる気もないらしい。そこへちょうど馬車を戻してきたトレイスに、カシュヴァーンはそのまま王子の手紙を渡してしまった。

「あ、あの、はっきりアリシア様宛あてになっておりますけど……よろしいのですか？」

　戸と惑まどうトレイスだったが、主の眼光に気け圧おされてか、渋しぶ々しぶ封蠟を砕くだいて中身を取り出した。

「えー……」

　出だしでいきなりつかえたので、カシュヴァーンが先を促うながす。

「なんだ。下品な内容なら飛ばしていいぞ。全部下品なら焚たきつけにでも使え」

「えー……いえ、あの、『アリシア、元気か？　と書いてみるが、カーシュも読んでる可能性大だな』」

　この展開はお見通しということらしい。カシュヴァーンの瞳が鋭さを増し、トレイスは怯おびえた顔になりながら読み進める。

「え、ええと……『今度王宮で面おも白しろい催もよおしものをやる予定だ。正式な招しよう待たい状じようは後日送るから、楽しみにしておいてほしい』。……これだけです」

「……それだけ？　見せてみろ」

「はい……」

　トレイスに手紙を眼の前に持ってこさせ、カシュヴァーンはためつすがめつしているが、内容は本当にそれだけだった。アリシアも眼を細めて眺ながめてみたが、便びん箋せん一枚の中央に並んだ文字の分量はわずかで、今トレイスが読み上げただけの長さしかない。

「本当にこれだけですわね……以前は魔法の」

「魔法？」

　カシュヴァーンに聞き返され、アリシアは慌てて口をつぐんだ。前にもらった手紙の末尾にあった「魔法の言葉」は、誰にも教えるなとの但ただし書がき付きだったのだ。

「あ、いえ……あら、でももったいない紙の使い方をしていらっしゃるから、余白が結構ありますわね。そうだわ、あぶり出し用の特とく殊しゆなインクがあるそうですわよ！」

　ごまかしついでに余計な知識を披ひ露ろうしてみると、カシュヴァーンが妙みように食いついた。

「なんだと？　あの王子ならありえるな……よしトレイス、ちょっとあぶってみろ」

「ご、ご命令なら従いますが、カシュヴァーン様はあの王子殿下を警戒しすぎでは……？」

　アリシアの言葉を真まに受けた命令にトレイスが引いていると、横からディネロがまっとうな意見を出した。

「催しものとは、なんだ。王宮の、動きを、探ったほうが、いい、だろう」

　そのとおりだ。カシュヴァーンもすぐに思い直して指示を出し直した。

「トレイス、セイグラムと連れん携けいを取って、ガーゼット侯爵とオーデル侯爵に王宮で何か動きがないか探っていただこう。もちろん〈翼の祈り〉と、ラグラドールの様子もな」

「かしこまりました、伝令の用意をします。……あ、それと、一応この手紙は後であぶってみます……」

　ディネロの意見だけ汲くんでは角が立つと思ってか、トレイスはそんな返事をして場を辞した。







「それにしてもディネロ、あの王子殿下はお前の屋敷で一体何をしていたんだ？　結構長く滞たい在ざいしていたようだが。まさかあんな手紙を寄よ越こすためだけではあるまい？」

　改めてカシュヴァーンが聞くと、ディネロはわずかに眼を伏せた。

「……滞在して、時々、話をした。それだけ、だ。俺にも、なんのつもりか、分からん」

　煮にえきらない回答にカシュヴァーンは怪訝な顔をしたが、ゼオルディスの腹はら積づもりがよく分からないのは毎度のことである。

「それも詳しく聞こう。では、先に俺の部屋へ行っていてくれ。俺はアリシアをひとまず寝かせてくる。ノーラ、手伝ってくれ」

　カシュヴァーンはアリシアを抱き、二階の妻の部屋へ歩き出す。

「あの、カシュヴァーン様、私はもうひとりで歩けますわ。そろそろ毛布も暑いですし。それに、まだ〈翼の祈り〉内部のことについてお話ししていないこともたくさんあります。ディネロ様と打ち合わせなさるなら、私も」

　気持ちはありがたいが、と思いつつアリシアが言っても、カシュヴァーンは聞く耳を持たなかった。

「だめだ。とにかく体を冷やさないようにして、ゆっくり休め。ノーラ、アリシアが出歩かないようによく見張っておけよ」

　妻に、というより娘に言い聞かせるような言葉は真剣そのもので、体を包んだ毛布よりも強く抵抗を封ふうじてしまう。

　ちょっぴり「おなかが痛い」思いもしたので、アリシアは仕方なしにおとなしくしていた。

「アリシア、今回は俺もカシュヴァーンおにいちゃんに賛成。自分で思ってる以上に大変な目に遭ってるんだから、お願いだから休んでて。ね？」

　ルアークも真ま面じ目めに頼んできたが、そのルアークをカシュヴァーンは顔だけ振り返って、

「ルアーク、お前も家に戻ったのだからまずは自分の体を治せ。ちゃんと傷がふさがったら、俺が特訓の相手をしてやる」

　自分がついていながらアリシアをさらわれた。そのことについて、へらへらした笑顔の下でルアークが非常な責任を感じていることをカシュヴァーンは知っていた。

　アズベルグに戻る道すがら、隙すきを見てジェダと戦闘訓練をしていたことも。ちなみにジェダはティルナードについてレイデンに戻ったが、別れる間際までルアークに「大丈夫か」を連呼していた。

「……あんたはアリシアにだけ優しくしてればいいんだっての」

　微び苦く笑しようしたルアークだが、いざという時自分の身が万全でなくては何もできないことぐらい承しよう知ちしている。ため息をついてうなずくのを確認してから、カシュヴァーンはじろっとリュクを睨む。

「リュク、貴様はさっさとアリシアの肖像を描き直せよ。分かっていると思うが、見たまま、ありのままに可愛かわいく、だぞ」

「カシュヴァーン様、俺にはもうちょっと優しくてもいいと思うけどなぁ……あと、ちょうどいいからアリシアと一緒に眼鏡を作ったほうがいいんじゃないかなー……」

　毎度反省のないリュクのぼやきを聞き流し、カシュヴァーンはアリシアを抱いて階段をのぼっていった。







　怪我を負おってなお仲なか睦むつまじい夫婦の後うしろ姿を、ディネロは黙って見つめていた。

　そして意識的にライセン夫妻から距離を置いて、カシュヴァーンの部屋へと歩き出す。

「……あの、ディネロ様」

　ディネロの背を追ったアレクトールが、恐きよう縮しゆくしいしい声をかけた。

「やはり、王子殿下がおっしゃるように、ディネロ様が」

「──黙れ」

　厳しい口調で以降の言葉を封じると、ディネロはそれきり何も言わずに歩を進めた。








　終章







「奥様、そろそろ灯あかりを消しますわよ」

　自室の寝台の上で、新調してもらった眼鏡めがねをかけて『どろどろどろどろ』を読み耽ふけっていたアリシアに、ノーラが声をかけた。

「そうね、そろそろ寝ようかしら。灯りももったいないし、これ以上眼が悪くなったら今度こそ溺でき死ししてしまうかも……あら、でも」

「……そうですわね、今夜もいらっしゃるでしょうね」

　アリシアのためらいを読み取り、ノーラは火を吹き消そうとしていた燭しよく台だいから離れた。

「噂うわさをすればですわ」

　程なく扉を叩たたく音がした。待ち構えていたノーラが室内に迎むかえ入れたのは、案の定じようカシュヴァーンだ。

「アリシア、体の具合はどうだ？　ああ、いい、起きるな、寝たままで構わない」

　ラグラドールより戻ってからもう幾いく日にちも過ぎているというのに、カシュヴァーンは毎日毎日こうやって妻の部屋を訪おとずれては、病状を確かめている。

「ええ、もうすっかり」

　すでに習慣になった返事をしたアリシアの枕まくら元もとに、カシュヴァーンは近寄った。と、ノーラがまだ部屋に残っていることに気づき、おもむろに咳せき払ばらいなどしてみる。

「……ノーラ」

「……ふん、いいですわ、出て行って差し上げます」

　せいぜい恩着せがましくつぶやいた後、ノーラはこんな頼みごとを始めた。

「……その代わり、今度少し長めのお休みをいただきたいのですけど」

「あら、どうしたのノーラ？　何か用事？」

　意外に思ったアリシアが理由を尋たずねた。

　今までも時折、家の用事などでノーラが休むことはあった。しかし彼女は女主人直ちよく属ぞくのメイドである上に、アズベルグでも貧まずしい部類に入る実家を恥ずかしく思っているらしく、長期休きゆう暇かを希望したことなどなかったのだが。

「……レイデン地方へ……行ってみたいんです。レイ……ティルナード様、に、招しよう待たいされましたの……」

　いつの間に名前を呼び合う仲になったのか、恥じらいながらノーラが答えると、アリシアは「まあ！」と嬉うれしそうな声を出した。

「あら、まあ、もちろんよノーラ！　いいわ、ぜひ行って来て！　よろしいですわよね、カシュヴァーン様？」

「ああ、その間はセイラにアリシアについてもらえばいいだろう」

　カシュヴァーンも事もなげにうなずき、ノーラはほっとしたようだが、今度はアリシアが困った表情になった。

「あら、でもノーラ、すぐにレイデン伯はく爵しやく様さまと既き成せい……事じ実じつだったかしら？　作って、あちらから帰ってこなくなったりしないわよね？　ねえカシュヴァーン様、レイデン伯爵様の少年趣味はどの程度もが」

　カシュヴァーンとノーラに左右から口をふさがれ、アリシアはもがもが言いながら黙った。

「全く、すでに変態として名の知られているカシュヴァーン様はとにかく、ティルナード様についておかしな風ふうに言うのはやめて下さい!!」

　開き直ったか、公然といきり立つノーラにカシュヴァーンが横よこ槍やりを入れた。

「待てノーラ、俺に少年趣味の噂が立つと、俺に後こう見けんされたティルにも自動的にもが」

　勢いでカシュヴァーンの口までふさいだノーラは、さすがにまずい、という顔をしたが、カシュヴァーンは肩を竦すくめただけだ。

「最近明るい話題がないからな。ちょうどいいから俺たちも今度レイデンに行くか？　アリシア。考えてみれば、俺もあそこを間接的に支配しているのにまともに行ったことがないんだ」

　昨年ティルナードの屋や敷しきが焼かれた際には、カシュヴァーンは鎮ちん圧あつのため兵を引き連れてレイデン地方に赴おもむいた。それ以外ではカシュヴァーン自身の足元が不安定で領地を離れられなかったので、ゆっくりと被後見人の住む地で過ごしたことがないのだ。

「そうですわね、今後はレイデン地方のみなさんに協力を仰あおぐことも増えるでしょうし」

「ついでにリュクの馬ば鹿かを実家に送り返してもいいな。王子殿下だのバルロイだのの動きにもよるが、日取りについてはティルと調整しよう。ではノーラ、お休み」

「ええ、では旦だん那な様さま、奥様、お休みなさいませ!!」

　すっかり朗ほがらかな表情になったノーラは、ご機き嫌げんで去っていった。







「ティルのやつ、やけにあっさり帰ったと思ったら……ちゃっかり話を進めているな」

　被後見人の意外な手回しの良さに感心しつつ、カシュヴァーンは改めてアリシアに眼を向ける。

「それはそうとアリシア、お前、体は大……」

　一時期引っ込んでいた「大丈夫か」の途中で、カシュヴァーンははっとして口を閉ざした。

「……いかんな。つい聞いてしまう」

　暗い表情になったカシュヴァーンは寝台に腰を下ろし、黙だまってアリシアの髪を撫なでた。ノーラがていねいにくしけずってくれたおかげで、潮しお風かぜと潮水にまみれていた亜あ麻ま色いろの髪は元の指どおりの良さを取り戻している。

「私はもう大丈夫です。足も痛くありませんし……あの、カシュヴァーン様がそんなに責任を感じる必要はありませんわ」

　顔色だけ見ると、カシュヴァーンのほうが「大丈夫か」と言われるべき側である。

　切り札だったはずのラグラドール人たちが当てにならない状況で、ゼオルディスとやり合わねばならないのだから無理もない。グラネウスやジスカルドといった味方はいるものの、前者はとにかく後者はどこまで信用できるか分からない。

　心配になったアリシアは、夫の手に自分のそれを重ねたが、カシュヴァーンはかぶりを振る。

「いや、俺の責任だ。ラグラドール行きを決めたのは俺だし、ティルを信じきれずにまんまと誘さそい出されたのも俺だし、ルアーク任まかせにしてしまったのも……」

　鬱うつ々うつとつぶやいた後、虚むなしい行為に気づいて自みずから否ひ定ていする。

「……くそっ、役立たずの後こう悔かいなどしても仕方がない」

　ため息をついたカシュヴァーンは、自分の左手に重なったアリシアの手をそっと取った。

「……足の傷はどうだ。痕あとに……なっていないか」

　過か保ほ護ごな夫は、妻の体に傷ができたことを一番気にしている様子である。

「いえ、大丈夫だと思いますわ。お医者様も、いずれ傷は消える……だろう、と……」

　自分の右足に触れてみながら笑顔を作ったアリシアだったが、その時突然あることを思い出した。

「アリシア？」

「あの……」

　突然真っ赤になって下を向いたアリシアを、カシュヴァーンがいぶかしげに見つめている。

「どうした、やはりどこか痛むのか」

「いえ、そうではなくて、カシュヴァーン様……あの、ど、洞どう窟くつで……見ました……？」

「何をだ？」

「わ、私の、その……から、だ……」

　海で溺おぼれかけ、冷えきったアリシアの体を暖めるべく、カシュヴァーンは彼女の服を剝はぎ取り自分の体温を分け与えた。

　処置としては正しい。アルベルグよりなお寒いラグラドールでいつまでも濡ぬれた体のままでは、溺死を免まぬがれても凍とう死ししてしまう可能性だってある。

　だが、助かった今思い返してみると、恥ずかしさにアリシアは身が縮ちぢむ思いがした。そしてそれは、カシュヴァーンも同じようだった。

「あ、あの時は非常事態だったんだぞ!!　火もなかったし、他に方法は……!!　それはまあ、見た、少しは見た、いや、全部、見た……」

　鼻先を赤く染そめ、弁解する言葉は後になるにつれ正直になっていく。

　今カシュヴァーンの脳のう裏りに描かれているだろう光景を、無む駄だに想像力豊かなアリシアはつい考えてしまった。ますます恥ずかしくなって、枕に顔を埋うずめながらうめくようにつぶやく。

「い、いいんです、カシュヴァーン様は、私の、夫、なんですもの……」

　アリシアの乏とぼしい知識によれば、初夜の晩夫婦は裸はだかになるはずなのだ。いつかはお見せするものだったんですもの、と思いはするが、それでも恥ずかしいものは恥ずかしい。

「それに、私も、カシュヴァーン様の体を……少しは、見ました、し……」

　口に出して、しまったと思った。

　自分の薄い胸に押しつけられた、カシュヴァーンの厚い胸むな板いたの感触をまざまざと思い出してしまったのだ。

　異性に自分の体を見られるのも初めてだったが、異性の体を、たとえ胸だけでもあんな風に見るのは初めてだった。抱き締められたことは幾度となくあるけれど、直接肌と肌が触れ合ったことはなくて……

「い、嫌だ私ったら、はしたない……!!」

　枕に顔を押しつけ、足をばたばたさせながら恥ずかしさに耐えているアリシアの頭を、大きな手がそっと撫でる。

「……じゃあ、お前も全部見るか？」

　ややあって、聞こえてきた声にアリシアはそうっと顔を上げた。途と端たん、驚くほど間近に迫せまっていたカシュヴァーンの唇くちびるが、耳元にささやきかけてくる。

「俺の裸」

「えっ……、きゃっ、カシュヴァーン様っ!?」

　アリシアの返事を待たず、カシュヴァーンはさっさと服を脱ぬぎ始めた。アリシアは大おお慌あわてで両手で顔を覆おおう。

「あっあっ、やっだめ、そんな、そんなところまで……っ……!!」

「……まだ上しか脱いでいないんだが？　それに、指の隙すき間まから見てるだろう、お前」

　上着とその下のシャツの前を開き、胸から腹までを露あらわにした状態のカシュヴァーンに図星を指されてアリシアは硬こう直ちよくした。

　けれど、はしたないと思われても眼が離せない。寒さでぼんやりしていた上に眼鏡もなかったあの洞窟での時と違って、今は意識もしっかりしているし眼鏡もあるのだ。

　……いつかは互いに見せ合うことになると思っていた肌。もしかして、今がその時なのだろうか？　突然のことで訳が分からず、今「おなかが痛い」のかどうかもよく分からない。

「……そんなに見たいのか？　いやらしいお姫様だな……だが、お望みとあらば、下も」

　気づけば夫の胸元付近を見つめ、動きを止めていたアリシアに見せつけるように、カシュヴァーンがベルトに手をかける。

「いえっいいです上だけで私たちまだ清らかな関係でいるべき……、きゃああッ!!」

　動どう揺ようしすぎてトレイスのようなことを口走ったアリシアを、カシュヴァーンは裸の胸に抱き寄せた。何がなんだか分からず、ぎゅっと眼を閉じたアリシアの額ひたいに優しく口づけて、

「あの時のお前は、氷のように冷たくて、このまま死んでしまうのではないかと思った……今は、暖かいな。とても」

　実感のこもった述じゆつ懐かいに、混乱は一歩「おなかが痛い」ほうに傾かたむいた。恐る恐る眼を開き、ゆっくりと上下しているカシュヴァーンの胸に、ちょんと指先で触れてみる。

「……カシュヴァーン様も、暖かい、です……」

「……そんな触り方でいいのか？　せっかくの機会だぞ？」

　背に回った腕に力がこもり、より密着させられる。

　思わずカシュヴァーンに抱きついてしまったアリシアの手が、その背にある突っ張った部分に触れた。洞窟でも気づいた場所だ。

「……ここ……何かの、痕ですか？」

「……ああ、それは……古い傷だな」

　アリシアの反応が変わったことに気づき、カシュヴァーンが教えてくれた。先ほどまでにやにやしていた口元は引き締まっている。

「まあ、そうですの……あら、まあ、他にもたくさん……」

　手の平を滑すべらせていくと、カシュヴァーンの背には他にもたくさん傷痕があった。いずれもとうにふさがってはいるようだが。

「今お前が触ったのは、昔バルロイと手合わせをした時のやつだな。他も大体そうだろう、あとは……」

　ふっとカシュヴァーンの声が低くなった。

「……親父にやられたやつか」

　言葉も論理も通じない怪物。息子に殴なぐり方と殴られ方しか教えなかったレジオール・ハルバースト。

　亡なき父親の話をする時、カシュヴァーンの眼はいつもどこか遠くなる。

「……まあ、あの、ご、ごめんなさ……、あっ」

　触れてはいけない話題だと悟さとり、謝ったアリシアにカシュヴァーンはそっと口づけた。

「昔のことだ。そんなことより、お前に大きな傷が残らないようで本当によかった……」

　甘く優しい、祈いのるような言葉。

「ジェダが急所がどうとか言っていたが、お前自身が俺の急所だからな……やられたらいちころだ……」

　照れ隠かくしか、ふざけたようにつけ加えた夫の首に、アリシアは手を回して口づけを返した。

「昔のことは、仕方がないですわ。でもこれからは、カシュヴァーン様も痕が残るような怪我をなさらないで……」

　妻から返された言葉に、カシュヴァーンは軽く眼を見開く。

「……ああ……そうだな。お前が俺のものであるように……俺も、お前のものなのだから……」

　ぎしりと寝台が軋きしむ。

　アリシアを敷しき布ふの上に横たえたカシュヴァーンが、ゆっくりと覆いかぶさってきた。

















　続いて視線が絡からんだことも、唇が重ねられたことも、とても自然なことのように思えた。

　だからだろうか。

　本当は、聞くべきではないのかもしれないと。カシュヴァーンの唇が離れた瞬間、ひそかに胸の底にしまっていた問いが、アリシアの口からこぼれた。

「溺れかけていた私を見つけた時……神よ、とおっしゃったわ……」

　伝説が生まれた崖がけの下。聖女は沈まなかった海にて、アリシアを発見したカシュヴァーンが漏もらしたひと言。

　意識しての発言ではなかったのかもしれない。事実、カシュヴァーンは今そのことに気づかされた様子で顔を強こわ張ばらせた。

　しかし思わず漏らした言葉にこそ、人間の本音が表れるものではないだろうか。

「カシュヴァーン様は、本当は神様を信じておいでではありませんの……？」

「──……信じていたさ。昔はな。この地に住まう人間にとっては、それが当たり前だった」

　アリシアの首筋に顔を埋めるようにしながら、カシュヴァーンは彼女にしか聞こえない大きさの声で告白した。

「……信じていたものにしか、人は裏切られない。傷つけられることもない……」

　──誰も持っていないものは失えない。

　いつかそう言ったのは、確かゼオルディス。歪ゆがんだ鏡かがみに映うつる、もうひとりのカシュヴァーンのことを、アリシアは思い出した。

　自分の上に乗っている青年の、決して妻の傷ついた右足に体重をかけないようにしている彼の、傷ついた背中に手を伸ばす。ぎゅっと抱き締めると、腕の中でカシュヴァーンが小さく身み震ぶるいした。

「……カシュヴァーン様は、本当は、お父様のことも……ん、」

　言うな、という言葉の代わりに、もう一度優しい口づけが降ふってくる。愛情はこもっているけれど燃えるような欲情は感じられない、あやすような触れ合いがしばらく続いた。

　そしてカシュヴァーンは、黙って身を起こした。

「……今夜は、ここまでだな」

　切ない微び笑しようを口元にひらめかせ、カシュヴァーンが寝台を下おりようとした瞬間のことだ。

「──何をしていらっしゃるんですか、カシュヴァーン様ッ!?」

　色を失ったトレイスが、いつの間にか室内にいた。

「きゃっ、トレイス!?」

「トレイス!?　ど、どうしたんだ、急に」

　アリシアは思わず身を起こし、カシュヴァーンも大慌てで着衣の乱れを直そうとするがもう遅い。トレイスはつかつかと寝台に歩み寄ってきた。

「どうしたもこうしたもありませんよ、一日のご報告に上がったら、またあなたはアリシア様のお部屋にいらっしゃるようで……!!　呼びかけても全く無反応ですし、一体何をしているのかと思ったら……!!」

　夫婦揃そろっていちゃいちゃに夢中になりすぎて、トレイスを無視してしまったようだ。だが、今彼が血けつ相そう変えているのはそれが原因ではなかった。

「カシュヴァーン様、あなたはアリシア様のお見舞いにいらしたんですよね!?　なのになんですか、その格好は!?　ふしだらな!!」

　寝台の上で上半身をはだけた状態では言い訳もできず、カシュヴァーンは眼を泳がせる。

「いや、まあ、それは、その」

「ええ、ええ、分かっております、ご夫婦なのですからいつかは既成、いや、こういうことになると……!!　ですが今のアリシア様は怪け我がをしていらっしゃるのですよ!?　少しはわきまえて下さい!!」

　聞く耳持たない、という態度でひとしきり説教をしたトレイスは、問答無用でカシュヴァーンを引っ張って歩き出した。

「……じゃあ、またな、アリシア。お休み」

　幼おさな馴な染じみの剣けん幕まくに押された、というより、湿しめった空気が一変したことに安あん堵どした様子でカシュヴァーンが手を振る。

「ええ、お休みなさい、カシュヴァーン様、トレイスも」

　どのみちカシュヴァーンは引き上げようとしていたのだ。微笑ほほえんだアリシアは二人に挨あい拶さつをし、まだ続いていたトレイスの説教もやがて聞こえなくなっていった。

　ひとりきりになって初めて、心しん臓ぞうが激しく脈みやく打うっていることに気づく。

　あんな切ない顔をさせてしまった後だ。今夜はここまで、ということ自体に文句はないが、ついこんなことを考えてしまった。

「でも、もしもカシュヴァーン様が全部脱いでいて、私が神様のことを聞かなくて、トレイスも来なかったら……、私たち、どうなっていたのかしら……？」

　ぼんやりとはしたない妄もう想そうが頭に浮かび、アリシアはひとりで赤面した。





終　　　










　あとがき




　さすがにもうこの巻が初めましての方はいらっしゃらないでしょうか……？　小お野の上がみ明めい夜やと申します。シリーズ八作目『死神姫の再婚　─飛べない翼の聖女─』を読んでいただきましてありがとうございました！







　今巻から名前が出た新キャラは熱血見習い執しつ事じだけなのですが、今まで直接的には出番がなかった人が何人も本編に登場し、何やら感かん慨がい深ぶかいです。特に聖女アーシェル（現）は、ずっと「いつかアリシアと……！」と、本人も作者も望んでいたキャラなので、感慨もひとしおですね……凜りんとした美少女のはずなのですが、時々周囲につられています。

　ソルラスカはひたすら怖いです。作中一怖いかもしれません。彼女に怯おびえるパーシアなど、今回かなり女性率が高いはずなのですが、この華のなさは一体……。

　アレクトールは今まで「死神姫」にいなかった、正統派空気読まない熱血漢で楽しいです。彼の敬けい愛あいするディネロともども、引き続き不ふ穏おんな動きをしておりますが。







　主役夫婦の仲は一歩前進ですよ！　なにせアリシアは、夫に全てを見られてしまいましたからね！　とはいえ情勢は複雑さを増し、あらゆる面において今後も前ぜん途と多た難なんそうです。カシュヴァーンはまたへこみがちですが、ティルたちに抜かれないようにしてほしいものです。







　なお今回も、ビーズログの携帯サイトにカシュヴァーン視点の番外短編『気き配くばりは執事の本分』を書かせていただきました。手紙と本絡がらみの番外編は一応これで終了です。

　最後に、ずっとお世話になりました担当・三ヶ尻様、今までありがとうございました……!!　今後は新担当・山内様、「鳥かご描け」などの無茶ぶりにも素晴らしい仕事で応こたえてくださるイラストレーター・岸田メル様とがんばりますので、引き続きよろしくお願いします。





二〇一〇年一月　小野上明夜　　
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12月14日生まれの射手座のＯ型。

私に翼があったなら、やっぱり空を飛びたいですね！　昔からひそかに夢だったので。

でも寝る時翼があったらすごく邪魔そうだなあ。着脱可能、という意味では偽物の翼も案外便利なのかも……










ブログ「空のお城」

http://onogami.blog103.fc2.com/







イラスト

岸田メル

Mel Kishida




９月３日生まれ、Ａ型乙女座。

翼が生えて空を飛んでいる夢をよく見ます。

多いときはほぼ毎日なので、よほど飛びたいんですね。実は今朝も、砂浜で調子こいて飛んでると、減速できなくなって墜落する夢を見ました！　不吉……。小さい頃、台風のときに空を飛べないかと思って外に飛び出したりしたこともあります。生きててよかった！




http://maigo.jp/
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デザイン／しいばみつお（伸童舎）












本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。
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